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将来 の 見 通し を 示す 記述 


この レポ ー ト に は 将来 の 出来 事 に 関す る 見 通し を 示す 記述 が 含ま れ て いま す 。 史 実 の 記述 を 除く すべ て の 記述 は 、 将 来 の 見 通し を 示す 記述 と みな され 
る 可能 性 が ある 記述 で す 。 そ れ ら の 記述 は 、 シ スコ が ビジ ネス を 行っ て いる 業界 に 関す る 現在 の 期待 、 予 想 、 予 測 、 推 定 、 お よび シス ニコ 経 営 陣 の 信念 
と 想定 に 基づい て いま す 。 将来 の 見 通し を 示す それ ら の 記述 は 予測 に 過ぎ ず 、 予測 困難 な リス ク 、 不 確実 性 、 想 定 (Form 10-K お よび Form 10-Q で 
証券 取引 委員 会 に 提出 し た 最新 の 書類 に 記載 され て いる も の を 含む ) の 影響 を 受け る こと に ご 注意 くだ さい 。 将来 の 見 通し を 示す 記述 は その 記述 を 行っ 
た 時 点 で の も の で あり 、 シ スコ は 将来 の 見 通し を 示す 記述 を 更新 する いか な る 義務 も 負い ませ ん 。 
シス コ は 、 今 後 も 環境 ・ 社 会 ・ ガ バナ ンス (ESG) の イニ シア チ ブ 、 目標 、 進 捗 状況 に つい て 包み 隠さ ず 報 告 し て まい り ま す 。 意 欲 的 な 目標 を 策定 し た 
た め 、 完 全 に 達成 する の は 難し いか も し れ ま せん が 、 そ れ で も 定め た 期間 内 に 達成 で きる よう 取り 組ん で いま す 。 他 社 を 買収 し た 場合 に は 、 ESG 目標 
へ の 進捗 状況 に 影響 が 出る 可能 性 が あり ます 。 進捗 状況 に つい て は 、 買 収 に よる 影響 を 含め 包み 隠さ ず 報 告 し ます 。 


a o 3 パ 2 後 の 展 ピン 


ネッ トラ ウー クソ リョ ーション ョ ヨ ラ ポレ ーション 
ツリ 所 美 >2 ョ ヨン キョ リツ ソリ 本 ョ ン 02 
お まま のび 電 ミリ テー タグ ク ター コノ の シ 
ター マツ トド ピラ の NM クジ クドウ sm プシ リル リョー 
ショ ン と いっ た 製品 や サー ビス を 提供 し て いま す 。 


ーー アテ © リン で ベリ 
ミル ノ *z 芋 米 ー の パー パ トト で 、 ー イ ヽ ニー シブ プ な 未来 を 実 
創設 従業 員数 この パー パス レポ ー ト で は 、「 す べ て の 人 に イン クル ー シ ブ な 未来 を 実現 す 
る 」 と いう パー パス に 向け た 2023 年 度 の シス コ の 進捗 状況 を 紹介 し て い 
ます が 、 シ スコ で は この レポ ー ト の 他 に も さま ざま な 進捗 情報 を 公開 し て 


いま す 。 シ スコ の ESG レポ ー ト ハブ で は 、 こ の レポ ー ト で 取り 上 げた さま 


ざま な トピ ッ ク に 関す る 詳細 情報 を 提供 し て いま す 。 ま た 専門 家 向 け に 会 

2023 年 度 の 収益 か 国 社 方 針 (ポリ シー) の 公開 や 追加 の 情報 開示 も 行っ て いま す 。 こ の レポ ー 
ト で は 、 詳 細 情 報 を 参照 で きる ESG レポ ー ト ハブ の 各 ペ ー ジ へ の リン ク 
を 適宜 提供 し て いま す 。 
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Chuck Robbins か ら の メッ セー ジ 


事業 内 容 が 優れ て いれ ば 事業 を 展開 し て いる コミ ュ ニ ティ へ の 配慮 と 貢献 を 
お ろ そ か に し て も よい と いう も の で は あり ませ ん 。 


私 た ち は 今 、 変 化 が 激しい 世界 に 生き て お り 、 優 れ た 事業 を 行う と と も に 、 
コミ ュ ニ ティ へ の 貢献 を 忘れ て は いけ ませ ん 。 この バラ ンス を うま く 取 れれ 
ば 、 お 客 様 の 信頼 を 獲得 し 、 同 業 他社 か ら の 尊敬 を 集め 、 優 秀 な 人 材 が 
集まっ て き て 定着 する 文化 を 醸成 で きま す 。 


環境 ・ 社 会 ・ ガ バナ ンス (ESG) と 企業 の 社会 的 責任 へ の 取り 組み を ビジ 
ネス 戦略 に 織り 込む こと は 世界 の た め に な る だ け で な く 、 和 重要 な ビジ ネス 
チャ ンス を 生み 出す こと に も な り ま す 。 そう し た 状況 を 毎年 この レポ ー ト で 
報告 で きる こと を 誇り に 思っ て いま す 。 また 、 シ スコ は 国連 グロ ー バ ルコ ン 
パク ト (UNGC) が 人 権 、 労 働 、 環 境 、 腐 敗 防止 の 分 野 で 定め る 10 原則 
に 2001 年 に 署名 し て お り 、 今 後 と も この 原則 を 支持 し て いく こと を 実際 の 
取り 組み と 行動 で 示し ます 。 

シス コ の テク ノロ ジー と 従業 員 、 そ し て 、 す べ て の 人 に イン クル ー シ ブ な 未 
来 を 実現 する と いう パー パス の 力 を うま く 組 み 合 わせ る こと で 、 シ スコ は 世 
界 中 の お 客 様 と コミ ュ ニ ティ を 支援 し て きま し た 。 そ し て 今年 は 、 重 要 な マ 
イル スト ー ン を 達成 し て いま す 。 2025 年 度 ま で に 10 億 の 人 々 に プラ ス の 
影響 を 与え る と いう 目標 を 2016 年 に 定め まし た が 、 今 回 、1 年 以上 前 倒し 
で この 目標 を 達成 し た こと を 報告 で き 、 と て も 誇り に 思っ て いま す 。 力 を 合 
わせ 、 世 界 の 8 分 の 1 以上 の 人 々 の た め に 実際 に 目 に 見 える 形 で 変化 を 
起こ し て きま し た 。 こ れ は まさ に 、 コミ ュ ニ ティ へ の 貢献 で 人 と パー パス が 
交わ れ ば 、 企 業 は 何 か を 達成 で きる と いう 証 で す 。 


人 が 世界 へ 出 て 社会 貢献 を し よう と いう と き に 、 そ の 機会 を 育み 、 サ ポー 
ト す る 文化 も 重要 で す 。 世界 各地 の 紛争 か ら 自然 災害 に 至る まで 、 そ の 影 
響 を 最も 受け る の は 通常 、 最 も 社会 か ら 取 り 残 され た コミ ュ ニ ティ で す 。 

2023 年 度 は シス コ の 従業 員 の 85% が 、 コ ミュ ニテ ィ に 貢献 し 、 自 分 が 
賛同 する 活動 を 後押し する た め に 行動 を 起こ し まし た 。 今後 も 何 か 危 機 が 
起き た 際 に は 、 シ スコ の 従業 員 は 苦し ん で いる 人 々 を 助け 、 人 生 を 変え る 
活動 を 支援 し て いき ます 。 こう し た 問題 は シス コ だ け で は 解決 で き な い た め 、 
「 パ ー パ ス の た め の パ ー ト ナー シッ プ 」 と いっ た イニ シア チ ブ を 通じ て お 客 


様 や パー トナ ー と 協力 し 、 シ スコ が も た ら す 影響 ( インパクト) を 拡大 で き 
る こと を 誇り に 思っ て いま す 。 


シス コ の イノ ベー ショ ン を 生か し て 、 お 客 様 が あら ゆる も の と 安全 に つ な 

が っ て どん な こと で も 実現 で きる よう 支援 し て いき ます 。 シス コ は また 、loT、 
Silicon One、 Power over Ethernet な ど 、 お 客 様 の エネ ルギー 消費 量 の 
削減 に 役立つ 製品 や ソリ ュー ショ ン を 活用 し て 、 サ ステ ナビ リティ (持続 可 
能 性 ) を 有意 義 に 推進 し て いま す 。 人 工 知能 (A) の よう な テク ノロ ジー 
の 実用 化 が 急速 に 進む 中 、 あ ら ゆ る 方 法 で 生活 と 体験 を 変え る テク ノロ 

ジー の 果て し な い 可 能 性 を シス コ は 見 出し 続け て いま す 。 ま た 、 お 客 様 や 
バー トナ ー と 共に 未来 を 形 づ く り 定 義 す る 際 に は 、 倫 理 的 に 、 ま た 責任 を 
持っ て テク ノロ ジー の 力 を 活用 する 必要 性 も 認識 し て いま す 。 


40 年 近く に わた り 、 シ スコ の テク ノロ ジー は つなが り の 中 核 で あり 続け て 
いま す 。 お客様 の 日 々 の 事業 活動 を 支援 し 、 世 界 各 地 で より 多く の 人 に よ 
り 多 く の 機会 を も た らし て きま し た 。 こ の よう に シス コ が これ まで 社会 に 及 
ぼ し て きた 影響 と 達成 し て きた マイ ルス トー ン を と て も 誇り に 思っ て いま す 
が 、 地 球 に 配慮 し 、 す べ て の 人 の た め に さら に イン クル ー シ ブ で 公正 な 未 
来 を つく る た め に で きる こと が も っ と ある こと も 認識 し て いま す 。 優れ た 事 
業 活動 と 社会 貢献 に か ける 情熱 は 絶対 に 共存 可能 で あり 、 共 存 す べ き で 
す 。 そ の こと を 証明 する た め に シス コ は 日 々 懸命 に 取り 組ん で いま す 。 そ う 
すれ ば 変化 が 起き 、 す べ て の 人 に と っ て より 良い 世界 の 実現 に 向かっ て 大 
き な 一 歩 を 踏み 出す こと が で きま す 。 
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シス コ は 世界 の 8 分 の 7 以上 の 人 々 
の た め に 変化 を 起こ し て きま し た 。 
コミ ュ ニ ティ へ の 貢献 で 人 と パー パス 
が 交わ れ ば 、 何 か を 達成 で きる と い 
う 証 で す 」 


すべ て の 


2 未来 内 今後 の 展望 


シグ 
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2023 年 度 に 示さ れ た パー パス の 力 


The Plan for Possible 11 億 人 


再生 可能 な 未来 を つなぐ た め の シ スコ の 環境 保全 戦略 = 系 SN 社会 貢献 の た め の シ スコ の 助成 金 と 独自 の プロ グラ ム に よっ 
ン の 3 て プラ ス の 影響 を 受け た 人 の 数 (2016 一 2023 年 度 )。 


検証 方 法 の 詳細 を ご 覧 くだ さい 。 


第 1 位 91% 4 億 6.100 万 


2015 年 以降 に 50 か 国 で 実 
施し て きた Country Digital 
Acceleration プロ ジェ クト の 


Fortune 誌 と Great Place 
to Work に よる 「 働 き が い の 
ある 会 社 」 ラ ン キ ング で 、 


数 (進行 中 の プロ ジェ クト と 
完了 し た プロ ジェ クト の 合計 ) 


16 か 国 で 第 1 位 に 選出 


コミ ュ ニ ティ 貢献 活動 に 
参加 し た 従業 員 の 割合 


ノエ ムー = 
中 2 位 
Gartner® 2023 Supply 


Chain Top 25 (ハイ テク 分 野 ) 
レポ ー ト で の ラン キン グ 


' Garfner は 、 Gartner, Inc. と その 関係 会 社 の 米国 お よび その 他 の 国 に お ける 登録 商標 お よび サー ビス マー ク で あり 、 許 可 を 得 て こ こ で 使用 し て いま す 。 す べ て の 権利 は 留保 され て いま す 。 Gartner 社 は 、 自 社 の 調査 刊行 物 に 掲載 され て いる 特定 の ベン ダー、 


電力 の うち 、 再生 可能 エネ 
ルギー 由来 電力 の 割合 


O 
7/3% 
アフ リカ 系 アメ リカ 人 / 黒人 
で ある こと を 自認 する 従業 員 
の 増加 し た 割合 (新入 社員 か 
ら 管理 職 レ ベル 、 2020 年 度 
基準 ) 


1.980 万 米 
ドル 


Cisco Foundation を 通じ て 
し た 金額 
累 語 


米ドル 


現金 お よび 現物 で 寄付 し た 金額 
(Cisco Networking Academy 

に 対す る 3 億 8,700 万 米ドル の 
現物 寄付 を 含む ) 


1997 年 以降 に Cisco 
Networking Academy で 学 
ん だ 人 の 数 (190 か 国 ) 


製品 、 サ ービス を 推奨 する も の で は な く 、 最 高 の 評 


価 を 得 た 、 ま た は 他 の 認定 を 受け た ベン ダー の み を 選択 する よう 技術 ユー ザー に 助言 する も の で も あり ませ ん 。 Gartner の 調査 刊行 物 の 内 容 は 、 Gartner の 調査 機関 の 見 解 に より 構成 され る も の で あり 、 事 実 の 表明 と は 解釈 され ませ ん 。 Gartner は 、 明 示 ま た は 黙示 を 問わ ず 、 商 品 性 また は 特定 の 目的 へ の 適 


合 性 を 含め 、 本 調査 に 関し て いか な る 保証 も いた し ませ ん 。 
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シブ 人 に 


4 イン クル 一 未来 すべ て の 今後 の 展望 


ESG へ の シス コ 
の 取り 組み ESG の 重点 分 


マ x 
いや へ 
シス コ の 報告 は ESG 重要 性 評価 ' に 基づい て お り 、 シ スコ は 世界 
的 に 認め られ た 枠組 み に 沿っ て 報告 行っ て いま す 。 ま た 、 国 連 の SN 
持続 可能 な 開発 目標 (UN SDGs) を 支持 し 、 人 々 と 地球 の 平和 と 環境 社会 人 バス 
繁栄 に 向け た 国連 の ビジ ョ ン を 共有 し て いま す 。 シ スコ は 2001 年 ーー ーー 
か ら UNGC に 参加 し て いま す 。 ステ ー ク ホル ダー の 参画 と ESG 気候 変動 と 温室 効果 ガス イン クル ー ジ ョ ン と 多様 性 コー ポレ ー ト ガバ ナン ス 
重要 性 評価 ' イニシアチブ を ベー ス に 定め た シス コ の ESG 戦略 と 1 A = tC 
優先 事項 は SDGs に 沿っ て お り 、SDGs を 支持 する も の で す 。 以 下 NM 人 I 
に 、 例 を いく つか 紹介 し ます 。 事業 廃棄 物 サプライ チェ ー ン に お ける 人 権 と ビジ ネス 倫理 
環境 の 再生 と 保護 用 人 抄 件 イノ ベー ショ ン と 責任 ある テク ノロ 
従業 員 が 心身 と も に 健康 で ある ジジ 
水 志 
従業 員 の 安全 衛生 と 労働 者 の 
SASB 権利 
STANDARDS 


デジ タル イン クル ー ジ ョ ン 


IFRS Foundation に 統合 


コミ ュ ニ ティ へ の 貢献 


Global Reporting サス テ ナ ビ リティ 会 計 基 準 審 人 間 に 不 可 欠 な ニー ズ と 災害 救援 
Initiative (GRI) 議会 (SASB) 8 
経済 力 向 上 
TASK FORCE on 
( FD EAT * こう し た ESG 重点 分 野 は 、 2023 年 度 の ESG 重要 性 評価 7 で 明らか に な っ た トピ ッ ク で あり 、 特 に 重要 性 の 高い トピ ッ ク は 太字 で 示し て いま す 。 
| DISCLOSURES 8 
気象 関連 財務 情報 開示 タス ク 詳細 に つい て は 、 シ スコ の ESG レポ ー ト ハブ を ご 覧 くだ さい 。 

フォ ー ス (TCFD) に 、 a SO 
シス コ の 戦略 主要 な 評価 と ラン キン グ 
ステ ー ク ホル ダー の 参画 と ESG の 重要 性 会 社 方 針 、 立 場 、 指 針 

SUSTAINABLE 
DEVELOPMENT 本 レポ ー ト や ESG の 重要 性 評価 プロ セス に 使用 され て いる 「ESG の 重要 性 」 は 、 証 券 取引 委員 会 (SEC) の 開示 義務 の コン テキ スト で 使用 され て いる 「 重 要 性 」 と は 異な り ます 。 
《( DP GSALS ESG レポ ー ト の 目的 お よび ESG 戦略 の 決定 の 目的 で 重要 と みな され る 問題 が 、 SEC レポ ー ト の 目的 で は 重要 と みな され な い 場 合 が あり ます 。 ま た 、 ESG レポ ー ト に 記載 され て いる 
a か ら と いっ て 、 そ の トピ ッ ク や 情報 が シス コ の ビジ ネス や 業績 に と っ て 重要 で ある と は 限り ませ ん 。 
CDP ( 旧 カ ー ボ ン ディ スク 国連 の 持続 可能 な 開発 目標 


ロー ジャ ー プロ ジェ クト ) (SDGs) 


私 た ち 
の カカ 


目標 と 進捗 状 : 


すべ て の 
人 に 


イジ クル 一 
シブ 未来 


シス コ で は 、 従 業 員 の 参画 、 環 境 へ の 影響 の 軽減 、「 す べ て の 人 に イン クル ー シ ブ な 未来 を 実現 する 」 と いう パー パス 推進 の 進捗 状況 を 、 毎 年 報告 し て いる 会 
社 の 数 値 目標 に 照ら し て 評価 し て いま す 。 2023 年 度 の 具体 的 な 目標 は 次 の と お り で す 。 


シス コ の 従業 貞 


2023 年 度 ま で に : 80% の 従業 員 が コミ ュ ニ ティ 貢献 活動 に 参加 す 
る (自分 が 強い 関心 を 持っ て いる 活動 へ の 賛同 、 ボ ラン ティ ア 活 動 、 
寄付 、 コ ミュ ニテ ィ に プラ ス の 影響 を 与え る プロ グラ ム へ の 参加 な 
ど 、 従 業 員 の 行動 を 測定 し て 評価 )。 


ー ラ 4 年 連続 で 80% 超 の 従業 員 が コミ ュ ニ ティ 貢献 活動 に 参加 

グロ ー バ ルコ ミュ ニテ ィ 

2025 年 度 ま で に : 社会 貢献 の た め の 助 成金 と 独自 の プロ グラ ム を 
通じ て 、10 億 人 に プラ ス の 影響 を 及ぼ す 。 

ー ラ 目標 達成 。 11 億 人 に プラ ス の 影響 (2016 一 2023 年 度 ) 
検証 方 法 の 詳細 を ご 覧 くだ さい 。 


2032 年 度 ま で に : Cisco Networking Academy を 通じ て 今後 
10 年 間 で さら に 2,500 万 人 に デジ タル スキ ル と サイ バー セキ ュ リ 
ティ スキ ル の トレ ー ニ ング を 提供 する 。 


ー ラ 2023 年 度 は 370 万 人 が トレ ー ニ ング を 受講 


注 : 年 度 で 記述 され て いる 目標 の 進捗 状況 は 、 特 に 断り の な い 限 り 、 い ずれ も 会 計 年 度 未 まで に 
測定 され た も の で す 。 


還 人 EEsS254 ク / シ ニン 

社会 正義 アク ショ ン の 詳細 を ご 覧 くだ さい 。 
2020 年 度 は 指標 の 基準 年 度 と し て お り 、 
2025 年 度 ま で に : 社会 正義 アク ショ ン 1、 コ ミュ ニテ ィ パー トナ ー 
シッ プ 、 立法 、 ア ド ボ カ シー 活動 を 支援 : 公平 と 正義 を 擁護 する ア 
フリ カ 系 アメ リカ 人 / 黒人 (AA/B) の 非 営利 団体 に 500 万 米ドル を 
寄付 する 。 


ー ラ 400 万 米ドル を 寄付 (2020 一 2023 年 度 ) 

2023 年 度 ま で に : 社会 正義 アク ショ ン 2、 従 業 員 の 多様 性 促進 : 
多様 性 の ある 人 材 バ イプ ライ ン を 拡大 する こと で 、 ア フリ カ 系 アメ リ 
力 人 / 黒人 で ある こと を 自認 する 従業 員 の 割合 を 増やす (新入 社員 


か ら 管 理 職 レ ベル の 従業 員 で 25% 増加 、 取 締 役 か ら バ イス プレ ジ 
デン ト 以 上 の 役職 で 75% 増加 )。 


目標 達成 。 

ー ラ 73% 増加 (新入 社員 か ら 管 理 職 レ し ベル の 従業 員 ) 

ー ラ > 103% 増加 (取締 役 ) 

ー ラ 240% 増加 (バイ スプ レジ デン ト 以 上 の 役職 ) 

2024 年 度 ま で に : 社会 正義 アク ショ ン 7、 サ プラ イヤ の 参画 : 多様 


性 の ある サプライ ヤ へ の 支出 を 倍増 する こと で 、 推 奨 サ プラ イヤ の 
95% か ら 多 様 性 の 指標 に 関す る 報告 を 受け る 。 


ー ラ 108% 多様 性 の ある サプライ ヤ へ の 支出 が 増加 (2020 一 2023 年 度 ) 
ー ラ 88% の 推奨 サプライ ヤ が 多様 性 に 関す る 指標 を 報告 (2023 年 度 ) 


前 年 上 比 は あり ませ ん 。 


今後 の 展望 


2023 年 度 パ ー パ スレ ポー ト | 6 


2025 年 度 ま で に : 社会 正義 アク ショ ン 8、 歴 史 的 黒人 大 学 (HBCU) 
へ の 投資 : HBCU の レガ シー と サス テ ナ ビ リティ を 維持 する た め に 

1 億 5,000 万 米ドル の 資金 を 提供 する 。 うち 5,000 万 米ドル は 科学 、 
技術 、 工 学 、 数 学 (STEM) 教育 に 、1 億 米ドル は テク ノロ ジー の 近代 
化 に 充当 する 。 


ーー 3,750 万 米ドル を STEM 教育 に 支出 

ー ラ 6,600 万 米ドル を テク ノロ ジー の アッ プ グ レー ド に 支出 

2025 年 度 ま で に : 社会 正義 アク ショ ン 10、 パ ー ト ナー エコ シス テム 

の 多様 性 促進 : シス コ の パー トナ ー エ コシ ステ ム の 多様 性 を 高め る こと 

に 5,000 万 米ドル を 投資 し 、 ア フリ カ 系 アメ リカ 人 / 黒人 が 所 有する 

テク ノロ ジー 企業 の 数 を 増やし 、 ア フリ カ 系 アメ リカ 人 / 黒人 が 所 有 す 

る バー トナ ー 組 織 の 財務 的 な 成長 を 促す 機会 を 拡大 する 。 

ー う アフ リカ 系 アメ リカ 人 / 黒人 が 所 有する 企業 が パー トナ ー エ コシ ステ ム で 
増加 

ー> 17 の アク セラ レー ショ ン パー トナ ー に 注力 

2025 年 度 ま で に : 社会 正義 アク ショ ン 11、 次 世代 の 技術 革新 へ の 投 

資 : 多様 性 の ある リー ダー が 率い る スタ ー ト アッ プ や ベン チャ ー フ ァ ン 

ド に 5,000 万 米ドル を 投資 する 。 

ー ラ BIPOC の 経営 者 、 ラ テン 系 経営 者 、 女 性 経営 者 が 率い る スタ ー ト アッ プ 
や ベン チャ ー フ ァ ン ド に 継続 的 に 投資 。 


目標 と 進捗 状況 誠 


気候 変動 と GHG 排出 
ネッ ト ゼ ロ 目 標 
2040 年 度 ま で に : スコ ー プ 1、 2、3 の 絶対 排出 量 を 90% 削減 し 


て GHG 排出 量 ネ ッ ト ゼ ロ を バリ ュー チェ ー ン 全体 で 達成 する 
(2019 年 度 基準 )。 ' 


ー ラ 以下 に 示す 短期 目標 で 進捗 状況 を 報告 し て いま す 。 


短期 目標 

2025 年 度 ま で に : スコ ー プ 1 と スコ ー プ 2 の 絶対 排出 量 を 
90% 削減 する (2019 年 度 基準 )。 ! 

ー 48% 削減 
2030 年 度 ま で に : 購入 し た 製品 と サー ビス 、 輸 送 お よび 配送 (上 
流 )、 販 売 し た 製品 の 使用 に よっ て 排出 され る スコ ー プ 3 の 絶対 
排出 量 を 30% 削減 する (2019 年 度 基準 )。 ““ 

ー ラ 14% 削減 (シス コ が 現在 使用 し て いる スコ ー プ 3 排出 量 の 計算 方 

法 に 基づく 。 今後 変更 され る 可能 性 あり ) * 


注 : 年 度 で 記述 され て いる 目標 の 進捗 状況 は ひ 、 い ずれ も 会 計 年 度 示 ま で に 測定 され た も の で す 。 
' 残り の 排出 量 は 大 気 中 か ら 同 量 を 除去 する こと で 中 和 し ます 。 
2 2030 年 度 の 目標 に 対し て 報告 され る 基準 値 や 進捗 状況 に は 、 製 造 、 


*2023 年 度 に 「 ス コー プ 3 カテ ゴリ 77 : 販売 し た 製品 の 使用 」 の 計算 方 法 を 温室 効果 ガス (GHG) プロ トコ ル に 合わ せ て 更新 し まし た 。 現在 の 方 法 の 詳細 と 、 以 前 の 方 法 を 使用 し て 追跡 し た デー タ と 


計算 方 法 の 詳解 を ご 覧 くだ さい 。 


き ) 


すべ て の 


に 


未来 


口 
製品 、 


循環 型 設計 、 梱包 


2025 年 度 ま で に : シス コ の 新 製品 と 梱包 の 100% に 循環 型 設計 


の 原則 を 導入 する 。 “* 

ー ラ 27% が 循環 型 設計 の 基準 に 適合 

2025 年 度 ま で に : シス コ 製 品 の 梱包 に 使用 し て いる フォ ー ム 材 を 
重量 基準 で 75% 削減 する (2019 年 度 基準 )。 * 

ー ラ 22% 削減 

2025 年 度 ま で に : 製品 の 梱包 効率 を 50% 高め る (2019 年 度 
基準 )。 ? 

ー ラ 昌 積 改善 率 65% を 達成 

2025 年 度 ま で に : シス コ 製 品 に 使用 され る プラ スチ ッ ク の 50% 
(重量 基準 ) を リサ イク ル 素 材 に する 。“* 

ー> 24% が リサ イク ル 素 材 
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サプライ ヤ の 気候 変動 対策 目標 


2025 年 度 ま で に : シス コ の 部 品 、 製 造 、 ロ ジス ティ クス サプライ 
ヤ の 80% (調達 額 の 割合 ) が GHG 絶対 排出 量 の 削減 目標 を 公式 
に 設定 する 。 “ 


ーー 92% が 目標 を 設定 

2025 年 度 ま で に : シス コ の 部 品 と 製造 の サプライ ヤ の 70% (調達 
額 の 割合 ) が 、1 つ 以上 の 拠点 で 廃棄 物 ゼロ 化 を 達成 する 。 ” 

> 60% (調達 額 の 割合 ) が 、 少 な く と も 1 つの 認定 施設 で 達成 


部 品 、 倉 庫 の サプライ ヤ か ら 購 入 し た 製品 と サー ビス 、 シ スコ が 購入 し た 航空 輸送 か ら の 輸送 お よび 配送 (上 流 )、 販 売 し た 製品 の 使用 が 含ま れ て いま す 。 


標 の 詳細 に つい て は 、 ESG レポ ー ト ハブ の 戦略 、 目 標 、 排 出 量 の デー タ 」 セ クシ ョ ン で 過去 の GHG の 


^ 進捗 状況 は 、 シ スコ が 毎年 販売 する 製品 の 数 と 種類 に 基づい て 、 前 年 比 で 変動 する も の と 想定 し て いま す 。 2023 年 度 は 、 製 品 の 売上 が 伸び て GHG 排出 量 が 増え た た め 、 進 捗 状況 は 2022 年 度 か ら 後退 し て いま す 。 
この 目標 の 範囲 は 、 ハ ー ド ウェ ア 製 品 と その 梱包 に 限定 され ます 。 対 象 外 : 単体 の 部 品 (シャ ー シ 、 AS/C、 光 学 モ ジュ ー ル な ど )、 単 体 の 基本 的 な 製品 アク セ サ リ (電源 ケー ブル や ブラ ケッ ト な ど )、 相 手先 プラ ンド 製造 会 社 (OEM) の 製品 (シス コ が 設計 を 所 有 し て いな い 場 合 )、 統 合 さ れ て いな い 買 収 先 の 


製品 と 梱包 。 75% 以上 の スコ ア を 達成 し た 製品 と 梱包 の 設計 は 、 目 標 に カウ ント され ます 。 


測定 精度 を 高め る た め に 、 2023 年 度 に この 目標 の 方 法 を 変更 し 、 サ プラ イヤ か ら 購 入 し た フォ ー ム 材 の 合計 で は な く 、 出 荷 する 製品 の 梱包 に 使用 され て いる フォ ー ム 材 を 計算 する よう に し まし た 。 変更 後 の 方 法 で 基準 年 (2079 年 度 ) の フォ ー ム 材 使用 量 を 再 計算 し 、 そ の 使用 量 に 対し て 2023 年 度 の 進捗 


状況 を 評価 し て いま す 。 


” 梱包 効率 は 、 容 積 重量 を 使用 し て 製品 サイ ズ を 梱包 と 比較 する こと で 測定 し て いま す 。 容積 重量 は 、 容 積 と 標準 寸法 係数 を 使用 し て 計算 し た 梱包 重量 で す 。 こ の 方 法 で は 、 正 規 化し た 容積 重量 の 基準 値 と 本 年 度 の 差 に 基づい て 梱包 効率 の 指標 が 算出 され ます 。 2023 年 度 に 、 精 度 が 高まる よう に 計算 方 法 


を 更新 し まし た 。 シス コ は 、 2025 年 度 まで 毎年 この 目標 の 進捗 状況 を 報告 し て いき ます 。 こ の 
| 避 ⑫) 
? サ プラ イヤ は 、 目 標 期間 中 の GHG 絶対 排出 量 削減 目標 また は 


標 は 、 再 設計 する 必要 が ある 大 量 梱包 に 適用 され ます 。 


標 期間 中 に 絶対 排出 量 の 削減 が 実現 する 原 単 位 削減 
動 す る 可能 性 の ある シス コ の サプライ チェ ー ン 支出 を 用 いて 数 値 化 さ れ ま す 。 シ スコ は 、 サ プラ イヤ が 自社 の GHG 絶対 排出 量 削減 


標 が 適用 され な い プ ラス チッ ク も あり ます 。 汎 用 部 品 (プラ スチ ッ ク 製 の ネジ 、 フ ァ ン 、 ケ ー ブ ル な ど ) や 、 相 手先 プラ ンド 設計 製造 業者 が 設計 、 製 造 し た 製品 に 含ま れ て いる プラ スチ ッ ク で す 。 
標 を 設定 する こと が 求め られ て いま す 。 シ スコ は サプライ ヤ に 対し て 、 承 認 さ れ た 科学 的 根拠 の ある 方 法論 に 沿っ て 目標 を 設定 する こと を 推奨 し て いま す 。 こ の 目標 の 進捗 状況 は 、 毎 年 変 
標 を 設定 する こと に 協力 し 、 2025 年 度 まで 毎年 この 目標 の 進捗 状況 を 報告 し て いき ます 。 


” 認定 プロ トコ ル に お ける 現在 の 標準 的 な 定義 に よる と 、「 廃 棄 物 ゼロ 」 化 と は 、 無 害 な 固形 廃棄 物 に つい て 、 全 体 の 90% 以上 を 、 埋 め 立て 、 焼 却 (廃棄 物 発 電 )、 お よび 環境 か ら 転 換 す る こと と され て いま す 。 転換 方 法 に は 削減 、 再 利用 、 リ サイ クル 、 堆 肥 化 処理 な ど が あり ます 。 
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10 億 人 の 


生活 に プラ ス 
の 早 : 紅 


が ン 還 当 


イン クル ー 
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は じ め に 


私 た ち 
の カカ 


10 


里 ン 角 5 
計 2 ノ 臣 


意 人 の 生活 に プラ ス の 


すべ て の 人 に と っ て より 良い 世界 を つく る た め に 本 気 で 取り 組 
め ば 、 どれ だ け の 人 の 生活 に 変化 を 起こ せる だ ろう か 。 


2015 年 に 、 新 し く CEO に 就任 し た Chuck Robbins か ら 
こう 質問 され まし た 。 そ れ に 応え る 形 で 、 思 い 切 っ て 取り 組 
むこ と に し まし た 。 力 強い コミ ッ ト メ ント を すれ ば 、 大 き な 
変化 を 起こ せる か ら で す 。 


そこ で 、 2025 年 まで に 10 億 人 に プラ ス の 影響 を 与え る と い 
っ 意 欲 的 な 目標 を 立て まし た 。 


今年 、 そ の 目標 を 1 年 以上 前 倒し で 達成 し た どこ ろか 、 そ 
れ を 上 回 る 結果 と な っ て いま す 。 


シス コ は 、11 億 人 の 生活 に プラ ス の 影響 を 与え て いま す 。 


シス コ は 、 世 界 の 約 8 分 の 1 の 人 々 に プラ ス の 影響 を 与え 
て いま す 。 


この 驚く べき マイ ルス トー ン は 、 シ スコ の リー ダー お よび 従 
業 員 の 情熱 と 献身 的 な 取り 組み 、 世 界 中 の 非 営利 団体 パー 
トナ ー の 並外れ た 働き 、 Cisco Foundation お よび Cisco 
Networking Academy の リー ダー シッ プ に よっ て 実現 し ま 
し た 。 


人 を 取り 組み の 中 心 に 据え て 、 危 機 対応 、 学 習 能力 と デジ 
タル スキ ル の 開発 、 経 済 力 向 上 に 焦点 を 当て まし た 。 目標 
が これ だ け 大 きい と 、 支 援 が 必要 に な っ て きま す 。 相互 に 結 
び 付 き が 強まり 、 技 術 が 主導 する この 世界 で 特に 大 き な 課 
題 を 解決 する た め に は 、 パ ー ト ナー シッ プ で 構成 され る エコ 


シス テム を 拡大 し な けれ ば な り ま せん 。 そ こ で 、 社 会 貢献 ソー シャ 
ルイ ン パ クト ) の た め の 助 成金 と Cisco Networking Academy 
を 通じ て 革新 的 な グロ ー バ ルパート ナー に 投資 し まし た 。 


こう し た 目標 の 実現 に 向け て 、 立 場 が 弱く 十分 な サー ビス を 受け 

られ な い 世 界 各 地 の コ ミュ ニテ ィ が 直面 する 重要 な 課題 に 対処 す 
る ソリ ュー ショ ン を テク ノロ ジー ベー ス で 開発 し 、 そ の 後 、 規 模 に 
合わ せ て ソリ ュー ショ ン を 調整 で きる 有望 な 非 営利 団体 を 探し ま 

し た 。 地 方 自治 体 や 中 央 政府 と 協力 し て 経済 を 拡大 する と と も に 、 
さま ざま な 非 営 利 団体 と 協力 し て 未来 の 労働 力 を 育成 し 、 デ ジ タ 
ルイ ンク ルー ジョ ン の 実現 と いう 約束 を 果たし まし た 。 


シス コ は 今 、 未 来 を 見 据え て いま す 。 


現在 、 次 に どの よう な 目標 を 設定 する か 検討 し て いる と ころ で 、 

念頭 に ある の は シス コ の パー パス の 未来 と それ が 世界 に も た らし 
て いる 影響 で す 。 コミ ュ ニ ティ が 直面 する 複雑 に 絡み 合っ た 課題 
の ほか 、 シス コ の 学び 、 強み 、 テク ノロ ジー を どの よう に 生か せ ば 、 


イン パク ト (プラ ス の 影響 ) を 拡大 し 、 コ ミュ ニテ ィ の 回 復 力 を { 


築 で きる か を じっくり と 検討 し て いま す 。 


パー トナ ー を 味方 に 付け る こと で シス コ の 強み は さら に 増し ます 。 
力 を 合わ せれ ば 、 す べ て の 人 が 豊か に な る 世界 を つく り 上 げ る こ 
と が で きま す 。 今後 と も 、 す べ て の 人 に イン クル ー シ ブ な 未来 を 
実現 する 取り 組み に 参加 し て いた だ けれ ば 幸い で す 。 


10 億 人 達成 に 向け た 計画 


10 億 人 に 到達 する に は 何 が 必要 で し ょ うか ? この 素晴らし い マ イル スト ー ン を 祝 し て 、 こ 
こ で は 10 億 人 達成 の 過程 で 学ん だ こと を 紹介 し ます 。 シ スコ が 唱え る 原則 を あら ゆる 規模 
の 組織 に 適用 すれ ば 、 ソ ー シ ャ ルイ ン パ クト を 高め られ る と 信じ て いま す 。 


「 な ぜ 」 か ら 始 め る 

まず は 「 な ぜ 」 を 定義 むす る こと か ら 始 め ま す 。 
企業 に よっ て 定義 は 若干 異な る で し ょ う が 、 そ 
れ は 良い こと で す 。 専門 分 野 の 製品 や サー ビス 
と 、 従 業 員 に と っ て 情熱 と な る バー パス の 領域 
に 「 な ぜ 」 を 根付 か せる 必要 が あり ます 。 


想定 され る イン パク ト を 明確 に 定義 
する 


イン パク ト を 定義 する 方 法 は た くさ ん あり ます 。 
その た め 、 イ ン パ クト と は どの よう な も の で 、 
どの よう に 測定 すれ ば よい か を 明確 に する 必要 
が あり ます 。 


厳密 な 追跡 方 法 を 構築 する 
イン パク ト の 追跡 と 検証 は 複雑 で す が 重 要 な プ 


ロ セ ス で あり 、 情 報 を 包み 隠さ ず 正確 に 報告 す 
る た め に は 欠か せま せん 。 


可能 性 へ の 投資 


実績 の ある ソリ ュー ショ ン に 投資 すれ ば 当面 の 
ニー ズ に 対応 で きま す が 、 新 し く 革 新 的 な ソ 
リュ ーション を 特定 し て 投資 すれ ば 徐々 に イン パ 
クト を 高め て いく こと が で きま す 。 
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コミ ュ ニ ティ の 地位 向上 


の [ OA 


あら ゆる 種類 の 組織 で 戦略 と テク ノロ ジー が 密接 に 絡み 合う よう に な っ た だ け で な く 、 シス コ は 、 Cisco Networking Academy を 通じ て 、 こ の スキ ル ギ ャ ッ プ に 対処 し 、 
個人 、 学 校 、 職 場 で の 生活 に テク ノロ ジー が 影響 を 与え る る こと が 多く な っ て いま す 。 デ スキ ル の 危機 を 未然 に 防ぐ 取り 組み を 進め て いま す 。 CNA は IT スキ ル を 仕事 に 活 
ジタル アク セス は 、 一 部 の 人 の 特権 で は な く 、 すべ て の 人 に と っ て 必要 不可 欠 な も の に か す プ ログ ラム と し て 世界 で 長く 利用 され て お り 、 開 始 以 来 190 か 国 、11,700 の 学 
な っ て いま す 。 術 機関 、 27 の 言語 で 2,050 万 人 以上 の 学習 者 を トレ ー ニ ング し て きま し た 。 また 、 


シス コ は 未来 を 見 据え て いま す 。 2022 年 10 月 初め 、 シ スコ は 今後 10 年 間 で さら 
し か し 、 私 た ちと 私 た ち 全 員 が 参加 で きる 未来 と の 間 に は 何 か が 立ち は だ か っ て いま す 。 に 世界 各国 の 学習 者 2.500 万 人 に デジ タル スキ ル と サイ バー セキ ュ リ ティ スキ ル の ト 


人 と つなが り 、 参 加 す る た め の ス キル を 習得 で きる 人 と そう で な い 人 と の 間 に は 、 デ ジ レー ニン グ を 提供 する と いう 新しい 目標 を 発表 し まし た 。 

タル デバ イド (情報 格差 ) が 存在 し ます 。 この ギャ ッ プ が ある た め に 、 私 た ちの 社会 や 

デジ タル 化 が 進む グロ ー バ ル な 経済 に 参加 で きる 人 や コミ ュ ニ ティ は 限ら れ て いま す 。 現在 の 課題 に 対処 し て いる と 、 信じ られ な いよ うな 機会 に 出会い ます 。 スキ ル ギ ャ ッ 
また 、 新 し い テ クノ ロジ ー が 増え た こと で 、 そ の ギャ ッ プ が 大 きく な っ て いま す 。 プ を 埋め る と 、 世 界 中 の 企業 や 社会 に 利益 を も た ら す だ け で な く 、 女 性 、 民 族 的 マ 


ー ー ー イノ リティ 、 障 が い 者 な ど 経 済 的 不平 等 に よっ て 大 き な 影 響 を 受け て いる 多く の 人 々 
こう し た デジ タル デバ イド を 解消 で きれ ば 、 個 人 の 暮らし に も グロ ー バ ル 経 済 に も 変革 に 機会 の 扉 を 開く こと に も な り ま す 。 また 、 驚 く ほ どの 経済 的 利益 も 期待 で きま す 。 
の イン パクト が も た ら さ れ ま す 。 PwC に よる と 、 イ ンタ ーネット で グロ ー バ ル な イン ク WEF の 調査 に よる と 、 教 育 と スキ ル ア ッ プ が 加速 度 的 に 進め ば 、2030 年 まで に 世 
ルー ジョ ン が 進め ば 、 世 界 人 口 の 7% が 絶対 貧困 レベ ル を 超え 、 世 界 の 経済 生産 高 界 の 国内 総 生産 (GDP) が 8 兆 3.000 億 米ドル 増え る と の こと で す 。 

が 6 兆 000 億 米ドル 増え る と の こと で す 。 


組織 が 単独 で デジ タル デバ イド を 解消 する こと は で きま せん 。 民 間 部 門 、 政 府 、 教 


シス コ は 、 つ な が り を 基盤 と する 企業 と し て 、 ま だ つなが っ て いな いも の を つなぐ うえ 育 機関 、 非 営利 団体 、 コ ミュ ニテ ィ が 、 未 来 を 見 据え て これ まで に な いや り 方 で 連 
で どの よう な 役割 を 果たす べき か わか っ て いま す 。 世界 各地 の コミ ュ ニ ティ で アク セス 携 し て いく 必要 が あり ます 。 テ クノ ロジ ー の 変化 の ペー ス は 加速 する 一 方 で す 。 変 化 
範囲 が 広がっ て つなが り を 生か せる よう 、 シ スコ は Country Digital Acceleration に 対応 する に は 、 コ ラボ レー ショ ン の 速度 を 上 げ る 必要 が あり ます 。 


(CDA) プロ グラ ム を 通じ て 共同 投資 と 共同 イノ ベー ショ ン を 進め て いま す 。 CDA は 政 
府 の リー ダー と 協力 し て 、 国 や コミ ュ ニ ティ が デジ タル 化 の 目標 を 達成 し し オンライン 「 知 識 は 力 な り 」 と は よく 言わ れ ま す 。 第 4 次 産業 革命 に 入っ た 今 ほ ど 、 こ の 言葉 


アク セス を 拡大 し 、 よ り 多 く の 人 々 が 教育 、 医 療 、 仕 事 な お どの デジ タル リソー ス に アク が 身 に 汐 み る こと は あり ませ ん 。 未 来 を 見 据え れ ば 、 デ ジタル アク セス と デジ タル ス 
セス で きる よう に 支援 し て いま す 。 キル が 社会 や 経済 に 参加 する た め の 基 礎 と な る で し ょ う 。 た だ 待っ て いる わけ に も 、 

誰か を 置き 去り に する わけ に も いき ませ ん 。 すべて の 人 の た め に 、 デ ジタル デバ イド 
生成 人 工 知能 (生成 Al) が 登場 し 、 サイ バー セキ ュ リ ティ の 益 威 が 進化 し 続け る 中 、 を 解消 し 、 機 会 を 開く < こと が で きま す 。 


働く 人 全員 が デジ タル スキ ル の 学び と 学び 直し の 機会 を 必要 と し て いま す 。 世界 経済 
フォ ー ラ ム (WEF) の 推定 で は 、 世 界 の 労働 力 の 半数 が 今後 2 年 間 で 学び 直し を 必要 
今後 10 年 の うち に テク ノロ ジー に よっ て 11 億 件 の 仕事 の あり 方 が 変わ る と さ 
れ て いま す 。 同じ く WEF の 推定 で は 、 現 在 の グロ ー バ ル 経 済 を 支え る た め に 300 万 
人 の サイ バー セキ ュ リ ティ 専門 家 が 必要 に な る と され て いま す 。 


は じ め に 


私 た ち 
の 力 シブ 


私 た ちの 力 と 可能 性 


気候 危機 へ の 取り 組み 


イン クル ー 


未来 NM 今後 の 展望 


気候 変動 が 顕在 化し 、 そ の 影響 は 痛い ほど 明らか で す 。 この 10 年 ほど は 記録 的 な 猛暑 が 続き 、 暴 風雨 は ます ます 強まり 、 壊 滅 的 な 火災 が 日 常 的 に 発生 し て い 


ます 。 
私 た ち は 今 重要 な 瞬間 に 立ち 会 っ て いま す が 、 思 い 切 っ た 戦略 的 な 行動 を 協調 し て 取る こと で 、 
気候 変動 の 最悪 の 結果 を 免れ 、 す べ て の 人 に イン クル ー シ ブ な 未来 を 実現 する 機会 を 確保 で き 
ます 。 


民間 部 門 を 含め 、 あ ら ゆ る 部 門 が 気候 危機 に 対処 する 責任 を 負っ て いま す 。 ま ず 、 戦略 的 な アプ 
ロー チ で 自社 の 事業 と バリ ュー チェ ー ン の 脱 炭 素 化 を 図り 、 科 学 的 根拠 に 基づい た 計画 、 目 標 、 
コミ ッ ト メ ント を 推進 する 必要 が あり ます 。 シ スコ は 今年 度 、 新 し い 環 境 保 全 戦略 The Plan for 
Possible を 発表 し まし た 。 ク リー ン エ ネル ギー へ の 移行 の 加速 、 循 環 型 変革 、 回 復 力 の ある エ 


また 、 ネッ ト ゼ ロ の 世界 を 構築 する に は 、 す べ て の コミ ュ ニ ティ が より 多く の 再生 可能 エネ ルギー 
を 利用 で きる よう に する 必要 が あり ます 。 革新 的 な テク ノロ ジー が 登場 し て 、 風 力 、 太陽 光 、 水力 、 
地熱 エネ ルギー の 発電 コス ト を 抑え 、 こ れ ま で に な く 豊 富 な エネ ルギー を 利用 で きる よう に な り 
まし た 。 し か し 、 再 生 可 能 エ ネル ギー を 既存 の 送電 網 (グリ ッ ド ) に 接続 する こと が 課題 と な っ 
て いま す 。 送 電網 を 「 よ り ス マー ト 」 に し 、 エ ネル ギー 需要 を 効率 よく モニ タリ ング し て うま く バ 
ラン ス を 取り 、 再 生 可能 エネ ルギー 源 に すばやく 接続 する に は 、 デ ジタル イン フラ か が 必要 で す 。 

デジ タル グリ ッ ド を 導入 すれ ば 、 停 電 や 送電 の 一 時 停止 を 減ら す と と も に 、 ク リー ン エ ネル ギー 
へ の 移行 を 促進 で きま す 。 


世界 の 送電 網 を 新しく し て デジ タル 化す る に は 、 大 規模 な 投資 が 必要 で す 。 BloombergqNEF の 
調査 に よる と 、 世 界 的 に ネッ ト ゼ ロ へ と 導く た め に は 送電 網 の 改修 が 必要 で あり 、 そ の た め に か 
か る コス ト は 2050 年 まで に 約 21 兆 米ドル に 達する と の こと で す 。 欧州 の グリ ー ン ディ ー ル や 
米国 の 気候 レジ リエ ンス フレ ー ム ワー ク と いっ た 政府 の イニ シア チ ブ に より 、 ネ ッ ト ゼ ロ と いう 目 
標 に 向け て 重点 分 野 へ の 集中 、 資金 の 調達 、 対策 が 進め られ て いま す 。 し か し 、 世界 的 に 見 る と 、 
多く の コミ ュ ニ ティ で 投資 が 公正 で は な く 、 勢 いも 感じ られ ませ ん 。 


民間 部 門 で は 気候 危機 に 対処 する た め の 重 要 な 取り 組み が すでに 始ま っ て お り 、 そ の 勢い か ら 
変革 を も た ら す 素晴らし い 機 会 が 生ま れ て いま す 。 し か し 、 私 た ち 民 間 部 門 に は 、 低 コス ト の 

再生 可能 エネ ルギー の 利用 を 促進 する た め に さら に 多く の こと が で きま す 。 チ ェ ッ クリ スト を 付 
ける よう な 環境 目標 へ の アプ ロー チ を や め る 企業 が 増え れ ば 、 企 業 や コミ ュ ニ ティ が 成功 する 

た め の 機 会 を 新た に 創出 する こと も で きま す 。 パ ー ト ナー シッ プ の エコ シス テム を 構築 し て イン パ 
クト を 拡大 する た め に は 、 民 間 部 門 が 一 致 協力 し て 学び を 共有 し 、 ベ スト プラ クティ ス を 策定 す 
る 必要 が あり ます 。 私 た ちの 取り 組み を 連携 させ る こと で 、 変 革 を 促進 で きま す 。 


また 、 投 資 に 対す る 新しい アプ ロー チ も 必要 で す 。 民間 部 門 は 、 よ り 戦 略 的 な アプ ロー チ に より 、 
気候 と 経済 の 回 復 力 を 構築 し に 、 デ ジタル で 持続 可能 な 変革 を 推進 し て 、 弱 い 立場 に ある 国 や コ 
ミュ ニテ ィ が 将来 成功 で きる よう に 支援 で きま す 。 この よう に 転換 で きれ ば 、 経 済 的 な 機会 の 
創出 に も つなが り ま す 。 国 際 再 生 可能 エネ ルギー 機関 (IRENA) に よる と 、 再生 可能 エネ ルギー 
分 野 で の 雇用 は 世界 全体 で 2030 年 に は 3,.800 万 人 以上 に 達する 見 込み で す 。 シ スコ は 、 
CDA プロ グラ ム を 通じ て 、 思 い 切 っ た アプ ロー チ で 共同 投資 と 共同 イノ ベー ショ ン を 実施 し て 
いま す 。 そ の 一 例 が イタ リア 最大 の 電力 会 社 Enel Group と の パー トナ ー シ ッ プ で す 。 同社 と 共 
に 、 イ タリ ア 全 土 で 低 炭 素 グ リッ ド へ の 移行 を 迅速 に 進め て いま す 。 この 移行 作業 は 進行 中 で 
あり 、 規 模 の 拡大 に 合わ せ て キャ パシ ティ を 調整 で きま す 。 この ほか 、 Mercy Corps と の パー 
トナ ー シ ッ プ を 拡大 する こと で 、「 ア フリ カ の 角 」 で 気 師 へ の 適応 と 回 復 力 を 促進 する 新た な 方 
法 と 、 気 候 変動 と 人 道 危機 と の 関連 性 に も 焦点 を 当て て いま す 。 


民間 部 門 に は 、 新 た な 方 法 で 世界 的 な 気候 危機 に 対処 する 能力 と 可能 性 が あり ます 。 こう し た 
状況 に うま く 対 応 で きれ ば 、 ビ ジネス の た め に な り 、 そ れ が 世界 の た め に も な り ま す 。 
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は じ め に 


ネッ トワ ー ク 接続 の 拡大 、 コン ピュ ー テ ィング 能力 の 向上 、 膨 

大 な デー タ 量 、 常 に 変化 する 世界 の 状況 が 、 デ ジタル 世界 と の 
関わ り 方 に 大 き な 影響 を 与え て いま す 。 生成 Al な どの 新しい テ 
クノ ロジ ー に は 、 新 た な 機会 だ け で な く 新 た な リス ク も 伴い ます 。 
シス コ は 、 人 と 企業 を 安全 に つない で 保護 し 、 サ プラ イチ ェ ー 
ン で 働く 人 々 を サポ ー ト する 取り 組み を 進め て いま す が 、 その 

際 に 心 を 配っ た 体系 的 な アプ ロー チ を 取っ て いま す 。 ソ リュ ー 

ショ ン を 設計 、 構 築 す る 際 に は 、 セ キュ リティ 、 プ ライ バシ ー、 

人 権 を 念頭 に 置い こい ます 。 パー トナ ー や お 客 様 と その ユー ザー 
は 、 コネ ク テ ッ ド テ クノ ロジ ー の 能力 を 活用 し て 、 生 活 の 質 を 

高め 、 ビ ジネス 目標 を 達成 し 、 潜 在 能力 を 発揮 で きま す 。 


今後 の 展望 
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は じ め に 


イン クル ーー 未来 MV 


シブ 


セキ ュ リ ティ 、 プラ イバシー、 


言 頼 性 


新た な 規制 の 導入 と テク ノロ ジー の 急速 な 進化 に より 、 サ イ 
バー セキ ュ リ ティ を 取り 巻く 状況 は 絶え ず 変 化し て いま す 。 
こう し た 変化 が 起き て いる 中 で も 、 変 わら な いも の が 1 つ あ り ま す 。 お 預 
か り し た デー タ と お 客 様 に 提供 する ソリ ュー ショ ン に 関し て 信用 性 、 透明 性 、 
公平 性 、 説 明 責任 、 回 復 力 を 確保 する と いう シス コ の 取り 組み で す 。 


信用 を 獲得 し て 維持 する の は 困難 で す が 、 失 う の は 簡単 で す 。 シス コ は 、 
お 客 様 や ステ ー ク ホル ダー と の 信頼 を 構築 する に あたっ て 、 新 た な 脅威 が 
あれ ば 最新 の 情報 を 共有 する 、 シ スコ の 製品 と ソリ ュー ショ ン に セキ ュ リ 
ティ と プラ イバシー の 制御 を 組み 込ん だ セキ ュ ア な 開発 ライ フサ イク ルプ ロ 
セス を 遵守 する 、 サ イ バ ー セ キュ リティ と プラ イバシー に 関す る グロ ー バ ル 
な 法規 制 を 遵守 する 、 Al な どの テク ノロ ジー の 責任 ある 使用 を 推進 する と 
いっ た 措置 を 講じ て いま す 。 シ スコ で は 、 専 門 家 チー ム が こう し た 分 野 に 取 
り 組 ん で いま す 。 すべ て の 従業 員 が 継続 的 に セキ ュ リ ティ と プラ イバシー へ 
の 意識 を 高め 、 教 育 と トレ ー ニ ング を 受け る こと で 、 常 に 警戒 を 怠ら ず 、 セ 
キュ リティ と プラ イバシー に 対す る 強固 な 態勢 を 維持 し て いま す 。 


世界 中 の 企業 や 組織 に テク ノロ ジー ソリ ュー ショ ン を 提供 する シス コ は 、 お 
客 様 と 同様 の セキ ュ リ ティ と プラ イバシー の 課題 に 直面 し て いま す 。 シス コ 
は 、 社 内 で 開発 し た 最 先端 の プラ クティ ス を お 客 様 や 他社 と 共有 し て 、 そ 
れ ぞ れ が 独自 の プラ イバシー と セキ ュ リ ティ を 強化 で きる よう 支援 し て いま 
す 。 これ に より 、 お 客 様 や 他社 は 安全 で プラ イバシー を 意識 し た ソリ ュー ショ 
ン を 自信 を 持っ て 自社 の 顧客 に 提供 で きま す 。 


つなが る こと で 、 守ら れる 

ルー タ や スイ ッ チ な どの レガ シー ハー ドウ ェ ア を ネッ トワ ー ク の 脆弱 な 部 分 と は 考 
えて いな い ネ ットワーク 管理 者 が 少な く あ り ま せん 。 何 年 も 前 に 設計 、 構 築 、 展 
開 さ れ た シス テム で は 、 今日 の 高度 で 巧妙 な サイ バー 攻撃 を 未然 に 防ぐ こと は で 
きま せん 。 実 際 に 、 高 度 で 複雑 な 攻撃 が あちこち で 見 られ る よう に な り ま し た 。 
IT や ネッ トワ ー キ ング の 専門 家 に 対す る 需要 の 増加 に 伴い 、 サ ービス や 生産 が 
終了 し た 機器 の 交換 が 課題 と な る 場合 が あり ます 。 また 、 重 要 な セキ ュ リ ティ 
更新 プロ グラ ム や パッ チ の 適用 に お 客 様 自身 で 優先 順位 を 付け る こと が 難し い 
場合 も あり ます 。 


シス コ は 、 展 開 済 み の ネ ットワーク イン フラ を 更新 し て 維持 する こと の 重要 性 を 
長年 に わた っ て 警告 し て きま し た 。 2023 年 に に シス コ は テク ノロ ジー プロ バイ 
ダー、 セ キュ リティ 専門 家 、 ネ ットワーク 事業 者 と 協力 し て Network 
Resilience Coalition を 立ち 上 げ ま し た 。 さまざま な 観点 か ら こ の 問題 へ の 意 
識 を 高め る こと 、 問 題 が 本 当 は どの 範囲 に どの よう な 規模 で 存在 する か を 理解 
する こと 、 ネ ットワーク セキ ュ リ ティ を 改善 する た め の 推 奨 事項 を 提供 し 、 そ れ 
に 応じ て フレ ー ム ワー ク を 調整 する こと が 目的 で す 。 こ れ は 、 シ スコ の よう な ネッ 
トワ ー キ ング テク ノロ ジー の ベン ダー と 、 限 られ た リソー ス で 複雑 な ネッ トワ ー 
キン グ シ ステ ム を 管理 する お 客 様 と の ギャ ッ プ を 埋め る の に 効果 的 で す 。 一 致 
協力 し て 、 リ スク を 管理 し 、 重 要 な ネッ トワ ー キ ング 機器 を その 寿命 の ある 限り 
安全 に 運用 する た め に は どう すれ ば よい か を 的 確 に 計画 で きま す 。 
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イン クル ーー 未来 すべ て の 


シブ 人 に 


ソフ トウ ェ ア 開 発 に お ける 稀 明 性 
の 確保 


シス コ は 、 ネ ットワーク 全体 で 透明 性 、 セ キュ リティ 、 プラ イバシー を 強 
化す る 取り 組み を 進め て いま す 。 また 、 ソ フト ウェ ア の 透明 性 に 対す る お 
客 様 の ニー ズ に 対応 で きる よう 取り 組ん で いま す 。 た と えば 国家 の サイ バー 
セキ ュ リ ティ の 改善 に 関す る 米国 大 統領 令 や 欧州 連合 の サイ バー レジ リエ 
ンス 法 (草案 ) に 基づく 要件 な ど で す 。 


Cisco Trust Portal で は 、 シ スコ の セキ ュ リ ティ 、 信頼 性 、 プ ライ バシ ー 
コン プラ イア ンス の ドキ ュ メ ント に オン デマ ンド で アク セス で きま す 。 ま た 、 
シス コ の プラ イバシー バイ デザ イン の アプ ロー チ は 、 個 人 デー タ の 責任 あ 
る 使用 を 反映 し た も の と な っ て いま す 。 これ は 、2023 デー タ プラ イバシー 
ベン チマ ー ク 調査 に 示す よう に 、 引 き 続 き シ スコ の お 客 様 に と っ て 重要 な 
考え で す 。 


次 世代 の セキ ュ リ ティ 専門 家 の 
Ri の 


シス コ は 、Cisco Networking Academy な どの プロ グラ ム を 通じ て テク ノ 
ロジ ー ス キル の 向上 を 図っ て いま す 。 2022 年 に は 、 米 国 ホ フイ ト ハ ウス と 

連携 し て 、 教 育 と トレ ー ニ ング を 通じ て 米国 の サイ バー ワー ク フ ォ ー ス の 拡 
大 と 強化 に 取り 組み まし た 。 ま た 、 米 国労 働 省 は デジ タル と サイ バー セキ ュ 


り 、 公 的 機関 と 民間 企業 が 、 即 戦力 と な る 多様 性 の ある 実習 生 を 確保 で 
きる よう に な り ま し た 。 


シス コ の 脅威 イン テリ ジェ ンス 部 門 Talos は 、 イ ンタ ー ン グル ー プ を 受け 
入れ 、Cisco Crisis Response と 提携 し て 非 政府 組織 に セキ ュ リ ティ と プ 
ライ バシ ー の 基礎 に つい て トレ ー ニ ング を 実施 し まし た 。 
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紛争 地帯 で の 安定 し た 
電力 供給 


ロシア の ウクライナ 侵攻 が 始ま っ た の は 

2 年 ほど 前 で す が 、 ウ クラ イナ に 対す る サ 
イ バ ー 攻 撃 は ずっ と 前 か ら 始ま っ て お り 、 
今 で も 重要 な 戦線 と な っ て いま す 。 Cisco 
Talos は 、 ウ クラ イナ の 政府 機関 と その 
重要 イン フラ に サイ バー セキ ュ リ ティ ソ 
リュ ーション を 提供 し て お り 、 先 ご ろ 保護 
の 範囲 を ウクライナ 国内 の 45,000 箇所 の 
エン ド ポ イン ト に まで 拡張 し まし た 。 


2023 年 に は も う 1 つ 、 サ イ バ ー 分 野 の 枠 を 超え 
て ウクライナ を 支援 する 手段 を 見 出し まし た 。 重要 イ 
ン フ ラ が ロシア に 攻撃 され て も 、 エ ネル ギー 部 門 が 引き 
続き 機能 で きる よう に する と いう も の で す 。 ウクライナ の 高 電 圧 

変電 所 は 、 重 要 な タス ク に 不可 欠 な 正確 な 時 刻 同期 を 全 地球 測位 シス テム 
(GPS) に 依存 し て いま す 。 ウクライナ は 、 戦 争 、 ロ シア そし て ウクライナ 
自体 か ら の 電子 妨害 で 飽和 状態 に は な っ て いま す 。 そ の た め 、 電 力 を 安定 し て 
出力 する こと が 非常 に 難し く 、 送 電 に 問題 が 起き て 停電 が 発生 する お それ が 
あり ます 。 そこ で Talos は 、 変 電 所 が 安定 し た 電力 を 供給 で きる よう カス タ 
ム デ バイ ス を 設計 し て 、 ウ クラ イナ に 導入 する 取り 組み を 数 か 月 に た わた っ て 

主導 し まし た 。 戦 時 下 の 国 家 に も 安定 し て 電力 を 供給 で きま す 。 


は じ め に 


人権 


テク ノロ ジー が 進歩 し た こと で 、 人 や 企業 が 日 々 使用 する テ 
クノ ロジ ー が 人 権 に 与え る 影響 に つい て 新た な 課題 が 浮上 し 、 
議論 の 対象 に な っ て いま す 。 


シス コ で は 、 事 業 活動 全体 で 顕著 な 人 権 問題 に 対処 する た め に 、 ヒ ュー 
マン ライ ツ バイ デザ イン と いう アプ ロー チ を 取り 入れ て いま す 。 シ スコ は 、 
10 年 以上 前 に グロ ー バ ル 人 権 ポ リ シ ー を 発表 し まし た 。 人権 に 与え 得る 
影響 を 管理 で きる よう に 、 定 期 的 に この 方 針 を 更新 し て 新た な 進展 を 反 
映 さ せ て いま す 。 今後 も 、 こ うし た 問題 へ の アプ ロー チ を 成就 し た も の に 
する た め 、 ガバ ナン ス を 強化 し 、 バ リュ ー チ ェ ー ン 全体 で 人 権 へ の 影響 に 
対処 する こと を 目的 と し た 方 針 と 手順 を 策定 し て いき ます 。 


人 権 問題 の ガバ ナン ス 


2023 年 度 に 、 シ スコ の 取締 役 会 に 環境 ・ 社 会 ・ 公 共 政策 委員 会 を 新設 
し まし た 。 人 権 問 題 や その 他 の ESG 問題 を 監督 する こと が 目的 で す 。 シ 
スコ の ビジ ネス お よび 人 権 チ ー ム が 社内 全体 で 人 権 の 方 針 と 導入 を 監督 
る と と も に 、 サ プラ イチ ェ ー ン サス テ ナ ビ リティ チー ム が サプライ チェ ー 
ン で 人 権 デ ュー デリ ジェ ンス を 実施 し ます 。 部 門 横断 的 な エグ ゼクティ ブ 
レベ ル の 2 つの 委員 会 (人 権 論 問 委員 会 と サプライ チェ ー ン ESG 委員 会 ) 
が 、 人 権 の リス ク と 戦略 に 関す る ガイ ダン ス を 提供 し て いま す 。 


CT 未来 MV 今後 の 展望 
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a 


シス コ は 、 情 報 通信 技術 (ICT) 
企業 60 社 を 対象 に サプライ 
チェ ー ン で の 人 権 リ スク の 管理 能 
力 を 評価 し た Know the Chain 
ベン チマ ー ク で 、 順位 を 11 位 か 
らら 3 位 に 下げ まじ た 


は じ め に イン クル 一 未来 VM 今後 の 展望 


シブ 
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製品 ライ フサ イク ル に 対す る 人 間 中 心 の アプ ロー チ 


シス コ は 、 バ リュ ー チ ェ ー ン の あら ゆる 段階 で 人 権 に 与え 得る 影響 を 考慮 し て いま す 。 サ プラ イチ ェ ー ン 内 で 弱い 立場 に ある 労働 者 、 シ スコ 
の 製品 や ソリ ュー ショ ン の ユー ザー と いっ た ステ ー ク ホル ダー に 人 権 が どの よう に 影響 し て いる か を 評価 し て いま す 。 以下 に その 方 法 を 説明 


し ます 。 

責任 ある 鉱物 調達 部 品 と 製品 の 製造 製品 設計 製品 レベ ル の デリ ジェ ンス 製品 の 生産 終了 

ジス 思 は 3 サ ジラ イチ ェ ー ン バー ドナ ー と 製造 施設 で 働く サプライ チェ ー ン の 従業 員 人 権 影 響 評価 と 責任 ある Al 影響 評価 シス コ は 、 シス コ の テク ノロ ジー の 使用 に シス コ は 、 セ ルフ サー ビス で デー タ を 

協力 し て 、 責 任 あ る 鉱物 調達 を 推進 し 、 は 、 強 制 労働 、 安 全 上 の 問題 、 化 学 物質 へ は 、 シ スコ 製品 の 設計 と 構築 に 有効 で 伴う 人 権 侵害 を 特定 し て 防止 する 取り 組み 消去 で きる よう に 製品 を 設計 し 、 プ ラ 

武力 紛争 や 人 権 侵害 に 関わ る 鉱山 を 特定 の 曖 露 な ど 、 さ ま ざ ま な 潜在 リス ク に 直面 し す 。 潜在 リス ク に 対処 する た め に 、 脆 を 進め て いま す 。 こう し た 取り 組み の 一 環 イバシー の 権利 を 確保 し て いま す 。 ま 

し て 鉱物 を 調達 し な いよ うに し て いま す 。 eR ジラ < ョ (EC、 世 二 め ラ ラ 3( た 中 一 弱 な ユー ザー の ニー ズ 、 シ スコ 製品 の と し て 、 人 権 重視 の 貿易 管理 を 遵守 し 、 人 た 、 シ スコ の 機器 を 分 解す る 数 多く の 
ン 全 体 で こう し た リス ク を 特定 し て 軽減 する 想定 内 の 使い 方 と 想定 外 の 使い 方 、 独 権 リ スク が 疑わ れる 取引 に つい て は 、 製 品 電子 廃棄 物 リ サイ クル 業者 や その 他 
取り 組み を 進め て いま す 。 雇用 主 と の 間 で 問 自 の ユー スケ ー ス を 検討 し ます 。 の 機能 、 目 的 、 ユ ー ザ ー を 考慮 し て 人 権 の 八 デ ドナ = 対し で ジラ イヤ 行 
題 を 解決 で き な い 場合 、 従 業 員 は シス コ の デ ョ ニ き デ リジェ ンス を 実施 由 @W' ま 9 動 規 範 に 対す る 説明 責任 を 求め て い 
偽 理 ライ ン を 苦情 処理 メカ ニズム と し て 利用 ESC た 


し て 、 懸念 事項 を シス コ と 共有 で きま す 。 


a . 
| 


は じ め に 


責任 ある 鉱物 調達 


シス コ は 、 鉱 山 や 採掘 され た 鉱物 を 処理 する 製 錬 業者 や 精製 業者 (SOR) か 
ら 鉱物 を 直接 調達 する こと は あり ませ ん が 、 サ プラ イヤ と 協力 し て シス コ の 責任 
ある 鉱物 調達 ポリ シー に 従っ て デュ ー デ リジェ ンス を 実施 し て いま す 。 また 、 
Responsible Business Alliance (RBA) の 責任 ある 鉱物 イニ シア チ ブ の メン 
バー で あり 、 第 三 者 機関 に よる 監査 スキ ー ム に 参加 する よう SOR に 求め る ワー 
キン ググ ルー プ に 参加 し て いま す 。 こ うし た 業界 基準 の 遵守 は 重要 な こと で す 。 
人 権 リ スク の 可能 性 が 低い こと 、 紛 争 資金 調達 と の 関連 性 、 鉱 物質 易 で の 汚職 
の 存在 を 示す 指標 と し て 機能 する か ら で す 。 シ スコ の サプライ チェ ー ン で は 、 
調査 の 対象 と な っ た サプライ ヤ か ら 報 告 さ れ た 3TG (タン タル 、 ス ズ 、 タ ング 
ステ ン 、 金 ) の SOR の 71% と コバ ルト 精製 業者 の 61% が 、 第 三 者 機関 に よ 
る 監査 プロ グラ ム に 準拠 し て いる か 積極 的 に 対応 し て いま し た 。 シ スコ は 、 世 
界 中 の 採掘 者 と その 居住 地域 の 状況 改善 に も 取り 組ん で いま す 。 


シス コ は 、 Public-Private Alliance for Responsible Minerals Trade お よび 
European Partnership for Responsible Minerals (EPRM) の メン バー で す 。 
EPRM が 出資 する Sustainable Trade in Artisanal Gold プロ グラ ム を 支援 し 
て いま す 。 責任 ある 調達 の た め の ツ ー ル や プラ クティ ス を 改善 お よび 拡大 する こ 
と で 、 ブ プ ブルキナファソ の 採掘 労働 者 に 思 恵 を も た らし て いま す 。 また 、 RCS 
Global Better Mining プロ グラ ム に も 貢献 し て いま す 。 コン ゴ 民 主 共和 国 お よ 
び 周 辺 国 に ある 人 力 採掘 鉱山 や 小 規模 採掘 鉱山 で の 労働 条件 を 監視 する プロ 
グラ ム で す 。 


"RBA は 、 複 数 の 顧客 を 持つ サプライ ヤ が 、 単 一 

の 責任 ある ビジ ネス 行動 規範 へ の 準拠 を 示す こと 
を 可能 に する 業界 標準 の スキ ー ム で す 。 労働 者 数 
は 、 監 査 対 象 と な っ た サプライ ヤ 施 設 全体 に お け 
る サプライ チェ ー ン 労働 者 の 総数 を 表し ます 。 


イン クル ー 
シブ 


すべ て の 
人 に 


未来 


現代 の 奴隷 制 へ の 対処 と 弱い 立場 
に ある 労働 者 の 保護 


シス コ の サプライ チェ ー ン は 世界 中 に 広がっ て いま す 。 シ スコ の 人 権 ポ リ シ ー 
を 遵守 する よう サプライ ヤ に 働き か ける こと は 、 継 続 的 に 進め る べき 取り 組み 
で あり 、 常 に 警戒 を 怠っ て は いけ ませ ん 。 シス コ の デュ ー デ リジェ ンス の 結果 、 
サプライ チェ ー ン の 労働 者 が 採用 手数 料 を 支払 っ て いた こと が 判明 する こと が 
あり ます 。 これ は 債務 労働 の リス ク で あり 、 シ スコ の ポリ シー に 反する 行為 で す 。 
2023 年 度 に は 、 ポ リ シ ー に 反する サプライ ヤ 施 設 で 、 禁 止 さ れ て いる 採用 手 
数 料 を 支払 っ て いた 労働 者 が 確認 され 、1,865 人 の 労働 者 に 220 万 米ドル の 
払い 戻し を 実施 し まし た 。 


少数 民族 、 移 民 労 働 者 、 女 性 、 子 供 、 LGBTQ+ コミ ュ ニ ティ と いっ た グル ー プ 
の 中 に は 、 強 制 労働 な どの 人 権 リ スク が 高まっ て いる と ころ が あり ます 。 こ うし 
た グル ー プ を 実際 に 保護 し て いる こと を 行動 で 示す た め に 、 シ スコ は 2023 年 


度 に 「 弱 い 立 場 に ある グル ー プ の 権利 の 尊重 に 関す る ポリ シー」 を 発行 し まし 


た 。 こ れ は 、 既 存 の 人 権 に 関す る 取り 組み を 拡張 し た も の で す 。 
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巡 働 者 の 権利 の 促進 


シス コ は 、 RBA を 設立 し 、 積 極 的 に 活動 し て いる メン バー で あり 、 RBA の 行 
動 規 範 を サプライ ヤ 行 動 規 範 と し て 採用 し て いま す 。 行動 規範 は 、 労 働 、 安 
全 衛 生 、 環 境 、 倫 理 、 管 理 レ ステ ム に 関す る 基準 を 定め た も の で す 。 シ スコ は 、 
自己 評価 や 第 三 者 監査 な どの ツー ル を 使用 し て 、 サ プラ イヤ が 行動 規範 を 遵 

守 し て いる か どう か を 評価 し ます 。 2023 年 度 に 、 シ スコ の 169 の サプライ 

ヤ 施 設 で RBA の 監査 が 完了 し まし た 。 これら の 監査 で は 、 サ プラ イチ ェ ー 
ン の 446,000 人 を 超え る 労働 者 が 対象 に な っ た と 推定 し て いま す 。 ! 


シス コ の サプライ チェ ー ン で 働く 人 々 の 視点 を シス コ の 人 権 プ ログ ラム に 取り 
入れ る 取り 組み を 進め て いま す 。 シ スコ は 2023 年 度 に 人 権 影響 評価 を 実施 
し 、 数 百人 の 労働 者 に 聞き 取り 調査 を 行っ て 人 権 に 関す る リス ク と 懸念 事項 
を 洗い 出し まし た 。 ここ か ら 得 た 知見 を 人 権 戦略 、 人 権 プ ログ ラム 、 デ ュー 
デリ ジェ ンス プロ セス に 取り 入れ て いま す 。 


446,.000 人 以上 


2023 年 度 中 に 実施 され た 監査 で 対象 に 
な っ た サプライ チェ ー ン 労働 者 の 数 


サプライ チェ ー ン の 人 権 に 関連 する シス コ 名 
の 取り 組み の 詳細 を ご 覧 くだ さい 。 


RIIPI IP 
CISCO 


ESG 
レポ ー ト ハブ 


イン クル ーー 楽 来 すべ て の ム へ 、 
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本 白 コー 入 、/ 石 - 
職場 の 安全 衛生 の 向上 
シス コ は 、 サ プラ イヤ が 安全 衛生 の 問題 を 特定 し て 対処 で きる よう 取り 組ん 
で いま す 。 2022 年 度 か ら 、 シ スコ は 非 営 利 団体 Social Accountability 
International と 提携 し て 、 同 団体 が 提供 する TenSquared プロ グラ ム を 導 
入 し て いま す 。 100 日 に わた っ て サプライ チェ ー ン の 労働 者 と 管理 者 が 共同 3 
で 職場 の 安全 衛生 に 関す る 課題 に 対処 する と いう プロ グラ ム で す 。 2028 年 10 月 に 、 シ ス ョ コク 自 ビ 
TenSquared を 導入 し た と ころ 、 労 働 者 の 参画 が 高まっ て 、 個 人 用 保護 具 。 2 = 
を 忘れ ず に 使用 する 、 機 械 を 安全 に 操作 する な ど 、 職 場 の 安全 性 の 問題 に バル チャ イル ド フォ ー ラ ム の 年 次 


対し て 寺本 な が 但 ら れる こと が 0B ら か に な り * し た 。 労 者 が と ペペ ツチ マー ニー クレ ポー ト で リー ター に 
に こけ 解決 策 に 貢献 で きる か に 管理 職 の 意識 が 強く 向く よう に な る 選ば こ 企業 
に 、 労 働 者 が 自身 の アイ デア を より 安心 し て 共有 で きる よう に な り ま す 。 ' 選ば れ ま し た 。 子 供 の 権利 を 企業 
。 本 a ) 活動 に 組み 込む た め に 具体 的 な 措 
サイ バー 備 兵 市 場 へ の 対抗 NN 置 を 講じ て いる こと が 評価 され た も 
シス コ は 、「 サ イ バ ー 備 兵 」 の 利用 が 増え て いる 状況 を 継続 的 に 確認 し て いま の で す 。 モニ タリ ング 、 透明 性 の 高 
す 。 サ イ バ ー 偽 兵 と は 、 侵 入 型 サイ バー 機能 を 開発 し て 、 ク ライ アン ト (多く N NN ドー 壮 | の た 
は 政府 機関 ) に 有料 で 提供 する 民間 部 門 の 攻撃 者 の こと で す 。 こ うし た 機能 へ 3 a “ 
を 使用 する と 、 人 権 を 侵害 し 、 民主 主義 の 原則 を 損なう 手段 を 使用 し て 、 ネッ いい ー> > 県 行動 を 策定 する プロ グラ ム を 通じ 
トワ ー ク 、 コ ンピュータ 、 電 話 、 イ ンタ ーネット 接続 デバ イス に アク セス で き < テニ こさ = 
ます 。 テ ロ や 犯罪 と 戦う た め の 手段 で ある と 宣伝 され る こと が 多い の で す が 、 a ) 、、 て 、 こ うし た 活動 を フォ ロー アッ プ 
実際 に は 反 体制 派 、 活動家 、 ジ ャ ー ナ リス ト が 攻撃 対象 と な る こと も よく あ A ノ や じ て い ます 、 
り ま す 。 b 


シス コ は セキ ュ リ ティ 第 一 の アプ ロー チ で 製品 と サー ビス を 提供 する と と も 
に 、 世 界 中 の 業界 パー トナ ー に も 政府 機関 に も 、 安 全 な オン ライ ン エ コシ ス 
テム を サポ ー ト する よう 継続 的 に 呼び か け て いま す 。 2023 年 に に 、 シ スコ は 
Cybersecurity Tech Accord の サイ バー スペ ー ス で の 攻撃 活動 を 制限 する 原 
則 の 主 共著 者 と な り 、 米 国 、 コ スタ リカ 、 ケニア. 韓国 、 オ ラン ダ 、 ザ ン ビ 
ア の 各 政 府 が ワシ ント ン DC で 主催 し た 民主 主義 サミ ッ ト で 多く の 賛同 を 得 
まし た 。 


は じ め に 


原則 に 基づい た 人 工 知能 
アプ ロー チ 


生成 Al を は じ め と する Al の 進歩 は 、 業 界 に 革命 を も た ら す と と も に 、 私 

た ちの 生活 、 働 き 方 、 つ な が り 方 の さま ざま か 側面 を 変革 する 可能 性 を 秘 

め て いま す 。 それ と 同時 に 、 誤 っ た 結果 、 誤 解 を 招く 結果 、 偏 っ た 結果 を 

提供 し 、 機 密 情 報 や 個人 情報 を 公開 し て し まう 可能 性 も あり ます 。 シ スコ が 
実施 し た 2023 年 の デー タ プラ イバシー ベン チマ ー ク 調査 で は 、 回 答 者 

の 62% が 企業 に よる Al の 使用 に 懸念 を 抱い て お り 、 60% が Al を 使用 し 
て いる と いう 理由 で 組織 へ の 信頼 を すでに ある 程度 失っ て いる と 述べ て い 

ます 。 


責任 ある ビジ ネス プラ クティ ス は 、 シ スコ の 中 核 に ある 考え で す 。 長年 に わ 
た っ て 、 Al テク ノロ ジー を 取り 入れ て 他 と は 一 線 を 画す ソリ ュー ショ ン を 設 語 
し 、 お 客 様 の 接続 、 自動 化 、 安 全 性 の 維持 を 支援 する と と も に 、 プラ イバシー 
と 人 権 の 尊重 に 重点 を 置い て 活動 し て きま し た 。 


Al の 中 核 を な す の は デー タ で す 。 そし て 、 データ を 使用 し て いる 場合 、 プ 
ライ バシ ー は 最 優先 事項 で す 。 2015 年 に に 、 シ スコ は 開発 手法 の コア 構成 要 
素 と し て プラ イバシー バイ デザ イン を 組み 込む こと を 目的 に 、 専 任 の プラ イ バ 
シー チー ム を 立ち 上 げ ま し た 。 この チー ム が 責任 を 持っ て 、 シ スコ セキ ュ ア 
開発 ライ フサ イク ル の 一 環 と し て プラ イバシー 影響 評価 (PIA) を 実施 し ます 。 
PIA は 、 製 品 開 発 ラ イフ サイ クル 、IT プロ セス 、 ビ ジネス プロ セス に 欠か せ 
な い ス テッ プ で す 。 


Al の 使用 が 広く 普及 し 、 こ れ ま で に な い 新 し いこ と が 起き そう な 状況 の 中 
で 明らか に な っ た こと が あり ます 。 Al と いう 新しい テク ノロ ジー に 伴う リス ク 
と 機会 に 対応 で きる プロ グラ ム を 策定 する た め に は 、 し っ か り と プラ イバシー 
の 基盤 を 築く 必要 が ある と いう こと で す 。 シ スコ は 2022 年 に 、 Al を 巡る シ 
スコ の 立場 を 文書 化し た 責任 ある Al (RAI) の 原則 と 、 シ スコ の アプ ロー チ 
を 運用 化す る た め の RAI フレ ー ム ワー ク を 公開 し まし た 。 シ スコ の RAI フ 
レー ム ワ ー ク は 、 米 国 国立 標準 技術 研究 所 (NIST) の Al リス ク 管 理 フレ ー 
ム ワ ー ク に 準拠 し て お り 、 シ スコ の AI 影響 評価 プロ セス の 基盤 と な っ て い 
ます 。 


すべ て の 
人 に 


イン クル ー 
シブ 本来 


シス コ の 各 分 野 の 専門 家 で 構成 され る 部 門 横断 的 な チー ム が 、 シ スコ の 
PIA プロ グラ ム に 基づい て Al 影響 評価 プロ セス を 開発 し まし た 。 こ の プロ 
セス を 通じ て 、 ト レー ニン グ を 受け た 評価 担当 者 が 、 提 出 物 ご と に 想定 内 の 
ユー スケ ー ス と 想定 外 の ユー スケ ー ス に 伴う リス ク を 明らか に し て 軽減 で きる 
よう 情報 を 収集 し ます 。 こう し た 評価 の 際 、 製 品 開発 時 に Al を どの よう に 
使用 で きる か を さま ざま な 側面 か ら 検討 し ます 。 開発 チー ム に よる 検討 だ け 
で な く 、 モ デル 、 ト レー ニン グ デ ー タ 、 ファ イン チュ ー ニ ング 、 プ ロン プ ト 、 
プラ イバシー プラ クティ ス 、 テ スト の 手法 も 検討 し ます 。 最終 的 な 目標 は 、 
シス コ の RAI の 原則 で ある 透明 性 、 公 平 性 、 説 明 責任 、 プ ライ バシ ー、 セキ ュ 
リティ 、 信頼 性 に 関連 する 問題 を 特定 し 、 理 解 し て 軽減 する こと で す 。 


シス コ で は 、 エ ンジ ニア リン グチ ー ム が Al を 活用 し た ソリ ュー ショ ン や 機能 
を 開発 する 際 に 、 こ の 評価 プロ セス に 従っ て いま す 。 また 、 サ ー ド パー ティ 
ベン ダー を 活用 し て 社内 業務 用 の Al ツー ル や Al サー ビス を 提供 する 際 に 
も 、 こ の 評価 プロ セス を 使用 し ます 。 


今後 の 展望 
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デジ タル イン クル ー 
デジ タル テク ノロ ジー が 進歩 する に つれ て 、 アク セス で き な = ヽ > ー デ ティ へ ビー 
い 人 々 が ます ます 取り 残さ れる リス ク が あり ます 。 オ HIN の 提要 の 教育 
\ 

アク セス を 妨げ る 要因 は さま ざま で 、 イ ン フ ラ 不 足 、 経 済 的 余裕 の な さ 、 コン テン ノ の な コレ 

障がい を 持つ 利用 者 へ の 配慮 の 欠如 な ど が あり ます 。 シ スコ は 、 よ り 多 く シス コ と Cisco Foundation に よる 投資 の 多く は 、 イ ンタ ーネット に 未 接続 の 

の カン クリ 【 仙 陸 の 240 ド る 演 議 で きる ま 5v 論 申 の 1 9 13 選 際 コミ ュ ニ ティ を 接続 する こと に 向け られ て いま す 。 24 時 間 常時 接続 が 不可 能 

HR EA で ある か 現実 的 で な い 世 界 の 遠隔 地 で 、 イ ンタ ーネット 接続 が 無理 な 場合 で 
も 、 ど うす れ ば ユー ザー に デジ タル コン テン ツ と サー ビス を 提供 で きる か を 模 
索 し て いま す 。 


た と えば 非 営 利 団 体 World Possible は 、 リ モー ト エ リア サー バー を 使用 し て 
小 規模 な ネッ トワ ー ク を 構築 し て いま す 。 これ に より テラ バイ ト 単 位 の モバ イ 


世界 の 3 人 に 1 人 が イン ター ル デ ー タ の ダウ ン ロ ー ド が 不要 に な り 、 他 の 方 法 で は アク セス で き な い よう な 
トリ ー ア 教育 コン テン ツ や デジ タル コン テン ツ に も 学校 、 図 書館 、 非 政府 組織 (NGO) 
イネ ノ ト に フ クセ ス で きま せん 。 が アク セス で きる よう に な っ て いま す 。 World Possible は 、 ク ラウ ド ベ ー ス の 
イン ター ネッ ト へ の アク セス 手 コン テン ツ カ タ ログ に 接続 され た モバ イル アプ リ を 使用 し て いま す 。 コン テン 
段 が 増え 、 手 頃 な 価格 で 利用 は デバ イズ に コピ ー さ れ 、 リ モー トド サー パー ロケ ーション に 転送 され て 、 コ 
ミュ ニテ ィ サ ー バ ー と 安全 に 同期 され ます 。 そ れ と 同時 に 、 同 じ サ イト か ら 電 
で きる よう に な れ ば 、5 4 子 メ ー ル 通信 、 使 用 状況 の 統計 情報 、 新 し い コ ン テ ン ツ の 更新 要求 が 収集 さ 
貧困 か ら 抜 け 出 し 、 世 界 れ ま す 。 先 ごろ の 投資 で は 、 キ リバ ス 、 カ ン ボ ジア 、 グ アテ マラ 、 マ ラウ イ な 
経済 生産 高 が 6 小 0 直 ど 54 か 国 以上 の 遠隔 地 で 教育 コン テン ツ に アク セス で きる よう に し まし た 。 
米ドル 増加 する 可能 性 が あり また 、CODE.org に も 投資 し て いま す 。 中 南米 、 ア ジア . アフリカ の 遠隔 地 や 
農村 地域 に コン ピュ ー タ サイ エン ス の カリ キュ ラム を 提供 する こと が 目的 で す 。 
ます 。 ここ 最近 の 投資 で は 、 低 帯域 幅 や オフ ライ ン で 学習 する 人 な どの た め に 、 ユー 
ザー 体験 の 向上 を 目的 に プラ ッ ト フ ォ ー ム アー キテ クチ ャ の アッ プ グ レー ド を 

支援 し まし た 。 


Li デジ タル イン クル ー ジ ョ ン に 向 
けた シス コ の 取り 組み の 詳細 を 
RIIPIIP ご ご覧 くだ さい 。 


ec 


レポ ー ご ト ハブ 


は じ め に 


アク セ シ ビ リティ を 通じ た 
イン クル ー ジ ョ ン の 促進 


シス コ は 、 製 品 、 職 場 方 針 パー トナ ー シ ッ プ を 通じ て 、 障 が い 
者 の イン クル ー ジ ョ ン を 促進 する 取り 組み を 進め て いま す 。 


従業 員数 が 2,200 万 人 に 上 る 500 社 の 世界 的 な パー トナ ー シ ッ 
プ で ある Valuable 500 コミ ッ ト メ ント に 署名 し て 、 職 場 で の 障 が 
い 者 排除 に 終止 符 を 打つ 取り 組み に 協力 し て いま す 。 


シス コ の Cisco Webex プラ ッ ト フ ォ ー ム 設計 チー ム は 、 視 覚 障 
が い の あ る 方 へ の サー ビス 向上 を 目指 し て 機能 の 更新 を 行っ て い 
ます 。 WebAIM の 調査 に よる と 、Web ユー ザー の ほぼ 半数 が 
Web サイ ト を 閲覧 する 際 に 画面 拡大 機能 を 使用 し 、 4 分 の 1 が 
画面 を 400% に 拡大 し て いま す 。 ア ッ プ グレ ー ド 作業 に より 、 こ 
の 拡大 率 で Cisco Webex ツー ル を 操作 で きる よう に な り ま す 。 
ま 破 、 オン ライ ン 会 議 で は アク セ シ ビ リティ の 重要 性 が 認識 され 
て いま す 。 先ごろ の 調査 に よる と 、 回 答 者 の 60% 以上 が アク セ 
シビ リティ の 障壁 を 感じ て いま す 。 2023 年 5 月 に 、Webex は 非 
標準 音声 向け の 音声 認識 テク ノロ ジー を 牽引 する Voiceitt 社 と 共 
同 で 新しい 統合 を 導入 し まし た 。 Al に よる キャ プシ ョ ン 機 能 と 文 
字 起 こし 機能 を 利用 で きる よう に な る た め 、 発 話 障害 が ある 方 で 
も オン ライ ン 会 議 に 最初 か ら 最後 まで 参加 し 、 会 議 中 の 内 容 を 簡 
単に 理解 で きる よう に な り ま す 。 


シス コ は 、 自 社 の 職場 で アク セ シ ビ リティ を 強化 し て いま す 。 社 
会 正義 アク ショ ン 12 を 通じ て 、 障 が い 者 や ニュ ー ロ ダイ バー ジェ 
ント の 従業 員 を 含め 全社 で 聞き 取り 調査 を 実施 し まし た 。 そ の 結 
果 を 受け て 、 能 力 の 差 に 関係 な く 全 従業 員 が 成長 で きる よう 支援 
する リソー ス を 新た に 確保 し まし た 。 
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シブ 


Country Digital Acceleration 


の 進捗 状況 


シス コ は 2015 年 か ら 行 政 機関 、 産 業界 、 学 界 と 協力 し て 、 CDA プロ グラ ム を 通じ て 各国 の デジ タル アジ ェ ン ダ を 推 1 % 0 件 
進 し て きま し た 。 テ クノ ロジ ー は 、 経済 の 成長 、 雇用 の 創出 、 市 民生 活 の 向上 を 実現 する 大 き な 可 能 性 を 秘め て いま す 。 進行 中 また は 完了 し た CDA 


デジ タル 化 で 良い 方 向 へ 


その 一 方 で 、 デ ジタル デバ イド を 引き 起こ し 、 今 ある 不平 等 を さら に 悪化 させ る 可能 性 も あり ます 。 シ スコ は 、CDA を プロ ジェ クト の 数 
通じ て 、 各 国 が デジ タル の 可能 性 を 受け 入れ 、 す べ て の 人 の た め に イン クル ー ジ ョ ン と アク セ シ ビ リティ を サポ ー ト す 

る テク ノロ ジー を 提供 で きる よう 支援 し て いま す 。 こ こ で は 、CDA プロ ジェ クト が も た らし て いる 変化 を いく つか 紹介 5) () 

し ます 。 


か 国 で 実施 


イン ド の 医療 イン フラ 
シス コ は 、 ア ッ サ ム 州 政府 お よび NGO の Piramal Swasthya と 協力 し て 、 デ ジタル 医療 イン フラ を 強化 する パイ ロッ 
ト プ ロ グラ ム 「Niramay」 を 立ち 上 げ ま し た 。 また 、 AMRIT の 導入 を 支援 し まし た 。 AMRIT は 、 Piramal Swasthya が 
開発 し た 、 電 子 健康 記録 を 作成 し て 保存 する た め の テ クノ ロジ ー プラ ッ ト フ ォ ー ム で す 。 これ まで 24 箇所 の 医療 セ 
ンタ ー、3 つの プラ イマ リ ケ ア 診療 所 、3 つの 初診 診療 施設 に 導入 され て お り 、 草 の 根 レ ベル で 迅速 な 診断 、 遠 隔 医 
療 に よる 対話 、 医 療 デ ー タ の 収集 が 可能 に な り ま し た 。 


コロ ン ビ ア で の 緊急 時 対策 
シス コ は 、 コ ロン ビア 政府 と 協力 し て 、 ネ ットワーク 接続 が 限ら れ 電気 が 通っ て いな い 地 域 に 洪水 警報 
シス テム を 試験 的 に 導入 し まし た 。 近く の 河川 が 洪水 の 危険 に さら され る と 、 大 陽光 発電 シス テム が ア 
ラー ト で 知ら せる の で 、 地 方 自治 体 は 貴重 な 時 間 を 災害 対応 に 回 すこ と が で きま す 。 


米国 で の 危機 支援 

シス コ は 、 エ ルパン 市 と 提携 し て 、 危 機 的 状況 に ある 人 や ホー ムレ ス の 人 が 社会 サー ビス に アク セ 
ス で きる オン ライ ン ポ ボー タル 「EI Paso Helps」 を 立ち 上 げ ま し た 。 ラ イブ エー ジェ ント は 、 基 本 的 
な ニー ズ 、 住宅 の 手配 、 緊 急 シ ェ ル ター、 訓 練 を 受け た ソー シャ ル ワ ー カ ー の 紹介 な ど を 支援 で き 
まう 98 


は じ め に 


シブ 


倫理 と 誠実 さ 
HH H 
シス コ は 、 職 場 で も 市 場 で も 誠実 さ を 重 視 す る 文化 を 誇り に 思っ て 


いま す 。 シ スコ の 倫理 的 文化 に は 、 安 心 を 感じ られ る こと 、 率 直 に 
意見 を 言え る こと 、 懸 念 を 提起 で きる こと な ど あ り ま す 。 


シス コ の 価値 観 と 従業 員 に 対す る 高い 期待 は 、 シ スコ の ビジ ネス 行動 規範 (COBC) 
に 明示 され て いま す 。 従業 員 は 、COBC の 認定 を 取得 し 、 そ の 内 容 に 関す る トレ ー 
ニン グ を 完了 し ます 。 2023 年 度 は 、 シ スコ 従業 員 の 99.9% が 、 年 1 回 の 認定 と 
トレ ー ニ ング を 開始 か ら 45 日 以内 に 完了 し まし た 。 最新 の トレ ー ニ ング に は 、 自 
由 に 意見 を 言え る こと を 従業 員 に 認識 させ 、 奨 励 す る た め の セ クシ ョ ン が 含ま れ て 
まし た 。 


また 、 2023 年 に 倫理 ライ ン の 翻訳 言語 を さら に 追加 し まし た 。 人 の グロ ー バ ル 化 
が ます ます 進む 中 、 今後 も 翻訳 を 続け て いき ます 。 COBC の 内 容 に 懸念 が ある 従 
業 員 や 、 抱 えて いる 疑問 が COBC で は 解決 で き な い 従業 員 は 、 倫 理 部 、 人 事 部 
の 担当 者 、 法 務 チ ー ム の メン バー、 管 理 職 に 相談 する よう に 勧め て いま す 。 シ スコ 
で は 、 こ の 倫理 文化 を パー トナ ー の ネッ トワ ー ク に 広げ て いく 取り 組み を 強化 し て 
いま す 。 パ ー ト ナー は 倫理 部 を 通じ て 質問 で きる ほか 、 倫理 違反 の 疑い が ある 事 
例 を 報告 する こと も で きま す 。 


懸念 事項 を 報告 する 方 法 の 
詳細 を ご 覧 くだ さい 。 
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イン クル ーー 
ンプ _ 


公平 | 


を 促進 する 


従業 員 に 対す る シス コ の 取り 組み は 、 社 会 を 良い 方 向 に 変え る 力 と 

な っ て いま す 。 シ スコ は 世界 で 最も 働き が い の あ る 会 社 の 1 つと し て 
認め られ て お り 、 継 続 的 に 改善 に 取り 組ん で いま す 。 シス コ に と っ て 、 
従業 員 が 正しく 行動 する こと は 道徳 的 規範 で ある だ け で な く 、 戦 略 

的 規範 で も あり ます 。 活気 が あっ て イン クル ー シ ブ で 支え 合う 職場 文 
育成 する こと は 、 す べ て の 人 に イン クル ー シ ブ な 未来 を 実現 する i ; 
と いう シス コ の 広範 な パー パス に 本 質 的 に 結び 付く も の で す 。 国枝 へ 6 Rar 


化 を 
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、 機 会 均等 


Na 私 た ち 
は じ め に の カカ 


多様 性 、 公 平 性 、 
イン クル ー ジ ョ ン 


シス コ で は 、 社 会 の あら ゆる 層 、 世 界 の あら ゆる 地域 の 人 々 が 働い て お り 、 
多様 な 視点 を 得る 力 と な っ て いま す 。 


シス コ の 事業 は 以前 か ら ず っ と 、 距 離 や 違い を 超え て 人 々 が つなが り 、 コ ラボ レー ショ ン 
で きる よう に する こと で す 。 多様 性 、 公 平 性 、 イ ンク ルー ジョ ン (DEI) は 、 シ スコ が 掲 
げ る ビジ ネス 目標 と ミッ ショ ン を 加速 化 お よび 強化 する た め の コ アコ コンピテンシー と な る 
に 違い あり ませ ん 。 これ こそ が シス コ の 存在 意義 で あり 、 今 後 も そう あり た いと 考え て い 
ます 。 


ここ ご 数 年 、 DEI の 取り 組み を 途中 で 止め る 組織 が 少な く あ り ま せん 。 シ スコ で は 逆 の こと 
が 起き て いま す 。 過 小 評 価 さ れ て いる 従業 員 を 支援 する プロ グラ ム の 多く が 、 10 年 以上 
前 か ら 実 施さ れ て いま す 。 2020 年 、 シ スコ は より 多様 性 の ある イン クル ー シ ブ な 職場 を 
築 し て 社内 外 の 歴史 的 な 不平 等 に 対処 する 取り 組み を 深化 させ まし た 。 2023 年 度 は 、 
トッ プレ ベル の コミ ッ ト メ ント を 強化 する た め に 重要 な 人 事 を 2 つ 実 施し まし た 。 新 し い 
最高 ダイ バー シテ ィ 、 エク イ テ ィ 、 イ ンク ルー ジョ ン 責 任 者 に Gloria Goins を 、 シ スコ 
初 の 最高 ソー シャ ルイ ン パ クト 責任 者 に Brian Tippens を 任命 し まし た 。 


上 


DEI を 見 る と 、 シ スコ が 従業 員 を どの よう に 採用 、 育 成 し 、 参 画 を 促し て いる か を あら 
ゆる 側面 か ら 知 る こと が で きま す 。 公平 性 評価 を 通じ て 、 賃 金 だ け で は な く 昇 進 、 株 式 
付与 、 ボ ー ナ ス の 点 で も 公平 性 を 維持 し て いま す 。 従業 員 は 、 シ スコ の テク ノロ ジー を 
通じ て 自身 の 性 自認 を 他 の 従業 員 に 伝え る こと が で きま す 。 ま た 、 シ スコ イン クル ー シ 
ブ コミ ュ ニ ティ と いう 従業 員 向 け リ ソー スグ ルー プ を 通じ て 、 他 の 人 と つなが る こと が で 
きま す 。 


シス コ の チー ム は この 数 年 で 多く の こと を 成し遂げ まし た が 、 ま だ まだ や る べき こと は た 
くさ ん あり ます 。 場所 を 問わ ず す べ て の 人 に イン クル ー シ ブ な 未来 を 実現 する と いう ビジ ョ 
ン を 達成 する まで 、 シ スコ の 取り 組み は 続き ます 。 
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DEI の 詳細 を ご 覧 くだ さい 。 


ITFIIP 
CISCO 


ESG 
レポ ー ト ハブ 


・ k= 私 た ち 
は じ め に の カカ 


シッ ルー 未来 すべ て の 


人 に 


イン クル ー シ ブ な コミ ュ ニ ティ を 通じ た 変化 の 促進 


従業 員 の 3 分 の 1 近く が 、 少 な く と も 1 つの シス コ イン クル ー シ ブ コミ ュ ニ ティ の メン バー で す 。 イ ンク ルー シブ コミ ュ ニ ティ は 、 シ 
スコ の DEI 戦略 に 治っ て イニ シア チ ブ を 育み 、 シ スコ と いう グロ ー バ ル 企 業 全体 で 連携 する こと で 、 よ り 多 く の 人 に 参画 を 促し 、 高 度 
な 「 コ ン シ ャ スカ ルチャ ー」 を 醸成 し て いま す 。 2023 年 度 に コミ ュ ニ ティ が 焦点 を 当て た 取り 組み の 例 を いく つか 紹介 し ます 。 


Adult Caregivers Network 
介護 者 コミ ュ ニ ティ に 教育 と リソー ス を 提供 


QO Cisco Women in Cybersecurity 
女性 を 対象 と し た テク ノロ ジー 分 野 の キャ リア 


紹介 


Conexion 

JA 

TK ラテ ン 系 お よび ヒス パニ ッ ク 系 の 従業 員 を 対象 と 
し た リー ダー シッ プ コー チン グ プロ グラ ム の 立ち 
上 げ 


Connected Asian Affinity Network 


DO 
( シ \ ツ アジ ア 人 お よび アジ ア 系 アメ リカ 人 従業 員 の キャ リア 
の 向上 支援 


Q 


& 
jj 
「] 


Connected Black Professionals 
黒人 の 人 材 を 採用 、 維 持 


Connected Disability AwarenesSs 
Network 


アウ クセ ジ シビ リ テ ディ 障がい 。 ニュ ー ロ ダイ パー ジェ ン 
ス に 対す る 意識 向上 


Women of Cisco 
DEI と サス テ ナ ビ リティ が 交わ る ポイ ント を 強調 


Interfaith Network 
信仰 を 持つ 人 人々 の ニー ズ に 配慮 し た 方 針 の 提唱 


今後 の 展望 


29 


イン クル ー シ プ ブ コ ミュ 
ニテ ィ の 数 


316 


支部 数 


の 
か 国 に 設置 
1.000 人 
層 

ボラ ンティア リー ダー 
の 人 数 
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に 


キャ リア を 促進 する 人 上 脈 の 構築 


シス コ に は 、 過 小 評価 され て いる 従業 員 と の 関係 を 構築 し 、 機 会 を 創出 する た め の プ ログ ラム が いく つか あり ます 。 い ずれ の プロ グラ ム も 数 年 前 か ら 実施 
し て お り 、 次 の よう な 有意 義 な 結果 が 出 始め て いま す 。 4 の 
すみ こう し た プロ グラ ム を 受講 し て 、 自 分 の キャ 

リア が 加速 し 始め た と 実感 し まし た 。 そこ 

で 自分 の 可能 性 に 気づき 、 本 腰 を 入れ て 


= = へ 、 ーー ミー RG 
The Multiplier Effect 触れ 合い イニ シア チ ブ Jump と DARE 取り 組み 始め た の で す 。 勇気 を 持っ て 行動 
シス コ の リー ダー に 、 自 分 と は 異な る 経歴 を 持つ あら ゆる 多様 性 の 中 で リー ダー と 従業 員 が 実際 の シス コ で キャ リア を 積ん で いく うえ で 必要 な 知識 する こと の 大 切 さ を 教え て も らい まし た 。 
従業 員 の 後援 を 依頼 経験 に つい て 1 対 1 で 話し 合う こと を 奨励 と ツー ル を 提供 する こと で 、 将 来 の 女性 リー ダー 最初 は まっ た く 知 ら な い 人 で も 、 本 当 に 親 
の 定着 を 実現 し い 友 人 に 支え られ て いる よう に 感じ られ 
ます 」 
1 00% ノ , | 00 回 以上 ノ 400 人 以 | - Nish Parkar、 Jump と DARE の 修了 生 、 マ ー ケ ティ 


ング / コミ ュ ニ ケー ショ ン リ ー ダ ー 
後援 を 約束 し た バイ スプ レジ デン ト 以 上 2019 年 以降 開催 され た 相手 の こと を 現時 点 で の DARE プロ グラ ム と Jump 6 
の リー ダー の 割合 知る た め の 会 議 の 回 数 プロ グラ ム の 修了 生 


は じ め に 


私 た ち 
の カカ 


すべ て の 
本 来 人 に 


征 業 員 の 体験 


従業 員 の 声 に 耳 を 傾け 、 従 業 員 か ら 学 ぶ こ と で 、 優 れ た アイ 
デア と 洞察 が 得 ら れ ま す 。 


従業 員 が 率直 な フィ ー ド バッ ク を 定期 的 に 提供 で きる チャ ネル の 1 つ に 、 
2016 年 度 に 最初 に 立ち 上 げた 「Real Deal」 調査 が あり ます 。 この 調査 の 
最近 の 回 答 で よく 見 られ た テー マ が 、 キ ャ リア アッ プ の 道筋 を 明確 に し て ほ 
し いと いう も の で し た 。 これ を きっ か け に 、 従 業 員 が 専門 能力 の 開発 を 促 
進 で きる よう 、 シ スコ 初 の 専用 キャ リア 戦略 で ある 「 キ ャ リア と 学習 」 を 立 
ち 上 げ ま し た 。 キャ リア は 個人 が 主導 し 、 リ ー ダ ー が その 手助け を し 、 周 
り の シス テム が 支え る べき で ある と いう 考え に 基づい た 戦略 で す 。 


シス コ の 人 材 戦略 も 、 継 続 的 に 実施 し て いる 「 未 来 の 働き 方 」 の 調査 に 基 
づい て いま す 。 この 調査 で は 、 従 業 員 体 験 を 分 析 し 、 ハ イブ リッ ド ワ ー ク 
を 推進 する 従業 員 に ソリ ュー ショ ン に 関す る 情報 を 提供 し て いま す 。 この 
調査 と Real Deal か ら 得 た イン サイ ト に より 、 リ ー ダ ー に 、 定期 的 に チェ ッ 
クイ ン を 提出 する こと で 従業 員 の 意欲 が 高まり キャ リア を うま く 積 み 上 げ ら 
れる こと 、 ま た 従業 員 が リー ダー と 着実 に オー プン な 会 話 を 続け て いき た 
いと 考え て いる こと が 明らか に な り ま し た 。 こ うし て 得 た 学び は 、 今 年 新 し 
い パ フォ ー マ ン ス お よび 能力 開発 戦略 を 導入 し 、 リ ー ダ ー と チー ム を 成功 
こ 導 くう え で 参考 に な り ま し た 。 


230 万 件 


チー ム ス ペ ー ス で の チェ ッ ク イ ン の 件 数 


85% 8% 
チェ ッ ク イ ン を 提出 し た 2022 年 度 か ら 
従業 員 の 割合 の 増加 率 


今後 の 展望 
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チー ム 開 発 の 促進 


社内 の 調査 と フィ ー ド バッ クチ ャ ネル を 通じ て 、 こ れ ま で 以上 に 多く の 関心 が 開 
発 リ ソー ス に 集まり まし た 。 そ こ で シス コ で は 、 全 従業 員 を 対象 と し た 四半 期 
単位 の プロ グラ ム 「Illuminate」 を 開発 し まし た 。 2022 年 に Illuminate へ の 取 
り 組み を 開始 し 、 2023 年 度 は 全体 的 な 成長 に 向け た 新た な 重点 分 野 を 
Iluminate に 取り 込み まし た 。 Iluminate Your Career は 、 全 従業 員 が 自身 の 
ブラ ンド を 構築 し 、 人 脈 を 広げ る こと で 、 キ ャ リア 志向 が 高まる よう 動機 付け 
する こと を 目的 と し て いま す 。 この イベ ント 後 、 社 内 の 「 キ ャ リア と 学習 」 サ イ 
ト へ の アク セス が 591% 増加 し まし た 。 パ ー ソ ナラ イズ され た 1 対 1 の キャ リ 
ア コー チン グ セッ ショ ン へ の アク セス も 、 全 従業 員 に 広がり まし た 。 llluminate 
Your Team で は 、 リ ー ダ ー と チー ム が ハイ ブリ ッ ド 環境 で 健全 で パフ ォ ー マ ン 


で きる よう に な り ま し た 。 こ の イベ ント 後 、 参加 者 の 90% が 、 策定 し た アク ショ 
ンプ ラン が チー ム 連 携 の 改善 に 役立つ の は 間違い な いと 回 答 し まし た 。 


こと こそ どい うと き の チ ー ム の スキ ル 

oO 
パリ リア 
私 た ちの 世界 と 仕事 の 周り に は テク ノロ ジー が あふ れ て いま す 。 今 、 働 く 人 に と っ 
て 技術 リテラ シー が さま ざま な 分 野 で ます ます 重要 に な っ て いま す 。 シ スコ の 
TECH for Non-TECH プロ グラ ム は 、 非 技術 系 の 従業 員 の スキ ル ア ッ プ と キャ 
リア モビ リティ に 重点 を 置い た も の で 、 シ スコ 製品 の 技術 的 側面 を 深く 理解 す 
る こと を 目的 と し て いま す 。 双方 向 の オン ライ ン 授 業 で は 、 ク ラウ ドコ ン ピ ュ ー 
ティ ング 、 ネッ トワ ー キ ング 、 デー タ サ イエ ンス 、 セキ ュ リ ティ 、 ソフ トウ ェ ア 開 発 、 
新興 テク ノロ ジー な どの トピ ッ ク を 取り 上 げ て いま す 。 2023 年 度 に は 新た に 
21 コー ス を 開講 し 、7471 人 が 参加 し まし た 。 
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従業 員 の 力 
2023 年 度 は 、 220 人 を 超す ボラ ンティア が 新た に ア 
ン バ サ ダー ハブ に 参加 し まし た 。 アンバサ ダー ハブ は 、 
シス コ の カル チャ ー を 熱心 に 擁護 する 人 た ちの 参画 

を 促進 する こと を 目的 と し た 社内 サイ ト で す 。 ここ で 
は 、 新 入社 員 向 け の オン ボー ディ ング プロ グラ ム に 参 
加 し た 従業 員 や 、 ラ イブ パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン で 

体験 談 を 語っ て くれ た 従業 員 を 表彰 し て いま す 。 


~~ 

入社 当日 か ら シ スコ の カル チャ ー 
を 育成 

新入 社員 は 、 オ リエ ン テ ー シ ョ ン (My Onboarding Journey) の 一 環 と 
し て シス コ の あら ゆる 面 を 学び 、 カ ルチャ ー ア ン バ サ ダー の 歓迎 を 受け ま 
す 。 カルチャー アン バ サ ダ ー は 、 オ リエ ン テ ー シ ョ ンプ ロ セ ス の 一 環 と し 
て パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン に ボラ ンティア で 参加 する こと で 、 知 識 の 共有 
や メン ター 制度 を 通じ て シス コ の 企業 文化 と コミ ュ ニ ティ 意識 を 育成 し ま 
す 。 カ ルチャ ー ア ン バ サ ダー 自身 の 視点 や 体験 を 共有 し 、 イ ンク ルー シブ 
な 環境 の 構築 を 支援 し ます 。 イ ンク ルー シブ な 環境 で は 、 世 界 中 の 新入 
社員 が サポ ー ト され 、 力 を 与え られ 、 勇 気 を も ら え ます 。 こ れ は 、 シ スコ 
の 基本 理念 の 1 つ で ある 「 ベ スト を 尽く す 」 を 実現 する こと で も あり ます 。 
ボラ ンティア で 参加 し た パネ リス ト の Lisa Andrews は 、「 コ ラボ レー ショ 
ン で 成果 を 出せ る 活力 に 満ち た チー ム を 育成 で きれ ば 、 シ スコ の ビジ ネス 、 
従業 員 、 コ ミュ ニテ ィ の すべ て に 利益 が も た ら さ れ ま す 」 と 述べ て いま す 。 


シス コ の 事例 、 課 題 、 ソ リュ ーション を 
共有 する こと で 、 シ スコ の 一 員 で ある こ 
と の 意味 を より 包括 的 に 理解 で きま す 」 


- Mohit Sharma、 コ ン サ ル テ ィ ン グエン ジニ ア 


RIIRI IP 
CISCO 


ESG 
レポ ー ト ハブ 


すべ て の 
本来 人 に 


健康 と 
心身 の 充実 


シス コ は 、 組 織 の 成長 と 回 復 力 の 基盤 は 従業 員 の 健康 で ある と 
認識 し て お り 、 従 業 員 が 自分 と 家族 の 健康 を 維持 で きる よう に 
支援 し ます 。 


健康 と 心身 の 充実 の プロ グラ ム が 従業 員 の ニー ズ に 沿っ た も の に な る よう に 、 
Real Deal 調査 、 心 身 の 充実 に 関す る 広範 な 調査 、 イ ンク ルー シブ コミ ュ ニ ティ 
と の パー トナ ー シ ッ ズ 医療 動向 の モニ タリ ング な ど を 通じ て 積極 的 に 意見 を 
求め て いま す 。 


子育て に 関す る 多様 な 課題 へ 
対応 


シス コ は 、 子 育て 世代 に 特有 の ニー ズ に 対応 する 目的 で さま ざま な 手当 を 提 
供し て いま す 。 RethinkCare は 学習 面 、 社 会 的 な 面 、 行 動 面 で の 困難 を 抱え 
る 子供 や 発達 障害 が ある 子供 を 持つ 親 を サポ ー ト する プロ グラ ム で あり 、 専 
門 家 に よる コン サル ティ ング 、 科 学 的 根拠 に 基づく 教育 、 ス キル ベー ス の コン 
テン ツラ イブ ラリ を 提供 し て いま す 。 2023 年 度 に は 新た に 、 子 供 の か ん し ゃ 
く の 対 処 、10 代 の 若者 と の 効果 的 な コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 デバ イス の 適切 な 利 
用 な ど 、 今 日 の 子育て に お ける さま ざま な 問題 に つい て サポ ー ト や アド バイ ス 
を 提供 で きる よう 支援 内 容 を 拡充 し て いま す 。 


? 健康 、 心 身 の 充実 、 福 利 厚生 、 人 
の 安全 を 守る た め の プ ログ ラム の 詳細 を ご 
III だ さい 。 


CISCO 


ESG 
レポ ー ト ハブ 
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ニュ ー ロ ダイ バー シテ ィ に 対す る 
支援 の 拡大 


誰 も が 成長 で きる 職場 を 築く に は 、 ニ ュー ロダ イ バ ー ジ ェ ン ト な 従業 員 の 声 に 
耳 を 傾け る こと が 不可 欠 で す 。 シ スコ は 2023 年 度 に 、 ニ ュー ロダ イ バ ー ジ ェ 
ント に 世界 の 注目 が 集まる よう に Connected Disability Awareness 
Network (CDAN) と いう 重点 領域 を 創設 し まし た 。 ま た 、 ヨー ロッ パ 、 中東 、 
フリ カ (EMEA) 地域 の CDAN 支部 は 、 ニ ュー ロダ イ バ ー シ ティ に 配慮 し 

た 環境 づく り を 支援 する コン サル ティ ング 会 社 Lexxic 社 と 提携 し て 、 ニ ュー 
ロダ イ バ ー ジ ェ ン ト な 従業 員 の ニー ズ に 合わ せ た 教 育 と リソー ス を 提供 し て い 
ます 。 英 国 で は 、 ロ ンド ン オ フィ ス を 改装 する 際 に ニュ ー ロ ダイ バー ジェ ンス 
と 感覚 に 配慮 する こと で 、 未 来 の 職場 設計 の 先例 を 確立 し まし た 。 こう し た 
進歩 を 主 に 牽引 し て きた の は ニュ ー ロ ダイ バー ジェ ント なお 従業 員 自 身 で あり 、 
変革 を も た ら す 対話 が 生ま れ 、 組 織 内 に 有意 義 な 変化 が 起き まし た 。 


Cisco Mind Set プロ グラ ム の 進化 


Cisco Mind Set は 、 従 業 員 が スト レス を 管理 し 、 心 身 を より 一 層 充 実 させ ら 
れる よう に 支援 する も の で す 。 シ スコ は 2023 年 度 に 、 個 人 に 焦点 を 当て た 
この プロ グラ ム を チー ム の 体験 へ と 変え る パイ ロッ トイ ニシ ア チ ブ を 開始 し ま 
し た 。 そ の 結果 、 チ ー ム 全体 で マイ ンド フル ネス トレ ー ニ ング に 取り 組み 、 
マイ ンド フル ネス て で 実践 し た こと を チー ム の 定型 業務 や 仕事 の や り 方 に 組み 込 
め る よう に な り 、 カ ルチャ ー の 変化 が 進ん で いま す 。 


は じ め に 


私 た ち 
の カカ 


すべ て の 
木 来 人 に 


女性 の ウェ ルネ ス を 支援 


シス コ は 、 話 題 に する の が 難し い 繊 細 な トピ ッ ク か ら も 目 を 背け ませ ん 。 
Women of Cisco イン クル ー シ ブ コミ ュ ニ ティ が 毎年 開催 し て いる Women 
of Impact イベ ント で は 、「 中 年 期 を 乗り 越え る 」 な ど 、 女 性 の 健康 に 関す る 
重要 な 関心 事 に つい て ディ スカ ッ シ ョ ン を 行い まし た 。 更年期 障害 に 関連 す 
る 問題 に つい て 議論 が 交わ され 、 シ ニア リー ダー が 個人 的 な 体験 談 を 紹介 す 
る こと も あり まし た 。 こう し た 徹底 的 な 議論 が 、 地 域 に 波及 効果 を も た らし 
まし た 。 特 に 英国 が 顕著 で 、 従 業 員 と 専門 家 が 不妊 、 月 経 、 子 供 の 喪失 に 
つい て 公 の 場 で 話し 合い まし た 。 


対話 は 始ま り に すぎ ませ ん 。 ま た 、 米 国 で 新しい オン ライ ン 骨 盤 健 康 プ ログ 
ラム を 開始 し て 、 女 性 の 健康 に 専心 し て 取り 組む 姿勢 を 示し まし た 。 こ れ は 
先駆 的 な イニ シア チ ブ で あり 、 さ ま ざ ま な ライ フス テー ジ で 骨盤 を 健康 に 保 て 
る よう オン ライ ン 理 学 療法 を 実施 し て いま す 。 膝 構 造 が 原因 で 子供 を 持て な 
い 可 能 性 が ある 女性 、 妊 娠 を 希望 する 女性 、 出 産経 験 が ある 女性 、 更 年 期 
を 迎え た 女性 た ちの ニー ズ に 対処 し ます 。 


メン タル ヘル ス の 公平 性 を 優先 


シス コ は 、 心 の 健康 と 心身 の 充実 を 尊重 し て 優先 し 、 メ ンタ ル ヘ ルス の 問題 
の 治療 を 求め る 人 々 へ の 偏見 を な くす 職場 環境 の 構築 に 取り 組ん で いま す 。 
メン タル ヘル スケ ア を 手軽 に 受け られ る よう に する こと は 重要 な こと で あり 、 
それ を 踏ま えて 先ごろ 包括 的 な メン タル ヘル スパ リティ 分 析 に 着手 し 、 さ ま ざ 
まな 国 で 身体 の 健康 と メン タル ヘル ス に 求め られ る ニー ズ 間 の カバ レッ ジ 
ギャ ッ プ を 調べ まし た 。 一 部 の 地域 で は 、 身 体 の 健康 上 の 問題 を サポ ボー ト す 
る た め に 用 意 さ れ て いる も の が メン タル ヘル ス の サポ ー ト に 反映 され る よう に 
カバ ー 和 範囲 を 調整 し まし た 。 し か し 、 世 界 の 地域 に よっ て は 保険 市 場 と 医療 
制度 を 取り 巻く 状況 が 複雑 で る る た め 、 い くつ か ギャ ッ プ が 残っ て いま す 。 シ 
スコ は 継続 的 に プロ バイ ダー ネッ トワ ー ク に 必要 な 変更 を 提案 し て お り 、 自 社 
従業 員 へ の サポ ー ト を 強化 する だ け で な く 、 業 界 全 体 に 改善 が 広がる よう 取 
り 組み を 進め て いま す 。 
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es 


シス コ で は 、 メ ンタ ル ヘ ルス こそ が 健康 で 
ある と 考え て いま す 。 健康 と 心身 の 充実 に 
関し て 、 あ ら ゆ る 面 で 従業 只 を サポ ー ト し 
て 初め て 、 イ ンク ルー シブ で 信頼 で きる 文 
化 を 築く こと が で きま す 」 

- Sheila Champion-Smeeth、 

ウェ ルビ ー イ ング 部 門 グ ロー バル 責任 者 


・ ュー 私 た ち 
は じ め に の カカ 


佐 業 具 の _ 
ゴ ミユ ー テ ブイ へ の 
真 献 


社会 貢献 は 、 シス コ の カル チャ ー の 重要 な 一 面 で す 。 従業 員 が 
シス コ の パー パス を 実現 する た め の 手 段 で あり 、 従 業 員 の 参画 
を 示す も の で も あり ます 。 


2023 年 度 に は 、 従 業 員 の 85% が コミ ュ ニ ティ 貢献 活動 に 参加 し 、 過 去 最 

高 水準 と な り ま し た 。 自分 が 関心 を 持っ て いる 活動 へ の 賛同 、 環境 保全 活動 、 
ボラ ンティア 活動 (オン ライ ン お よび 対面 )、 寄 付 ・ デ ジタル 社会 貢献 体験 、 

ラン チタ イム を 利用 し た 非 営 利 団体 に つい て の 勉強 会 な ど 、 シ スコ で は 従業 

員 の 活動 に に る イン パク ト を 測定 し て いま す 。 また 、 新 た に コミ ュ ニ ティ 貢献 
活動 ポー タル を 立ち 上 げ 、 寄 付 マ ッ チ ング の 対象 と な る 非 営 利 団体 を 指名 す 
る 際 の 最低 金額 を な くし まし た 。 そ の た め 、 従業 員 が 行動 を 起こ す 際 の 障壁 
が 低く な り 、 2023 年 度 に は 2,700 万 米ドル 以上 を 従業 員 の 寄付 と マッ チン グ 
ギフ ト と し て 非 営 利 団 体 に 寄付 し まし た 。 


この ほど シス ニコ 従 業 員 の コミ ュ ニ ティ 貢献 活動 へ の 参加 状況 と 業績 を 3 年 に 
わた っ て 調べ る 調査 を 終え 、 シ スコ で 働き 続け る 可能 性 、 周 りか ら 評 価 さ れ 
る 可能 性 、 昇 進 の 可能 性 な ど を 探り まし た 。 その 結果 、 コミ ュ ニ ティ 貢献 活 
動 に 取り 組ん で いる 従業 員 、 リ ー ダ ー、 チ ー ム は そう で な い 人 た ちよ り も 高い 
成果 を 上 げ て いる と いう 、 以 前 か ら 感 じ て い た こと が 裏付け られ まし た 。 


この 調査 に よっ て 、 自 分 が 関心 を 持っ て いる 活動 を 推進 する 、 チ ー ム に 積極 
的 な 参画 を 求め る 、 専 門 能力 の 開発 に 寄与 する 価値 ある リー ダー シッ プス キ 
ル を 習得 する と いっ た 数 々 の 従業 員 事 例 と 一 致す る こと が 明らか に な っ た わ 
け で す 。 この 相関 関係 か ら 、 コ ミュ ニテ ィ へ の 貢献 と いう ミッ ショ ン に 意欲 的 
な 従業 員 を 集め る こと が で きれ ば 、 シ スコ の 勢い が 増し 、 パ ー パ ス の 実現 に 
向け て 突き 進め る よう に な り ま す 。 


未来 すべ て の 


年 に 1 回 以上 コミ ュ ニ ティ 貢献 
活動 に 参加 し て いる 従業 員 は 、 

参加 し て いな い 従 業 員 と 比べ て 
次 の よう な 成果 を 上 げ て いま す 。 


e 離職 率 が 低い 
e 昇進 率 が 高い 


e 同僚 か ら の 評価 が 高い 
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参加 する こと が 力 に な る 
2020 年 度 以降 
刀 
80% 超 
アド ボカ シー 活動 、 ボ ラン ティ ア 寄付 と いっ 


た コミ ュ ニ ティ 貢献 活動 に 毎年 参加 する 従業 員 
の 割合 


1 億 2.700 万 米ドル 


僚 軸 の 天 付 と マッ チン グ ギフト を 通 じ て 提供 
し た 金額 


200 万 時 間 


ボラ ンティア 活動 に 費やし た 時 間 


7100 以上 


支援 の 対象 と な っ た 国際 的 な 活動 と 米国 の 学 
校 の 数 


2023 年 度 


71 ,000 人 以上 


会 買 献 活動 を し た 従業 員 の 数 


2.700 万 米ドル 


従業 員 の 寄付 と マッ チン グ ギ フト を 通じ て 提供 
し た 金額 


702,000 時 間 以 上 


従業 員 が ボラ ンティア 活動 に 費やし た 時 間 


・ 私 た ち 
は じ め に の カカ 


環境 の 保護 


シス コ の 従業 員 は 、 サ ステ ナビ リティ に 積極 的 に 取り 組ん で いま す 。 世界 中 
に 24 の グリ ー ン チー ムネ ットワーク が あり 、 環 境 の 変化 を 促進 し 、 循 環 型 設 
計 と サス テ ナ ビ リティ ソリ ュー ショ ン に 関す る リソー ス と トレ ー ニ ング を 提供 し 
て いる ほか 、 アー ス デ イ を 祝 し て 毎年 SustainX イベ ント を 主催 し て いま す 。 


シス コ は 、 25 年 以上 に わた っ て 電子 機器 の リサ イク ルイ ベン ト を 主催 し 、 
2023 年 に は 111 トン の 材料 を 回 収 し まし た 。 従業 員 は 、 清 掃 ボ ラン ティ ア 
に も 参加 し て いま す 。 た と えば イン ド の バン ガロ ー ル 近く に ある トッ ティ カル 滝 
は 自然 保護 地域 と し て 人 気 の ス ポッ ト で す が 、 ポイ捨て と 汚染 に よっ て 自然 の 
美 し さ が 損なわ れ て いま す 。 2023 年 度 は シス コ か ら 250 人 を 超え る ボラ ン 
ティ ア が この 地域 の 清掃 活動 に 参加 し 、 2.200 ポン ド 以 上 の ご み を 収集 し ま 

し た 。 


また 先ごろ 、「Ask The Experts」 プ ログ ラム を 立ち 上 げ ま し た 。 より 持続 可 
能 な 未来 を 実現 する た め に 最新 テク ノロ ジー を どの よう に 活用 し て いる か に つ 
いて 、 従業 員 が シス コ の オピニ オン リー ダー か ら 話 を 聞く と いう プロ グラ ム 
で す 。 


we すべ て の 
木 来 人 に 


イッ クル ーション と イン パク ト を 
つなぐ 


シス コ の イン クル ー シ ブ コミ ュ ニ ティ で は 、 従業 員 が コミ ュ ニ ティ へ の 参画 も 含 
め 関 心 の ある アイ デン ティ ティ や トピ ッ ク に 関わ る こと が で きま す 。 た と えば ホー 
ムレ ス 間 題 に 関心 を 持つ 従業 員 の 参画 機会 を 広げ る た め に 、 HAVEN を 立ち 上 
げ ま し た 。 Women in Science and Engineering グル ー プ で は 、 科 学 、 技 術 、 
工学 、 数 学 (STEM) の キャ リア を 目指 す 女 性 を 対象 に に 、 キ ャ リア パネ ルディ 
スカ ッ シ ョ ン 、 コーチ ング イベ ント 、 模 擬 面 接 を 実施 し まし た 。 Alzheimer's 
Support Network は 、 毎 年 恒例 の エグ ゼクティ ブ オ ー ク ショ ン を 開催 し 、 シ ス 
コ の 全国 的 な アル ツ ハ イマ ー 病 チー ム の た め に 152,000 米ドル を 調達 し まし 
た 。 そ の 結果 、 シ スコ は 「Walk to End Alzheimer's」 の テク ノロ ジー 資金 調 
達 部 門 で 第 1 位 の チー ム に な り ま し た 。 


社会 貢献 の た め に 活動 し て いる 
シス コ の 従業 員 や さま ざま な 都 
市 や 国 の 人 々 の 話 を 聞い て 常に 
イン スピ レー ショ ン を 得 て い ま 
す 。 テ クノ ロジ ー、 慈善 活動 、 
コミ ュ ニ ティ へ の 参画 を 通じ て 、 
シス コ は 実際 に この 地球 に 大 き 
な 足跡 を 残す 機会 を 手 に し て い 
ます 。」 
- Jonathan Davidson、 
シス コネ ッ ト ワ ー キ ング 担当 シニア バイ 
スプ レジ デン ト 兼 ゼネ ラル マネ ー ジ ャ ー 
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レバ ノッ ン で 起き で いる 変化 


2023 年 度 、 シ スコ イン クル ー シ ブ コミ ュ ニ ティ 
(Lebanese at Cisco) が 、 次 の よう な イン パク ト の 
ある イニ シア チ ブ に 参加 し まし た 。 


@ 若者 の 能力 向上 :Life Project 4 Youth と 協力 し 
て 、 コミ ュ ニ ティ メン バー が 経済 的 に 恵まれ な い 
若者 に 模擬 面接 を 実施 し 、 面 接 の スキ ル を 磨い 

て 、 専 門 能力 開発 に 対す る 自信 を 育み まし た 。 


e 慈善 活動 : 社 会 か ら 取 り 残さ れ た コミ ュ ニ ティ に 
サー ビス を 提供 する 非 営利 団体 Arcenciel と 協 
力 し て 、 60 万 米ドル 以上 に 相当 する シス コ の 製 
品 と テク ノロ ジー を 寄付 し 、 レ バ ノ ン 各 地 の 12 

の セン ター を ネッ トワ ー ク で 接続 し まし た 。 


e 泰 さ 対策 : 全 国 的 な 停電 に 対応 する た め 、 メ ン 
バー が 資金 を 募っ て 北 レ バ ノ ン の 高齢 者 介護 施 
設 向け に 10 トン の 燃料 を 確保 し 、 厳 し い 冬 を 
快適 に 過ごせ る よう に し まし た 。 
@ ラマ ダン 支援 活動 : ラマ ダン 期間 中 、 非 営利 団 
体 Ahla Fawda と 提携 し て 、 レ バ ノ ン の 民間 防 
衛 機関 で ある 公 的 緊急 医療 サー ビス 向け に 食事 
会 を 主催 し まし た 。 食料 品 を 配布 し た ほか 、 
Cisco Foundation と 提携 し て 除 細 動 器 を 寄付 
し まし た 。 


シス コ 従業 員 の 活動 の 
詳細 を ご 覧 くだ さい 。 


RIIPI IP 
CISCO 


ESG 
レポ ー ト ハブ 
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は じ め に es 2 MNS2 今後 の 展望 


シブ 人 に 


持続 可能 か つ 再 生 可 能 な 地球 の 未来 
を 推進 する 


世界 中 の 企業 が 今 、 同 時 に 2 つの 変化 を 経験 し て いま す 。 1 つ は 
事業 、 製 品 、 サ ービス の デジ タル 化 で 、 も う 1 つ は 脱 炭 素 化 と 
再生 可能 な 未来 を 受け 入れ る よう 求め る ステ ー ク ホル ダー か ら の 
要求 で す 。 シス コ は 、 ど ちら の 変化 に も 対応 で きる よう お 客 様 を 
サポ ー ト し て いま す 。 そ の た め に 、 シ スコ の 事業 活動 が 環境 に 与 
える 影響 を 軽減 し エネ ルギー 効率 の 高い 循環 型 製 品 を 設計 し 
て いる ほか 、 環境 へ の 影響 を 軽減 する よう サプライ ヤ に 働き か け 、 
気候 危機 の 最前 線 に ある コミ ュ ニ ティ に 意図 を 持っ て 投資 を 行っ 
て いま す 。 


EE ・ っ ・ 


wie 私 た ち 
は じ め に の ガ 


The Plan for 
POSSIDle 


気候 変動 に よっ て 自然 災害 、 食 料 不足 、 大 量 移 民 が 増 
えて いる 今 の この 世界 で 、 シ スコ は 事業 活動 に サス テ 
ナビ リティ を 取り 入れ て いま す 。 


コラ ボレー ショ ン を 通じ て 、 持 続 可能 な 未来 だ け で な く 、 再 生 可 
能 な 未来 も 構築 で きる と 信じ て いま す 。 つ まり 、 社 会 シス テム や 環 
境 シ ステ ム を 修復 し て 成長 し 続け る 能力 を 育て る と いう マイ ンド 
セッ ト に 変え る の で す 。 


シス コ は 2005 年 、Corporate Citizenship Report を 初め て 発行 
し まし た 。 それ 以降 、 世 界 の 大 気 中 の 炭素 レベ ル は 約 379 ppm 
か ら 419 ppm に 増加 し て いま す 。 陸 と 海 の 平均 気温 は 、 0.5 度 以 
上 上 昇 し て いま す 。 こう し た 切迫 し た 状況 の 中 、 シ スコ は 2023 年 
度 に 次 世代 の 環境 保全 戦略 「The Plan for Possible」 を 発表 し ま 
し た 。 右 の 図 に 示す よう に 、 こ の 戦略 に は 3 つの 優先 事項 が あり 
ます 。 


この 新しい 戦略 を 支え て いる の は 、 シ スコ の 初代 最高 サス テ ナ ビ 
リティ 責任 者 Mary de Wysocki が 率い て 強化 し た ガバ ナン スモ 

デル で す 。 シ スコ は 2023 年 度 に 、 社 内 の 各部 門 の 代表 者 で 構成 
され る Cisco Sustainability Council を 設立 し て 、 社 内 横断 的 な 
ガバ ナン ス と 業務 遂行 を 推進 し て いま す 。 また 、 環 境 保全 に 関連 
する 社外 コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 公 的 目標 、 申 し 立て に 関す る ガバ ナ 
ンス プロ セス も 確立 し まし た 。 


ガバ ナン ス の 強化 を 通じ て リス ク を 管理 し 、 サ ステ ナビ リティ に つ 
いて コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取る 際 の 透明 性 を 高め 、 お 客 様 や 他社 
が シス コ に 期待 する よう に な っ た 高い レベ ル の 信用 を 維持 し て い 
ます 。 


イン クル ー 
ジブ 
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0 今後 の 展望 


回 復 力 の ある 
エコ ンス デム へ の 


再生 可能 な 
循環 型 モ デル 
へ の 進化 


® 


エネ ルギー 効率 の イノ ベー ( ) 
ショ ン を 牽引 する 


製品 価値 を 高め て 環境 へ の 影響 を () 
抑え る ビジ ネス モデ ル を 活用 する 


ビジ ネス が 水 、 廃 棄 物 、 生 態 系 、 
種 の 多様 性 に 及ぼ す 影 響 を 抑え る 


再生 可能 な 
未来 を つなぐ 
シス コ の 計画 


コミ ュ ニ ティ が 現実 の 気候 に 適応 で 
きる よう に する 


環境 科学 に 適応 する た め の テ クノ 
ロジ ー 創 生 に 投資 する 


クリ ー ン エネ ルギー を 採用 し 、 
送電 網 を デジ タル 化す る 


再生 可能 な 経済 を 実現 する た め ( ) 
の スキ ル と 人 材 を 育成 する 


お 客 様 、 パ ー ト ナー、 サ プラ イ 
ヤ と 協力 し て エネ ルギー 転換 
を 促進 する 


シス コ の グロ ー バ ルリ ー チ を 活用 ( ) 

し て 、 デ ジタル 化 さ れ た ネイ 
チャ ー ポ ジテ ィ ブ な バリ ュー 

チェ ー ン を 推進 する 


シス コ の テク ノロ ジー を 展開 し て 、 
生態 系 と 種 の 多様 性 を 保護 、 回 
復 す る 


シス コ の 事業 活動 で 再生 可能 
エネ ルギー を 使用 する 割合 を 
継続 的 に 増やし て いく 


Al、 loT、 ブ ロッ クチ ェ ー ン を 活用 し ( ) 
て 再生 可能 な モデ ル を 進化 させ る 


シス コ が 各 優先 事項 で サス テ ナ ビ リティ を 推進 し て いる 
方 法 の 詳細 と デー タ を ご 覧 くだ さい 。 


RIIPI IP 
CISCO 


ESG 
レポ ー ト ハブ 


= 私 た ち 
は じ め に の カカ 


クリ ー ン エネ ル 

} 3 へ の 移行 
シス コ に は 、 自 社 の 事業 だ け で な く 、 サ プラ イヤ 、 お客様 、 
コミ ュ ニ ティ を は じ め と する さま ざま な ステ ー ク ホル ダー の 


間 で 、 低 炭素 エネ ルギー へ の 移行 を 促進 で きる 機会 が あり 
まあ 


シス コ は GHG 排出 削減 に 重点 的 に 取り 組ん で お り 、 そ の 取り 組み は 
2040 年 まで に バリ ュー チェ ー ン 全体 (スコ ー プ 1、 2、 3) で ネッ ト ゼ ロ 
を 達成 する と いう 目標 に 反映 され て いま す 。 この 目標 は Science Based 
Targets イニ シア チ ブ (SBTi) の ネッ ト ゼ ロロ 基準 で 承認 され て お り 、 世 
界 の 気温 上 昇 を 産業 革命 前 と 比べ て 1.5?C に 抑え る と いう 目標 に 沿っ 
た 内 容 と な っ て いま す 。 シ スコ は 、 テ クノ ロジ ー ハ ー ド ウェ ア や 機器 を 製 
造 する 企業 の 中 で 、 自 社 の ネッ ト ゼ ロ 目 標 が SBTi の ネッ ト ゼ ロ 基 準 を 
満た し て いる こと が いち 早く 検証 され た 企業 の 1 社 で す 。 


ネッ ト ゼ ロ を 達成 する た め に 、 シ スコ は バリ ュー チェ ー ン 全体 で 排出 量 
を 削減 する こと に 重点 を 置い た アプ ロー チ を 採用 し て いま す 。 2040 年 ま 
で に すべ て の スコ ー プ の 排出 量 を 少な く と も 90% 削減 し 、 高 品質 の 炭 
素 除去 オフ セッ ト を 使用 し て 、 残 存 排出 量 の 削減 を 10% 未満 に する こ 


と が 目標 で す 。 
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GHG 排出 削減 目標 


ネッ ト ゼ ロロ 目標 


2040 年 度 ま で に : スコ ー プ 1、 2、 3 の 絶対 排出 量 を 90% 削減 し 
て GHG 排出 量 ネ ッ ト ゼ ロ を バリ ュー チェ ー ン 全体 で 達成 する 
(2019 年 度 基準 ) 。 ' 


ー 以下 に 示す 短期 目標 で 進捗 状況 を 報告 し て いま す 。 


短期 目標 


2025 年 度 ま で に : スコ ー プ 1 と スコ ー プ 2 の 絶対 排出 量 を 90% 削減 する (2019 年 度 基準 )。 ' 

ー ラ 48% 削減 

2030 年 度 ま で に : 購入 し た 製品 と サー ビス 、 輸 送 お よび 配送 (上 流 )、 販 売 し た 製品 の 使用 に よっ て 排出 され る 
スコ ー プ 3 の 絶対 排出 量 を 30% 削減 する (2019 年 度 基準 )。 ぐ * 


ー ラ 14% 削減 (シス コ が 現在 使用 し て いる スコ ー プ 3 排出 量 の 計算 方 法 に 基づく 。 今 後 変更 され る 可能 性 あり ) “ 


' 残り の 排出 量 は 大 気 中 か ら 同 量 を 除去 する こと で 中 和 し ます 。 

^ 2030 年 度 の 目標 に 対し て 報告 され る 基準 値 や 進捗 状況 に は 、 製 造 、 部 品 、 倉 庫 の サプライ ヤ か ら 購 入 し た 製品 と サー ビス 、 シ スコ が 購入 し た 航空 輸送 か ら の 
輸送 お よび 配送 (上 流 )、 販 売 し た 製品 の 使用 が 含ま れ て いま す 。 

*2023 年 度 に 「 ス コー プ 3 カテ ゴリ 77 : 販売 し た 製品 の 使用 」 の 計算 方 法 を 温室 効果 ガス (GHG) プロ トコ ル に 合わ せ て 更新 し まし た 。 現 在 の 方 法 の 詳細 と 、 
以前 の 方 法 を 使用 し て 追跡 し た デー タ と 目標 の 詳細 に つい て は 、 ESG レポ ー ト ハブ の 「 戦 略 、 目 標 、 排 出 量 の デー タ 」 セ クシ ョ ン で 過去 の GHG の 計算 方 法 の 
詳解 を ご 覧 くだ さい 。 

* 進捗 状況 ひ 、 シ スコ が 毎年 販売 する 製品 の 数 と 種類 に 基づい て 、 前 年 比 で 変動 する も の と 想定 し て いま す 。 2023 年 度 は 、 製 品 の 売上 が 伸び て GHG 排出 量 
が 増え た た め 、 進 捗 状況 は 2022 年 度 か ら 後 退 し て いま す 。 
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は じ め に 2 "7 MS 今後 の 展 思 


フッ トブ プリ ント に よっ て 今後 の 道筋 が 決ま る 仕組 み マ ぐ 半量 削減 の 戦略 、 目標 、 デ ー タ の 詳細 


を ご 覧 くだ さい 。 


RIIPIIP 
CISCO 


ESG 
レポ ー ト ハブ 


シス コ の 2023 年 度 の カテ ゴリ 別 排出 量 と 脱 炭 素 戦略 


23% 


q め 、 | 調達 お よび 製品 製造 (スコープ 3 カテ ゴリ 
\ び / 1 お よび 2) 


シス コ の 排出 量 の 約 4 分 の 1 は 、 購 入 し た 製品 や 
サー ビス (資本 財 な ど ) に よる も の で す 。 具体 的 に は 、 
シス コ の 部 品 や 製品 の 製造 と 保管 、 事 業 を サポ ー ト 
する 商品 の 調達 な ど で す 。 シ スコ は サプライ ヤ と 連携 
し て 、 再 生 可 能 エ ネル ギー の 使用 状況 に 対す る 理解 
を 深め 、 排 出 量 削 減 目 標 を 設定 し て 、 サ プラ イヤ に 
よる 排出 量 へ の 取り 組み を 支援 し て いま す 。 


bh% 

ロジ ステ ィ ク ス (スコ ー プ 3 カテ ゴリ 4) 

シス コ は 、 空 輸 よ り も 海運 を 優先 し 、 排 出 量 の 少な い 輸 送 
方 法 に 移行 する よう サプライ ヤ に 働き か ける こと で 、 製 品 の 
上 流 で の 輸送 や 配送 で 生じ る 排出 量 に 対処 し て いま す 。 


1% 未満 

/ 
直接 的 な 事業 活動 (スコ ー プ 1 お よび 2) 
シス コ の 施設 や 資産 の 運用 に 伴う 排出 が 排出 量 の 1% を 占 
め て いま す が 、 シ スコ が 直接 管理 で きる 排出 も あり ます 。 シ 
スコ は 、 再 生 可 能 エ ネル ギー、 エ ネル ギー 効率 、 建 物 と 車 
両 の 電動 化 に 投資 する こと で 、 こ うし た 排出 に 取り 組ん で い 
ます 。 


2% 

その 他 の すべ て の スコ ー プ 3 排出 量 
シス コ の 排出 量 に は 、 従 業 員 の 出張 や 通勤 、 下 流 で の 製品 
輸送 、 使 用 済み 製品 の 処理 な ど 、 ス コー プ 3 の 他 の カテ ゴ 
リ に よる も の も わずか に 含ま れ て いま す 。 現在 、 こ うし た カ 
テ ゴ リ の 排出 量 を 削減 する 機会 を 模索 し て いま す 。 


/0% 
製品 の 使用 ( スコープ 3 カテ ゴリ 11) 
シス コ の 排出 量 の 大 部 分 は 、 製 品 の 使用 中 に 消費 され 
る エネ ルギー に よる も の で す 。 シス コ は 、 冷却 シ ステ ム 、 
光学 部 品 、 電 源 な ど 、 製 品 の エネ ルギー 効率 向上 に 投 
資す る と と も に 、 お 客 様 の 再生 可能 電力 の 使用 と 戦略 
を 理解 する こと で 、 排 出 量 に 対処 し て いま す 。 


注 : 数 値 は 四捨五入 され て いる た め 、 合 計 が 700% に な ら な い 場 合 が あり ます 。 


・ k= 私 た ち 
は じ め に の カカ 


お 客 様 と パー トナ ー は 、 再 生 可 能 な 未来 を 築く 

た め の シ スコ の 環境 戦略 に お いて 重要 な 存在 で 

す 。 シ スコ は 、 お 客 様 が サス テ ナ ビ リティ 目標 に 
向け て 前 進 し 、 エ ネル ギー 消費 の 最適 化 、 コ ス 
ト の 削減 、 パ フォ ー マ ン ス の 向上 、CC2 排出 量 
の 最小 化 を 実現 する よう 支援 で きる 独自 の 立場 に 
あり ます 」 


-Mary de Wysocki、 最 高 サ ステ ナビ リティ 責任 者 


イン クル ー すべ て の 
シブ 人 に 


より 持続 可能 な 製品 の 開発 


シス コ の スコ ー プ 3 排出 量 の 大 部 分 は 、 製 品 の 使用 に よる も の で す 。 製品 
の 設計 に 循環 性 と 持続 可能 性 を 取り 込む こと で 、 大 き な 影 響 を 与え る こと が 
で きま す 。 シ スコ は スコ ー プ 3 の 排出 量 と お 客 様 の 排出 量 の 削減 に 取り 組 
ん で お り 、 その た め に エネ ルギー 効率 の 高い 製品 を 設計 し 、 ス マー トビ ルディ 
ング と いっ た 持続 可能 な イン フラ スト ラク チャ に 電力 を 供給 する ソリ ュー ショ 
ン を 開発 し て いま す 。 た と えば 先ごろ 発表 し た Cisco Silicon One G200 
チッ プ は 、 コス ト と 消費 電力 を 抑え る と と も に ワー クロ ー ド を 最適 化し ます 。 
Unified Computing System サー バー は 、10 年 以上 に わた っ て サス テ ナ ビ 
リティ を 念頭 に 設計 され て きま し た 。 同 サー バー は 先ごろ 、 2023 年 
Sustainability, Environmental Achievement, and Leadership (SEAL) 
Sustainable Product Award を 受賞 し まし た 。 モ ジュ ー ル 式 で 簡単 に 取り 
外し 可能 な 部 品 で 構成 され て いて 、 ア ッ プ グレ ー ド が 可能 な 設計 に な っ て い 
る た め 、 シャーシ 、 電源 、 冷 却 と いっ た 主要 な 部 品 の 使用 期間 を 延ばす こ 
と が で きま す 。 ま た 、 修 理 や 再 利用 、 最 終 的 に は リサ イク ル の た め に 設 証 
が 最適 化 さ うれ て いま す 。 最新 の X シリ ー ズ アー キテ クチ ャ は 、 効 率 的 な 
54V 配電 、 イ ン テ リ ジェ ント な ファ ン 制 御 、 ゾ ー ン ベー ス の 冷却 、 80 Plus 
Titanium 規格 の 電源 な どの 革新 的 な 技術 も 備え て いま す 。 


ネッ トワ ー ク イン フラ が ます ます 複雑 に な る 中 、 Nexus Dashboard は デー 
タ セ ンタ ー と クラ ウド ネッ トワ ー キ ング の 運用 を 統合 する 単 一 の フォ ー カ ルポ 
イン ト と し て 利用 で きま す 。 運 用 担当 者 は 、 テ レ メ ト リ を 使用 し て Cisco 
Nexus Dashboard Insights サス テ ナ ビ リティ レポ ー ト を 読む こと で 、 担 当 
する ネッ トワ ー ク が エネ ルギー、 コ スト 、 排 出 量 に どの よう な 影響 を 与え る 
か を 知る こと が で きま す 。 同様 に 、Webex Control Hub に 先ごろ リリ ー ス さ 
れ た Carbon Emissions Insights ウィ ジェ ッ ト で は 、 シ スコ デバ イス の エネ 
ルギー 消費 量 と 炭素 排出 量 の 推定 値 を 確認 で きま す 。 
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スマ ー ト グリ ッ ド の 実現 


イタ リア 最大 の 電力 会 社 Enel 社 は 、 シ スコ の テ 
クノ ロジ ー を 使用 し て 電力 供給 を 監視 し 、 障 害 に 
先手 を 打っ て 対処 し て いま す 。 シス コ の テク ノロ 
ジー は Enel 社 の 送電 網 と 太陽 光 や 風力 エネ ル 
ギー の よう な 再生 可能 エネ ルギー 源 と の 広域 接 
続 に も 役立っ て お り 、 低 炭素 の 電力 供給 網 へ の 
移行 が 加速 し て いま す 。 シ スコ が 行っ た この 他 の 
お 客 様 支 援 に つい て は 、ESG レポ ー ト ハブ を ご 覧 
くだ さい 。 
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直接 的 な 事業 活動 に 注力 


シス コ は 、15 年 以上 に わた っ て 自社 の 施設 が 環境 に 与え る 影響 を 軽減 する また 、 グ ロー バル デー タ セ ンタ ー に お ける サス テ ナ ビ リティ 推進 の た め に 、 設 
イニ シア チ ブ を 策定 し 、 実 施し て きま し た 。2023 年 度 は 27 件 の エネ ルギー 計 の 持続 可能 性 、 運 用 の 最適 化 、 エ ネル ギー 管理 、 資 産 の 回 収 と 再 利用 、 責 
効率 化 プ ロジ ェクト を 実施 し て 、 毎 年 約 4.9 GWh の エネ ルギー 消費 と 任 あ る 調達 に 重点 を 置い て 引き 続き 取り 組み を 進め て いま す 。 


2.100 トン 単位 の 二酸化 炭素 相当 量 CO2 相当 量 ) を 削減 し まし た 。 ス コー 
プ 1 お よび 2 の 排出 量 を 削減 し 、 短 期 的 な 目標 を 達成 する た め に 、 
2023 年 度 か ら 2025 年 度 ま で の 間 に 、 再 生 可能 エネ ルギー、 エ ネル ギー 
効率 化 、 電 化 プ ロジ ェクト に 約 3.900 万 米ドル を 投資 する 予定 で す 。 そ の 
中 に は 、 建 物 の 燃料 燃焼 暖房 シス テム を 電動 化す る 、 ヨ ー ロ ッ パ の 社 用 車 48 の 

* 電 気 割合 回 = ヽ ー 米 re = Fa 4 、 
で 電気 自動 車 の 割合 を 増やす と いっ た 複数 年 に の め た る プロ ジェ クト が あり スコ ニブ 1 お ド 上 び の の 記 党 県 カ 


1 ス 排出 量 を 削減 し た 割合 (2019 年 
2023 年 度 に は 、 シ スコ が 世界 で 使用 する 電力 の 約 91% を 再生 可能 エネ ル 度 基準 ) 

ギー か ら 調 達し まし た 。 米 国 や カナ ダ を は じ め 、 再 生 可 能 エ ネル ギー が 
100% の 国 も あり ます 。 イン ド で も 大 き な 進 歩 を 遂げ て お り 、 2023 年 度 に 


は 電力 の 81% を 再生 可能 エネ ルギー か ら 調 達し て いま す 。 シ スコ は 引き 続 91 % 

シス コ は 、 ハ イブ リッ ド ワ ー ク 戦略 を 通じ て 、 効 率 だ け で な く 生 産 性 も 向上 ギー の 割合 

する 職場 環境 に 向け て 持続 可能 性 の 高い 建築 手法 を 採用 し て いま す 。 施設 

の 数 で は な く 質 に 焦点 を 当て る こと で 、 2017 年 8 月 以降 、 不 動産 の 面積 を 1 9 

15% 削減 し まし た 。 2023 年 度 時 点 で 、 35 の シス コ 施 設 が グリ ー ン ビル ディ O 

ング 認定 を 取得 し て いま す 。 た と えば 米国 グリ ー ン ビル ディ ング 協会 ビル ディ ング ボ ポートフォリオ に 占め 
x | LEED® (エネ ルギー お よび 環境 設計 に お ける リー ダー シッ プ ) や 国際 ウェ ル る LEED/WELL 認定 を 取得 し て い 
1 a ビル ディ ング 協会 の WELL v2 建築 基準 な ど で す 。 さら に 5 つの 施設 が 認 る 施設 の 割合 


定 取 得 に 向け て 取り 組み を 進め て いま す 。 こう し て 認定 を 取得 し た 施設 は 、 
シス コ の ビル ディ ング ポー ト フ ォ リ オ の 19% を 占め て いま す 。 


の の 9 
MM 


は じ め に 


私 た ち 
の カカ 


サプライ チェ ー ン で の 排出 量 の 
対処 


シス コ 製 品 の 製造 と 輸送 か ら 生 じ る 排出 量 を 削減 する た め に は 、 サ プラ イ 
ヤ の 協力 が 必要 で す 。 シス コ は 、 2040 年 まで に バリ ュー チェ ー ン 全体 で 
排出 量 ネッ ト ゼ ロ を 達成 する と と も に 、 サ プラ イチ ェ ー ン で の 排出 量 と お 
客 様 が シス コ 製 品 を 使用 する こと に よる 排出 量 を 2030 年 度 ま で に 30% 
削減 する と いう 短期 目標 を 掲げ て いま す (2019 年 度 基準 )。 サプライ 
チェ ー ン の GHG 排出 量 を 削減 する た め の 第 一 歩 は 、 サ プラ イヤ が 排出 量 
削減 に 取り 組む こと 、 そ し て その 取り 組み を 追跡 し て 報告 する こと で す 。 
だ か ら こ そ シ スコ は 、 2025 年 度 ま で に 部 品 、 製 造 、 ロ ジス ティ クス サ プ ラ 
イヤ の 80% (調達 額 の 割合 ) が 公式 な GHG 排出 絶対 量 削減 目標 を 掲げ 
る と いう 目標 も 設定 し て いま す 。 また 、 サ プラ イヤ と 協力 し て サプライ ヤ の 
事業 活動 で の 排出 量 の 削減 を 進め て いま す 。 た と えば エネ ルギー 消費 量 
を 削減 する 取り 組み を 支援 し 、 排 出 量 を 算定 する 際 や 、 絶 対 的 根拠 や 科 
学 的 根拠 に 基づい て 目標 を 設定 する 際 の リソー ス を 提供 し て いま す 。 

2023 年 度 に は 、 主 要 な 製造 サプライ ヤ を 対象 に RBA の 新しい 排出 管理 
ツー ル を 試験 的 に 導入 し て 、 事 業 所 で の エネ ルギー 消費 と それ に 伴う 排出 
量 を 把握 で きる よう に し まし た 。 


イン クル ー 


すべ て の 
シ プ 人 に 


この ほか 、 サ プラ イヤ に よる クリ ー ン エネ ルギー へ の 移行 も サポ ー ト し て い 
ます 。 2023 年 度 は 、GHG 排出 量 を 削減 し 、 再 生 可能 エネ ルギー を 導入 す 

る 際 の 課題 を サプライ ヤ が 把握 で きる よう に 、 調 査 や 直接 的 な 会 話 を 通じ 
て サプライ ヤ へ の 働き か け を 行い まし た 。 シ スコ は 、 将 来 を 見 据え な が ら 

再生 可能 エネ ルギー 戦略 の 策定 に 取り 組ん で いま す 。 状 況 に 応じ て 新しい 
再生 可能 エネ ルギー を グリ ッ ド に 追加 で きる クリ ー ン エネ ルギー ソリ ュー 

ショ ン を サプライ ヤ に 紹介 する こと が 目的 で す 。 排出 量 削減 に 向け た サ プ ラ 
イヤ の 取り 組み の 詳細 に つい て は 、ESG レポ ー ト ハブ を ご 覧 くだ さい 。 


サプライ ヤ の 気候 目標 


2025 年 度 ま で に : シ スコ の 部 品 、 製造 、 ロジ ステ ィ 
クス サプライ ヤ の 80% (調達 額 の 割合 ) が GHG 
絶対 排出 量 の 削減 目標 を 公式 に 設定 する 。 “ 


ー ラ 92% が 目標 を 設定 
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クリ ー ン エネ ルギー イニ シア チ ブ プ 
と の 連携 


2023 年 1 月 シス コ は Eco-Skies Alliance に 参加 し まし た 。 ユ ナイ テッ 
ド 航 空 を は じ め 世 界 有数 の グロ ー バ ル 企 業 が 一 致 団結 し て 、 持 続 可 能 な 航 
空 燃料 (SAF) に 投資 する こと で 航空 輸送 時 の 排出 ガス を 削減 し て いま す 。 

SAF は 、 従 来 の ジェ ッ ト 燃 料 と 同様 の 特性 を 備え な が ら 、CO2 排出 量 が 少 
な い バ イオ 燃料 で す 。 その 原料 と 製造 に 使用 する 技術 に よっ て は 、 従 来 の 

ジェ ッ ト 燃 料 と 比較 し て ライ フサ イク ル で の GHG 排出 を 大 幅 に 削減 で きま 
す 。 現 時 点 で は 、 広 く 利 用 され る まで に は 至っ て いな いた め 、 シ スコ の 排出 
量 計算 レポ ボー ト に は まだ 組み 込ま れ て いま せん 。 た だ し 、 シ スコ は この 投資 
を 通し て SAF の 増産 を 支援 する よう 要請 し て いま す 。 


シス コ は 先ごろ 、 RE100 イニ シア チ ブ に も 参加 し まし た 。 参 加 企業 が 一 致 
団結 し て 100% 再生 可能 な 電力 の 実現 に 取り 組ん で いま す 。 再 生 可 能 エ ネ 
ルギー の 調達 先 を 拡大 する こと は 、 2040 年 まで に ネッ ト ゼ ロ を 達成 する と 
いう シス コ の 目標 と 、 ス コー プ 1 お よび 2 の 短期 目標 に と っ て 重要 な 要素 
で す 。RE100 へ の 参加 は 、 シ スコ 独自 の 目標 へ の 進捗 に 寄与 する だ け で な く 、 
クリ ー ン エネ ルギー の 導入 を 世界 に 広げ る と いう シス コ の 意欲 的 な 目標 を 後 
押し し 、 民 間 部 門 の 再生 可能 エネ ルギー の 席 要 を 拡大 する うえ で も 有益 で 
す 。 シ スコ は 、 Clean Energy Buyers Alliance (CEBA) や 米国 環境 保護 店 
の Green Power Partnership を 通じ て 、 再 生 可能 エネ ルギー の プロ バイ 
ダー や 購入 者 と 継続 的 に 連携 し て いる ほか 、 Asian Clean Energy Coalition 
の 創設 メン バー で も あり ます 。 


' 2030 年 度 の 目標 に 対し て 報告 され る 基準 値 や 進捗 状況 に は 、 製 造 、 部 品 、 倉 庫 の サプライ ヤ か ら 購 入 し た 製品 と サー ビス 、 シ スコ が 購入 し た 航空 輸送 か ら の 
輸送 お よび 配送 (上 流 )、 販 売 し た 製品 の 使用 が 含ま れ て いま す 。 


まで 毎年 この 目標 の 進捗 状況 を 報告 し て いき ます 。 


S サ プラ イヤ は 、 目 標 期間 中 の GHG 絶対 排出 量 削減 目標 また は 目標 期間 中 に 絶対 排出 量 の 削減 が 実現 する 原 単位 削減 目標 を 設定 する こと が 求め られ て いま す 。 
シス コ は サプライ ヤ に 対し て 、 承 認 さ れ た 科学 的 根拠 の ある 方 法論 に 沿っ て 目標 を 設定 する こと を 推奨 し て いま す 。 こ の 目標 の 進捗 状況 は 、 毎 年 変動 する 可能 
の ある シス コ の サプライ チェ ー ン 支出 を 用 いて 数 値 化 さ れ ま す 。 シ スコ は 、 サ プラ イヤ が 自社 の GHG 絶対 排出 量 削減 目標 を 設定 する こと に 協力 し 、 2025 年 度 


すべ て の 今後 の 展望 
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x AI 私 た ち イン クル ー 
は じ め に の カカ 


気候 対策 資金 提供 に 向け た エコ シス テム の 
拡大 


気 師 危 機 に 対処 する こと は 、 地 中 や 大 気 中 か ら 炭 素 を 排出 する だ け の 問題 で は な く 、 適 切な 場 二 に 

2030 で に に 1 
所 に 資金 を 投入 する と いう 問題 で も あり ます 。 具体 的 に は 、 再 生 可 能 な 未来 に つなが る 脱 炭 素 PP NM 本 
化 の 解決 策 や 制度 に 取り 組ん で いる 組織 や ソリ ュー ショ ン に 資金 を 投入 する と いう こと で す 。 組み の 進捗 状況 


世界 で ネッ ト ゼ ロ を 達成 する に は 、 ク リー ン エ ネル ギー、 農 業 、 食 料 、 土 地 利用 へ の 投資 な ど 、 ヽ |/ L* 
推定 125 兆 米ドル が 必要 で す 。 多 く の 企業 が 脱 炭 素 化 に 向け た 投資 を 始め て いま す が 、 ア ー リ ー ] 01 0 万 米 ド / レ 
ステ ー ジ の ソリ ュー ショ ン へ の 資金 提供 を は じ め 、 必要 な 分 野 に 十分 な 資金 が 投入 され て いる 2021 年 度 以降 の 助成 金 ! 

と は 言え ませ ん 。 現 在 、 慈 善 事業 の 資金 の うち 、 気 候 変動 対策 に 費やさ れ て いる の は 2% 未 = ニー ニーーーーーーーー ーー ニー ニニ ーーー っ 
満 で す 。 手 遅れ に な る 前 に 脱 誠 素 化 を 進め 、 劣 化し た 生態 系 を 再生 する と と も に 、 適 切な 場所 97() 万 米 ドリ レ 

に 迅速 に 投資 する 必要 が あり ます 。 


J リル > 1 
Cisco Foundation は 2021 年 、 気候 変 動 対策 に 今後 10 年 間 で 1 億 米ドル を 拠出 する こと を 2021 年 度 以降 の 投資 客 


表明 し まし た 。 こ の 資金 提供 に は 、 主 に 営利 目的 の ベン チャ ー へ の イン パク ト 投 資 と 非 営 利 団 
体 や NGO へ の 助成 金 と いう 2 つの 形態 が あり ます 。 この 2 つの 形態 を 取り 入れ た 革新 的 な 
ファ イナ ンス アプ ロー チ を 採用 する こと で 、Cisco Foundation は 収益 モデ ル や 資金 調達 手段 が 
アー リー ステ ー ジ の ベン チャ ー を サポ ー ト で きる も の か どう か に 関係 な く 、 最 適 な ソリ ュー ショ 
ン を 探し 、 規 模 に 合わ せ て ソリ ュー ショ ン を 調整 で きま す 。 


Cisco Foundation は シス テム が 変わ る こと に 重点 を 置い こい る た め 、 さ ま ざ ま な ステ ー ク ホル 
ダー が つなが り 、 資 本 の 流れ が 促進 され ます 。 そ の た め 、Cisco Foundation は 他 の 組織 に 資 


主 十 T 台 ヒナ 、 * セ ー 
金 を 提供 する 金融 機関 と 提携 し て いま す 。 た と えば Enduring Planet 社 の 場合 、 収 益 ベ ー ス の より 持続 可能 な 未来 を 実現 する に は 、 ま っ た く 新しい レベ ル の イノ 
資金 調達 を 提供 し 、 助 成金 を 前 倒し する こと で 、 気候 変動 関連 の スタ ー ト アッ プ 企業 が 助成 金 ベー ショ ン と 投資 が 必要 で す 。 Cjsco Foundation は この 呼び か け 
を 待っ て いる 間 も 事 業 を 継続 で きる よう に し て いま す 。 Trailhead Capital も パー トナ ー 企 業 で あ ' に 応え まし た 。 複数 の ファ イナ ンス を 取り 入れ た シス コ の アプ ロー 
り 、 再 生 可 能 な 食品 お よび 農業 シス テム の イノ ベー ショ ン を も た ら す 起業 家 を 支援 し て いま す 。 チ に 触発 され て 、 他 の 企業 財団 が 気候 変動 ファ イナ ンス の 主要 な 
Cisco Foundation は 、 非 営利 / 公益 の ハイ ブリ ッ ド 企業 Vesta 社 に 対し て 、 沿 岸部 で の 炭素 ギャ ヤッ プ を 埋め 、 イン パク ト の 高い イン クル ー シ ブ な 気候 変動 対策 
回 収 を 目的 に 初期 助成 金 と アー リー ステ ー ジ の イン パク ト 投 資 の 両方 を 実施 し まし た 。 / を 推進 で きる も の と 確信 し て いま す 」 


- Jocelyn Matyas、Cisco Foundation 気候 変動 対策 へ の イン パク ト 投 資 リー ダー 


「 四捨五入 し て いる た め 、 各 数 値 を 足し た 結果 が 合計 と 一 致し な い 場合 が あり ます 。 


は じ め に es 7 ee 今後 の 展望 
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価 環 弄 変革 


資源 を 採取 し 最終 的 に 廃棄 する 経済 か ら 、 製 品 や 投入 し た 


資源 の 新た な 用 途 を 見 出す 循環 型 経済 へ と 移行 する 転換 其 循環 型 経済 の 目標 
を 迎え て いま す 。 

2025 年 度 ま で に : シス コ の 新 製品 と 梱包 の 100% 2025 年 度 ま で に : シス コ 製 品 に 使用 され る プラ スチ ッ ク 
ンス コ で は 、 製 品 の 耐用 年 数 を 延ばし 、 継 続 的 に サー ビス を 提供 で きる ni の 50% (重量 基準 ) を リサ イク ル 素 材 に する 。 * 
A ー> 27% が 循環 型 設計 の 基準 に 適 一 > 24% が リサ イク ル 素 材 
現在 、 製 品 と 梱包 の 設計 に 循環 性 を 取り 入れ て いま す 。 つ まり 、 再 利用 、 
環境 へ の 影響 の 最小 化 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 促進 、 ス テー ク ホ ル ダ ー に と っ 2025 年 度 ま で に : シス コ 製 品 の 梱包 に 使用 し て い 2025 年 度 ま で に : シス コ の 部 品 と 製造 の サプライ ヤ の 
て の 価値 実現 を 可能 に する 設計 で す 。 シ スコ は 、 製 品 の ライ フサ イク ル 全 る フォ ー ム 材 を 重量 基準 で 75% 削減 する (2019 70% (調達 額 の 割合 ) が 、1 つ 以 上 の 拠点 で 廃棄 物 ゼロ 
体 を 通じ て お 客 様 と 共に より 多く の 価値 を 獲得 で きる よう に 、Circularity- 年 度 基準 )。“ 化 を 達成 する 。 ? 
as-a-Service モデ ル を サポ ー ト する IT 支払 い ソ リュ ーション な どの 新 し ー ラ 22% 削減 ー ラ 60% (調達 額 の 割合 ) が 、 少 な く と も 1 つの 認定 施設 で 
い サ ービス を 展開 し て いま す 。 ま た 、 ハ ー ド ウェ ア を 回 収 し て 、 再 生 、 再 達成 
利用 、 リ サイ クル を 経て 再 展開 する こと で 、 廃 棄 物 を 最小 限 に 抑え 、 製 品 2025 年 度 ま で に : 製品 の 梱包 効率 を 50% 高め る 
の ライ フサ イク ル を 延ばす 取り 組み を 進め て いま す 。 ビジ ネス の た め に も (2019 年 度 基準 )。 * 


地球 の た め に も な る 循環 型 ア プロ ー チ で す 。 ー 累積 改善 率 65% を 達成 
森 仙人 区 普 学 o で ) 持 


' この 目標 の 範囲 は 、 ハ ー ド ウェ ア 製 品 と その 梱包 に 限定 され ます 。 対 象 外 : 単体 の 部 品 (シャ ー シ 、 AS/C、 光 学 モ ジュ ー ル な ど )、 単 体 の 基本 的 な 製品 アク セ サ リ ( 電 
源 ケ ー ブ ル や ブラ ケッ ト な ど )、 相 手先 ブラ ンド 製造 会 社 (OEM) の 製品 (シセ スコ が 設計 を 所 有 し て いな い 場 合 )、 統 合 さ れ て いな い 買 収 先 の 製品 と 梱包 。 75% 以上 の 
スコ ア を 達成 し た 製品 と 梱包 の 設計 は 、 目 標 に カウ ント され ます 。 

^ 測 定 精度 を 高め る た め に 、 2023 年 度 に この 目標 の 方 法 を 変更 し 、 サ プラ イヤ か ら 購 入 し た フォ ー ム 材 の 合計 で は な く 、 出 荷 する 製品 の 梱包 に 使用 され て いる フォ ー 
ム 材 を 計算 する よう に し まし た 。 変 更 後 の 方 法 で 基準 年 (2079 年 度 ) の フォ ー ム 材 使用 量 を 再 計算 し 、 そ の 使用 量 に 対し て 2023 年 度 の 進捗 状況 を 評価 し て いま す 。 

* 梱包 効率 は 、 容 積 重量 を 使用 し て 製品 サイ ズ を 梱包 と 比較 する こと で 測定 し て いま す 。 容積 重量 は 、 容 積 と 標準 寸法 係数 を 使用 し て 計算 し た 梱包 重量 で す 。 こ の 方 
法 で は 、 正 規 化 し た 容積 重量 の 基準 値 と 本 年 度 の 差 に 基づい て 梱包 効率 の 指標 が 算出 され ます 。 2023 年 度 に 、 精 度 が 高まる よう に 計算 方 法 を 更新 し まし た 。 シ ス 
コ は 、 2025 年 度 まで 毎年 この 目標 の 進捗 状況 を 報告 し て いき ます 。 この 目標 は 、 再 設計 する 必要 が ある 大 量 梱 包 に 適用 され ます 。 

? この 目標 が 適用 され な い プ ラス チッ ク も あり ます 。 汎 用 部 品 ( プラスチック 製 の ネジ 、 フ ァ ン 、 ケ ー ブ ル な ど ) や 、 相 手先 ブラ ンド 設計 製造 業者 が 設計 、 製 造 し た 製 
品 に 含ま れ て いる プラ スチ ッ ク で す 。 

? 認 定 プ ロト コル に お ける 現在 の 標準 的 な 定義 に よる と 、「 廃 棄 物 ゼロ 」 化 と は 、 無 害 な 固形 廃棄 物 に つい て 、 全 体 の 90% 以上 を 、 埋 め 立て 、 焼 却 (廃棄 物 発電 ) 、 
お よび 環境 か ら 転 換 す る こと と され て いま す 。 転換 方 法 に は 削減 、 再 利用 、 リ サイ クル 、 推 肥 化 処理 な ど が あり ます 。 


・ 私 た ち 
は じ め に の カカ 


循環 型 設計 の 原則 の 導入 


循環 型 設計 と は 、 再 利用 、 環 境 へ の 影響 の 最小 化 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 促進 、 
ステ ー ク ホル ダー に と っ て の 価値 実現 が 可能 な 製品 と シス テム を 設計 する こと 
で す 。 シ スコ は 、 次 の 5 つの 重点 分 野 で 構成 され る 25 の 循環 型 設 計 の 原則 
に 準拠 し て いま す 。 

1. 素材 の 使用 

2. 標準 化 と モジ ュー ル 化 

3. 梱包 材 と 付属 品 

4. スマ ー ト な エネ ルギー 消費 

5. 分 解 、 修 理 、 再 利用 
2023 年 度 は 、 引 き 続 き 循環 型 設計 の 原則 を 中 核 的 な 設計 プロ セス と 運用 に 
統合 する 作業 を 進め まし た 。 また 、 従 業 員 が 循環 型 設計 に 関す る 知識 を 深め 、 
その 原則 を 効果 的 に 業務 に 取り 入れ られ る よう に し まし た 。 部 門 横断 的 な チー 
ム が 特定 の 製品 と パッ ケー ジ の 構成 要素 を 分 析 し 、 循 環 型 設計 を 改善 する 方 法 
を 突き 止め まし た 。 さ ら に 、 リ サイ クル パー トナ ー と 協力 し て 、 生産 終 了 を 想定 
し た 製品 の 設計 方 法 を 周知 し まし た 。 


シス コ の コラ ボレー ショ ンチ ー ム の サプライ チェ ー ン エン ジニ ア グル ー プ も 、 
リサ イク ルパート ナー の 拠点 の 1 つ を 訪問 し 、 リ サイ クル の た め に 製品 が どの よ 
うに 分 解 さ れる か を 学び まし た 。 こう し て 理解 を 深め る こと で 、 エ ンジ ニア は 十 
分 な 情報 に 基づい て 今後 の 設計 や 材料 の 用 途 を 判断 で きま す 。 


プラ スチ ッ ク 使 用 の 削 洲 


2023 年 度 も 、 引 き 続 き プ ラス チッ ク の 使用 削減 に 重点 を 置い た プロ ジェ クト を 
いく つか 推進 し まし た 。 ま た 、 プ ラス チッ ク を 使わ ざる を 得 な い 場 合 は 、 再 生 
プラ スチ ッ ク を 使用 する よう に し まし た 。 た と えば シス コ の コラ ボレー ショ ンチ ー 
ム は 、Webex Room Bar な どの 製品 に つい て 、 少 な く と も 55% の 再生 済み 樹 
脂 を 使用 する よう に 設計 を 見 直し まし た 。 


イン クル ー 
シブ 


ITPIIP 
CISCO 


ESG 
レポ ー ト ハブ 


MA 今後 の 展望 


シス コ の 循環 型 設計 プロ グ 
ラム の 詳細 を ご 覧 くだ さい 。 
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wa 私 た ち 
は じ め に の カカ 


備 環 型 梱包 の 実現 


輸送 中 に 製品 が 破損 し て 修理 や 交換 を 行う と 、 ビ ジネス に も 環境 に も 悪 影 
響 を も た ら す た め 、 製 品 の 保護 が 梱包 の 最 優先 事項 で す 。 次 の よう に 、 梱 
包 材 を 減ら し 、 使 用 する 梱包 材 の 持続 可能 性 を 高め る 方 法 が た くさ ん あり 
ます 。 

e 大 量 注 文 の 製品 を まとめ て 梱包 する な ど 、 梱 包 ス ペー ス を 最適 化す る 

e 不要 な 材料 を 排除 する 

e 再生 か リサ イク ル 、 ま た は その 両方 が 可能 な 代替 材料 を 使用 する 


ご この 諾 ボー ル 林 包 は フォ ー ム を 使 庁 し な い リ サイ クル 
可能 な 緩 得 放 の 一 釣 で あぁ ちり 、 シ スコ で は 謙 送 由 に ネッ ト 
ワー クモ ジュ ー ル を 名 護 する た め た に 使 庁 し て いま ずみ 


lle 
cisco 


ESG 
レポ ー ト ハブ 


梱包 の 持続 可能 性 に 関す る シス コ の 進捗 
事例 を ご 覧 くだ さい 。 


イン クル ー すべ て の 
シル プ 人 に 


シス コ 機 器 の 回 収 と 再 展開 


使用 する 機器 の ライ フサ イク ル を 延ばす 新た な 手段 を 検討 する お 客 様 が 増え て 
いま す 。 お 客 様 が 新品 同様 の 保証 付き で 再生 品 を 購入 で きる Cisco Refresh 

に 加え て 、 Cisco Capital は 2022 年 度 に Cisco Green Pay を 開始 し まし た 。 
循環 型 変革 を サポ ー ト する IT 支払 い ソ リュ ーション で あり 、 規 模 を 問わ ず あ ら 
ゆる お 客 様 が サス テ ナ ビ リティ を 優先 的 に 考え て シス コ 製 品 を 入手 で きる よう 

に な り ま す 。 シ スコ は 契約 終了 時 に 、 貸 与 し た 機器 を 再 利用 、 再 生 、 ま た は リ 
サイ クル し て 、 古 い ハ ー ド ウェ ア を 最新 の モデ ル に 交換 し ます 。 これ は 、5 年 間 
に わた る 計画 的 な 支払 い 、 機 器 の 最大 5% の 割引 、 返却 する 資産 の 無料 配送 、 
シス コ の 循環 型 経済 プロ グラ ム に 製品 を 登録 し て いる こと の 確認 を 実施 する プ 
ログ ラム で す 。 


調理 カウ ンタ ー と フロ ー リ ング 製品 の 世界 的 な メー カー Cosentino 社 は 、 
Cisco Green Pay 契約 を 初め て 利用 し た お 客 様 で し た 。 「3 年 こと に ネッ トワ ー 
ク を 循環 させ る こと で 、 電 子 廃棄 物 を な くし 、 常に 最も 信頼 性 の 高い 安全 な ハー 
ドウ ェ ア を 利用 で きま す 」 と 、 Cosentino 社 の 最高 技術 責任 者 Diego Zengin 
氏 は 述べ て いま す 。 


新しい サー ビス プロ グラ ム で 交 
換 用 機器 の 出荷 を 減ら す 


シス コ の サプライ チェ ー ン サー ビス お よび ロジ ス 
ティ クス 部 門 は 、 お 客 様 と パー トナ ー の ハー ドウ ェ 
ア 返 品 許可 (RMA) を サポ ー ト し て いま す 。 RMA 
は 、 サ ポー ト 終 了 時 か サー ビス ニー ズ の 一 環 と し て 
製品 が シス コ に 返品 され た と き に 発行 され ます 。 新 
し い サ ービス プロ グラ ム は 、 サ ービス リク エス ト の 
結果 発行 され る RMA の 数 を 減ら すこ と を 目的 と し 
で て いま 記 


シス コ の カス タマ ー エ クス ペリ エン ス (CX) 部 門 が 、 
イン テリ ジェ ント な RMA エク スペ リエ ンス (|RE) 
イノ ベー ショ ン の 開発 と 導入 を 主導 し て いま す 。 こ 
れ は 、 RMA に 関す る 問題 を すばやく 解決 し 、 シ ー 
ムレ ス な RMA エク スペ リエ ンス を 実現 し て お 客 様 
へ の 接触 を 最小 限 に 抑え 、 製 品 が 損傷 する リス ク 
を 減ら すこ と を 目的 と し て いま す 。 IRE で は 、 Al/ML 
(機械 学習 ) 予測 エン ジン と ロボ ッ ト に よる プロ セ 
ス 自動 化 を 使用 し て RMA を サポ ー ト し ます 。 
2023 年 度 に は 、 製 品 に 関し て 現場 で よく 見 られ る 
問題 を トラ ブル シュ ー テ ィング する ワー ク フ ロ ー を 
自動 化す る こと で 、 5,000 件 を 超え る RMA を 回 避 
し まし た 。 この プロ セス は 、 炭 素 排出 量 の 削減 に 
有効 で あり 、 循 環 型 経済 の 取り 組み を 後押し し て い 
ます 。 
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・ AIー 私 た ち 
は じ め に の カカ 


回 復 力 の ある 
トト i 
エコ ンス テム 
シス コ は 、 ク リー ン エ ネル ギー に 移行 し 、 材 料 の 循環 フロ ー 


を 導入 する だ け で な く 、 企 業 や コミ ュ ニ ティ が 依存 する 水 、 土 
地 、 生 態 系 の 保護 に も 取り 組ん で いま す 。 


シス コ の 事業 活動 で は 、 節 水 、 廃 棄 物 の 削減 、 オ フィ ス 周 辺 の 野生 生物 
の 保護 に 配慮 し て いま す 。 また 、 サ プラ イヤ と 協力 し て 、 バ リュ ー チ ェ ー ン 
全体 で 環境 スチ ュ ワ ー ド シッ プ の 実践 を 推進 し て いま す 。 大 ま か に 言う と 、 
シス コ の 製品 や 投資 を 利用 し て 、 地 域 の 資源 や 生態 系 を モニ タリ ング し 、 

管理 で きま す 。 Cisco Foundation で は 、 生 熊 系 の 保護 と 再生 を 支援 する 
と と も に 、 気候 変 動 の 現実 に 適応 で きる よう コミ ュ ニ ティ を 支援 し て いま す 。 


事業 と サプライ チェ ー ン に お ける 
水 資源 スチ ュ ワ ー ド シッ プ 


水 は 、 シ スコ が 事業 を 展開 する コミ ュ ニ ティ と 共有 する 重要 な 資源 で す 。 
シス コ は この 数 年 間 、 直 接 的 な 事業 活動 で 節水 プロ ジェ クト を 実施 し て 
お り 、 現 在 も バン ガロ ー ル の キャ ン パ ス に ある 包括 的 な 水管 理 レ ステ ム 
な ど 節 水 に 取り 組ん で いま す 。 2023 年 度 の シス コ の 直接 的 な 事業 活動 
に ける 取水 量 は 世界 全体 で 2,164 立方 メー トル で 、 2019 年 度 比 で 34% 
減少 し て いま す 。 毎 年 、 世 界 資 源 研 究 所 (WRI) の Aqueduct ツー ル を 
使用 し て 、 水 の 使用 と リス ク に 対す る 理解 を 深め て いま す 。 こ の 
Aqueduct ツー ル に よる と 、 シ スコ の 水 使用 量 の 33% が 、 水 問題 を 抱 
える 地域 で 取水 され て いま す 。 


"主要 サプライ ヤ と は 、 2023 年 度 の 支出 額 の 上 位 80% を 占め て いる シス コ 契 約 製造 業者 、 戦 
略 的 相手 先 ブ ラン ド 設 計 製 造 業 者 、 ハ ー ド ウェ アサ プラ イヤ の こと で す 。 


イン クル ー 


すべ て の 


シル プ 人 に 


シス コ 製 品 は サプライ ヤ に よっ て 製造 され て いる た め 、 サ プラ イチ ェ ー ン 
内 の 水 ス チュ ワー ド シ ッ プ と いう 分 野 に も 取り 組む 必要 が あり ます 。 シ スコ 
は 、 サ プラ イヤ が 事業 を 展開 する 河川 流域 と 生態 系 の 改善 に 取り 組ん で 
お り 、 社 内 外 の 水管 理 に 重点 を 置い て いま す 。 シ スコ は 、 Alliance for 
Water Stewardship (AWS) の メン バー で あり 、 優れ た 水 ス チュ ワー ド シ ッ 
プ の 実践 を 推進 する 世界 的 な 活動 に 参加 で きる こと を 誇り に 思っ て いま す 。 
シス コ は ICT 関連 企業 と 協力 し て 、 水 問題 を 抱え る 地域 で 水 を 大 量 に 使っ 
て いる サプライ ヤ に 水 ス チュ ワー ド シ ッ プ プロ グラ ム に 参加 し て も ら っ て い 
ま 張 


2023 年 度 に は 、 中 国 を 拠点 と する 環境 NGO で ある Friends of Nature 
の 下 で 活動 する GAIASCAPE Studio と 協力 し て 、 雨 水 貯水 シス テム 、 造 
園 、 廃 水 処理 な ど 、 自 然 を テー マ に し た ソリ ュー ショ ン ワー クシ ョ ッ プ を 
通じ て 、 サ プラ イヤ に 対し て オン サイ ト で 水 ス チュ ワー ド シ ッ プ を 改善 する 
トレ ー ニ ング を 実施 し まし た 。 ま た 、 千島 湖 の 湿地 と 水 資源 の 保護 の 重 
要 性 に つい て 学ぶ た め 、 水 を 大 量 に 使っ て いる サプライ ヤ を 対象 に AWS 
お よび 同業 他社 と 「 水 辺見 学 」 を 共催 し まし た 。 


2023 年 度 の シス コ の 取水 量 は 2,164 立方 メー トル 


で 、 2019 年 度 比 で つう 476 減少 し まし た 。 


シス コ の 水 関連 イニ シア チ ブ 
の 詳細 を ご 覧 くだ さい 。 
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CDP ( 旧 カ ー ボ ポン ディ スク ロー ジャ ー プロ 
ジェ クト ) に 情報 を 開示 し て いる 主要 サ プ ラ 
イヤ ' の 割合 


/6X 
O 
CDP で 水 関連 の 目標 を 設定 し て いる 主要 サ 
プラ イヤ ' の 割合 
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ICT 水 ス チュ ワー ド シ ッ プ プロ グラ ム に 参加 
し て いる サプライ ヤ 拠 点数 
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AS こく の 二 :| 7 
・ 3 RS まう ドス A 
は 本寺 ] 
Rn > ・ コ で: 


wa 私 た ち イン クル ーー 
は じ め に の カカ シブ 


事業 活動 で の 廃棄 物 の 削 洲 種 の 多様 性 と 生態 系 の 保護 


世界 各地 で 従業 員 が オフ ィ ス に 復帰 する に つれ て 、 廃 棄 物 の 発生 量 が わずか シス コ は 、 和 気候 変動 や 環境 悪化 に よっ て 生息 地 の 喪 失 が 早まる 可能 性 が あ 
に 増加 し まし た 。 一 方 、 埋 立 処分 か ら 転 換 さ れる 廃棄 物 の 割合 も 2022 年 度 る と 考え て いま す 。 生息 地 が 失わ れる と 、 森 林 や 海岸 線 の 生態 系 な ど 、 異 
の 75% か ら 2023 年 度 に は 81% に 増加 し て いま す 。 こ の 転換 率 は 、 再 利用 、 常 気象 を 緩和 し て いた 自然 の 防御 が 損なわ れ て 、 和 気候 変動 の 影響 が さら に 
リサ イク ル 、 堆 肥 化 、 寄 贈 に より 達成 し た も の で す 。 加速 し ます 。 

また 、 シ スコ の 部 品 サ プラ イヤ と 製造 サプライ ヤ に 廃棄 物 処理 に 参加 し て も Cisco Foundation は 、 気 候 変動 対策 に 1 億 米ドル を 投資 し て 、 デ リ ケ ー 


ら っ て お り 、 そ の 70% (調達 額 の 割合 ) が 2025 年 度 ま で に 1 つ 以 上 の 拠点 ト な 農業 生態 系 の 保護 と 回 復 に 貢献 し て いま す 。 先ごろ 助成 金 を 受け た 

で 廃棄 物 ゼ ロ 化 を 達成 する と いう 目標 を 掲げ て いま す 。 2023 年 度 時 点 で 、 サ PlantVillage 社 は 、 ア フリ カ の 小 規 模 農 家 が 農場 の 周辺 に 植樹 する な ど し 

プラ イヤ の 60% が この 目標 を 達成 し て いま す 。 て 、 再 生 可 能 で 回 復 力 の ある 農業 に 移行 で きる よう 支援 し て いま す 。 Cisco 
Foundation は 、 テ クノ ロジ ー を 駆使 し て こう し た 農林 業 か ら 恩 恵 が 得 ら れ 
る よう 計画 を 立て 、 状 況 を 追跡 する パイ ロッ ト 調 査 を 支援 し まし た 。 土壌 の 

3 健全 性 の 向上 、 侵 食 の 防止 、 日 陰 や 風 か ら の 保護 、 コ ミュ ニテ ィ が 炭素 市 


si 易 か ら 得る た め の 仕 #% 】 目的 で す 。 
2)28 年 度 の 事業 廃棄 物 の 流れ 場 か ら 収入 を 得る た め の 仕組 み づ く り が 目的 で す 
また 、 事 業 活動 で も それ 以外 で も 、 自 然 界 や 種 を 保護 する 取り 組み を 進め 


4% て いま す 。 この 10 年 ほど 、Connected Conservation を 通じ て 、 世 界 中 の 
その 他 絶滅 危 恨 種 と その 生息 地 を 保護 する た め に シス コ の 監視 、 デ ー タ 、 分 析 テ 


財 クノ ロジ ー が 使用 され て きま し た 。 Connected Conservation は 、 動 物 が 自 
] 9 6 由 に 動き 回 れる よう に し な が ら プ ロア クティ ブ に 保護 する 初め て の ソリ ュー 
埋立 処分 40% ショ ン で す 

リサ イク ル 


シス コ が 事業 廃棄 物 を どの よう に 管理 し 
て いる か を ご 覧 くだ さい 。 
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堆肥 化 定 意 欠 : PlantVillage 


"エエ ネル ギー 同 訴 を 湊 う か 岸 わ な いか を 慰 わ ず 焼 元 さ れ た 魔 工 物 が 含ま れ ま すず 


は じ め に es 4 未来 AS 今後 の 展望 


に 
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Neon デー 


不 公平 の 根本 原因 に 対処 し 、 障 壁 を 取り 
除い て 、 世 代 交 代 を 円 滑 に 進め る 


シス コ の パー パス を 表す 文言 の 中 で 最も 重要 な 言葉 は 「 す べ て の 人 に 」 
で す 。 シ スコ の ビジ ョ ン を 共有 する すべ て の ステ ー ク ホル ダー と 共に 、 

すべ て の 人 の た め に 、 す べ て の 人 に よる 、 よ り 良 い 未 来 の 実現 に 取り 組 
ん で いま す 。 シス コ が 掲げ た 意欲 的 な 目標 と 求め て いる 変化 は 、 1 社 だ 
け で 成し遂げ られ る も の で は あり ませ ん 。 お 客 様 、 同 業 他 社 、 パ ー ト 

ナー、 非 営利 団体 /NGO 助成 対象 パー トナ ー と 協力 し て 、 こ の 新しい 
未来 を 実現 する 取り 組み を 拡大 し て いき ます 。 


k= 私 た ち 
は じ め に の カカ 


危機 対応 


アフ リカ の 気候 難民 と カリ フォ ルニア の 路上 生活 者 は 、 基 本 的 な 
生活 必需品 と 目 宅 と 呼べ る 場所 を 切 に 求め て いる と いう 点 で 、 両 
者 が 抱え る 悩み は 同じ で す 。 


世界 中 の 弱い 立場 に ある 人 々 へ の シス コ の 取り 組み は 、 不 安定 な 政治 情勢 、 自 
然 災 害 、 住 宅 不足 か ら 生 じ る 重要 な ニー ズ に 対応 する も の と な っ て いま す 。 
Cisco Crisis Response (CCR) チー ム を 通じ て 困っ て いる 人 々 に 寄り 添い 、 一 
時 的 な も の に と ど ま ら な い 支 援 を 提供 し て いま す 。 


危機 的 状況 に ある 場合 、 ネ ットワーク に 接続 で きる こと は 最も 重要 か つ 差 し 迫っ 
た ニー ズ の 1 つ で す 。 ネッ トワ ー ク テク ノロ ジー を 提供 する シス コ は 、 デ ジタル 
アク セス を 通じ て 弱い 立場 に ある コミ ュ ニ ティ を 安全 に つなぎ 、 力 づけ て 、 人 々 
が 生活 を 立て 直し 、 よ り 明 る い 未 来 を 実現 で きる よう に する 独自 の 立場 に あり 
ます 。 金銭 面 で の 支援 、 機 器 、 専 門 知識 、 ト レー ニン グ 、 コ ン サ ル テ ィ ン グ 、 
展開 機能 を 提供 し て 、 パ ー ト ナー と 影響 を 受け る コミ ュ ニ ティ を サポ ー ト し て い 
ます 。 


シス コ は 20 年 以上 に わた り 、 人 道 支援 組織 や 緊急 対応 組織 が 救命 援助 を 届 
ける た め の 堅 宇 な ネッ トワ ー ク を 構築 する 支援 を 行っ て きま し た 。 た だ し 、 非 
営利 組織 は サイ バー 攻撃 の 影響 を 過度 に 受け や すい た め 、 危 機 的 な 状況 に さ 
ら さ れ 、 有 弱い 立場 に ある 人 々 が さら に 大 き な リ スク に 見 舞 わ れる と いう 事態 に 
陥っ て いま す 。 こう し た 課題 に 対処 する た め 、 ネッ トワ ー ク を 構築 する 際 に は セ 
キュ リティ を 優先 的 に 考え ます 。 広範 な コン サル ティ ング を 提供 し 、 シ スコ の セ 
キュ リティ 製品 スイ ー ト を 活用 し て 、 非 営利 パー トナ ー と その サー ビス を 受け る 
コミ ュ ニ ティ を 保護 し ます 。 こう し た 差し 迫っ た 問題 に 正面 か ら 取 り 組 むこ と で 、 
パー トナ ー は 敢然と 事業 活動 を 展開 し 、 重 要 な 人 道 ミ ッ シ ョ ン を 保護 で きま す 。 


イン クル ー 
ジブ 


ヤ 


RIIPHIIP 
CISCO 
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未来 


シス コ の 危機 対応 の 詳細 
ご 覧 くだ さい 。 


すべ て の 
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今後 の 展望 
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よー 私 た ち 
は じ め に の カカ 


ホー ムレ ス に 対す る 取り 組み 


シス コ は 、 2018 年 か ら 2022 年 に か け て 非 営利 団体 Destination: Home 
に 6,000 万 米ドル を 寄付 し た ほか 、 2023 年 に も 500 万 米ドル を 寄付 し て 、 
継続 的 に シリ コン バレ ー の ホー ムレ ス 対 策 に 取り 組ん で いま す 。 こ の 5 年 
間 の 取り 組み で は 、 手 頃 な 価格 の 住宅 を 開発 する こと 、 経 済 面 や 法律 面 な 
どの 支援 プロ グラ ム を 通じ て ホー ムレ ス を な くす こと 、 手 頃 な 価格 の 住宅 開 
発 に お ける Wi-Fi アク セス を 改善 する こと 、 居住 者 の ハー ドウ ェ ア と ソフ ト 
ウェ ア の ニー ズ を サポ ボート する こと に 重点 を 置い て きま し た 。 


また 、 2014 年 か ら Covenant House の 企業 パー トナ ー と し て 、 若 者 ホー ム 
レス 対策 に 取り 組む ボラ ンティア 活動 や 募金 活動 を 行っ て いま す 。 この 問題 
に 取り 組む た め に シス コ の 従業 員 が 結集 し まし た 。 た と えば 外 で 一 晩 寝る 
「Sleep Out」 に 参加 し て 、 ホ ー ム レス 危機 に 対す る 意識 を 高め 、 募 金 活動 
を 行い まし た 。 実 際 に 外 で 寝 て みた シス ニコ 従業 員 は 2014 年 に は 7 人 だ け 
で し た が 、 2022 年 に は 754 人 に 増え まし た 。 シ スコ の 従業 員 が 
Covenant House の た め に この 5 年 間 で 調達 し た 金額 は 1,000 万 米ドル 
に 上 り ま す 。 


2023 年 度 の シス コ と Covenant 
House 


250 万 米ドル 


2023 年 度 Sleep Out イベ ント 


の シス コス 従業 員 が 複数 の 都市 や 
国 で 開催 され た Sleep Out イベ 
ント に 参加 


750 (上 


120 万 米ドル 


に 相当 する シス コ 製 品 を 寄付 


インク ルー 
シブ 未来 


今後 の 展望 
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Destination: Home に 対す る 5 年 間 の イン パク ト 


シス コ は 、 ホ ー ム レス 問題 に 根本 的 に 対処 し 、 弱 い 立場 に ある 人 々 に 安定 し た 住居 を 提供 する と いう イン パク ト 
の ある 戦略 に 資金 を 提供 し て いま す 。 こ れ ま で に 目覚 まし い 成 果 を 上 げ て きま し た 。 


14,923 
人 


5,414 


世帯 が ホー ムレ ス を 回 避 


ホー ムレ ス 防 止 プ 
ログ ラム の 対象 に 
な っ た 世帯 


3.300 棟 15 億 米 ド 
選 ル 以 上 


の 新築 住宅 建築 の た め の 別途 、 シ スコ の 投資 を 


通じ て サン タク ララ 郡 
33 件 ララ 


0 ER 
され た 資金 
の 開発 プロ ジェ クト に 資 1 な 
金 を 提供 (2018 年 以降 ) 


61% 


が 子供 


37% 


が 障がい の ある 
世帯 主 


1 年 目 (2017 へ ~ 2018 年 ) 


2 


ホー ムレ ス 防 止 プ ログ ラム の 対象 に な っ 
た 世帯 


6 年 目 (2022 < 2023 年 ) 


1600 


ホー ムレ ス 防 止 プ ログ ラム の 対象 に な っ 


た 世帯 


89% 
が 超 低 所 得 
(登録 時 ) 


は じ め に 1 未来 MA 今後 の 展望 
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ウクライナ か ら の 避難 を 余儀 な くさ 
れ た コミ ュ ニ ティ を 支援 


世界 全体 で の 難民 危機 は この 10 年 間 で 2 倍 以 上 に 拡大 し 、 2023 年 に は 
1 億 1.000 万 人 が 避難 を 余儀 な くさ れ ま し た 。 シス コ と Cisco Foundation 
は 、 移 民 と 難民 が イン ター ネッ ト に アク セス で きる よう に する 取り 組み を 重点 
的 に 進め て いま す 。 2023 年 度 は 、 特 に 戦争 の 影響 を 受け た ウクライナ 人 へ の 
支援 に 力 を 入れ まし た 。 ネッ トワ ー ク 接続 を 利用 し た デジ タル サー ビス と ソ 
リュ ーション の 提供 を 中 心 に 、 次 の よう な 活動 を 行い まし た 。 
e 世界 食糧 計画 (WFP) の 緊急 通信 クラ スタ 向け に 緊急 通信 車両 を 構築 
する た め の 技 術 ガ イダ ンス と コン サル ティ ング サポ ー ト を 提供 
e 2022 年 に 確立 され た 29 の 通信 ネッ トワ ー ク を 管理 し 、 国 連 難 民 高等 
弁務 官 事務 所 を 支援 
e Alfor Good が 開発 し た デジ タル プラ ッ ト フ ォ ー ム LifeForce Ukraine 
の 機能 強化 に 資金 を 提供 。 800 万 人 を 超え る ウクライナ 国内 避難 民 に 、 
利用 可能 な サー ビス と リソー ス に 関す る 正確 で 安全 な 情報 を 提供 


気候 変動 に 対 する 回 復 力 中 1 ヒ へ e Norwegian Refugee Council (NRC) の Digital Community Hubs プ 


P 
= 


和 ノア テテ グ -・ 


PB ラッ ト フ ォ ー ム を 支援 。 危機 の 影響 を 受け た 人 々 の 交流 の 場 を 提供 し 、 
の 取り 組み の 深化 必要 不可 欠 な サー ビス や リソー ス を 紹介 
シス コ と 世界 的 な 人 道 NGO で ある Mercy Corps は この ほど 、5 年 間 に e 国際 救援 委員 会 の Signpost プラ ッ ト フ ォ ー ム に 助成 金 を 提供 。 災害 や 
わた る 革新 的 な パー トナ ー シ ッ プ Technology for Impact を 締結 し まし 紛争 の 避難 民 に 重要 な 救命 情報 を 提供 


た 。 デ ジタル ソリ ュー ショ ン を 活用 し て 支援 と 開発 援助 を 効率 的 に 提供 す 
る と いう も の で す 。 45 か 国 1,380 万 人 に 届く パー トナ ー シ ッ プ で す 。 シス 
コ は 、 パ ー ト ナー シッ プ を 拡大 し 、 2,000 万 人 以上 が 千 ば つの 脅威 に さら 
され て いる アフ リカ の 角 で 気候 へ の 適応 と 回 復 力 に 重点 的 に 取り 組む た め 
に 500 万 米ドル を 拠出 し まし た 。 この 投資 を 受け て 、 Mercy Corps は 当 
地 で 牧畜 を 営む 人 々 が 気候 リス ク 情報 に 基づい た 意思 決定 を 行い 、 環 境 次 レポ ー ト ハブ 
源 を 効果 的 に 管理 で きる よう 、 デ ジタル ツー ル と リソー ス を 提供 し ます 。 こ 
の 東 ア フリ カ で 得 ら れ た 教訓 と 技術 を 、 同 様 に 気候 変動 の 影響 を 受け て い 写真 門 府 : Myriam Renaud/NRC 
る 他 の 地域 に 応用 する こと が 目標 で す 。 


シス コ に よる 難民 の 支援 の 
詳細 を ご 覧 くだ さい 。 


x2A 私 た ち イン クル 一 
は じ め に の カカ 未来 


危機 対応 チー ム の 規模 拡大 


CCR コミ ュ ニ ティ は 、 約 600 人 の 専任 スタ ッ フ と 従業 員 ボ ラン ティ ア で 構成 さ 
れ て お り 、 各 人 の 時 間 と 専門 知識 を 生か し て CCR チー ム と その NGO パー ト 
ナー を サポ ボー ト し て いま す . 


2023 年 、CCR は 米国 以外 の ボラ ンティア コミ ュ ニ ティ の 能力 開発 に 注力 し 、 

フィ リピ ン と オー スト ラリ ア で 重点 的 に 活動 し まし た 。 シ スコ は 、 対 応 能力 と 準 
備 態勢 の 強化 を 目的 に 、 これら の 地域 で 緊急 通信 キッ ト の 事前 配置 、 チ ー ム 
の 編成 、 オ ン サ イト で の トレ ー ニ ング を 行い まし た 。 


以下 を 活用 し て 20 件 を 超え る 2023 年 度 の CCR の 助成 金 
自然 災害 と 人 道 危機 に 対応 3 We 
890 万 米ドル 
Lz 出品 


現金 で の 寄付 


サポ ー ト 


⑬③ 相当 の 製品 を 寄贈 
コノ ( 290 万 米ドル ーー 


資金 調達 機器 = 
250 万 米ドル 以上 
2 TF 災害 キャ ン ペ ー ン で 集まっ た 額 
[| | | (従業 員 に よる 寄付 + マッ チン グ ギ フト ) 
50 件 以上 
人 員 ネッ トワ ー ク ソリ ュー ショ ン コン サル ティ ング 業務 


N に 
= ma 


維人 


シス コ の Network Emergency Response Vehicle (NERV) を 導入 する と 、 既 存 の 通信 が 
中 断 し て も 、 高 速 で 安全 な 通信 を 利用 で きま す 。 2023 年 に バー ジョ ン 2.0 を リリ ー ス し まし 
た 。 これ は 、 シ スコ と Cisco Meraki の さま ざま な テク ノロ ジー を 1 つの 外輪 駆動 プラ ッ ト 
フォ ー ム に 統合 し た も の で 、 暴 風雨 や 山 火事 な どの 緊急 時 に 、 緊 急 対応 要員 や 政府 機関 が 
信頼 性 の 高い 通信 を 利用 で きま す 。 NERV は 、 完 全 に 冗長 な コン ポー ネン ト 、 Meraki ネッ ト 
ワー クベ ー ス の ワイ ヤレ ス ア クセ スポ イン ト 、 ハ イ パ ー コ ン バ ー ジ ド コン ピュ ー テ ィング クラ 
スタ 、 loT ソリ ュー ショ ン を 備え て お り 、 デ ー タ の 常時 モニ タリ ング と 制御 が 可能 に な り ま す 。 
最新 の NERV で は 、 す べ て の ネッ トワ ー ク 機器 が 、 ト ラッ ク の 運転 中 に 充電 で きる バッ テリ か 、 
外部 の ソー ラー パネ ル ア レ イ に 接続 する こと で 駆動 する た め 、 災 害 時 の 信頼 性 が 向上 し ます 。 
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イジ クル ーー 未来 


経済 同上 


シス コ と Cisco Foundation の 投資 は 、 機 会 均等 を 創出 し 、 
個人 と 家族 が 回 復 力 を 備え 、 豊 か に な れる よう に する こと を 目 
的 と し て いま す 。 


特に 経済 力 向 上 の 3 つの 重要 な 柱 で ある 、 キ ャ リア アッ プ の た め の ス キル 、 
起業 家 精 神 、 フ ァ イ ナ ン シ ャ ル イン クル ー ジ ョ ン に 重点 を 置い て いま す 。 


は じ め に 


私 た ち 
の カカ 


シス コ の 戦略 は 繰り 返し 可能 で 適応 性 の ある も の で あり 、 グ ロー バル レベ ル 
で も 地域 レベ ル で も 、 セ クタ ー 内 で 新た に 発生 し て いる 問題 、 ニ ー ズ 、 機 会 
に 迅速 に 対応 で きる よう に 設計 され て いま す 。 シス コ が 特に 力 を 入れ て 投資 
し て いる の は 、 十 分 な サー ビス を 受け られ な い コ ミュ ニテ ィ で す 。 コロ ナ 福 、 
人 道 危機 、 気 候 関連 の 自然 災害 の 影響 が 長引い て いる た め 、 あ る い は 以前 
か ら あ る 社会 的 、 経 済 的 な 問題 の た め に 深刻 な 課題 に 直面 し て いる コミ ュ ニ 
ティ が いく つも 存在 し ます 。 ニー ズ が 高まっ て いる この 時 期 に 、「 安 定性 」、「 主 
体 性 」、「 回 復 力 」、「 独 立 性 」、「 経 済 的 安全 保障 」 と いう この 分 野 の 指針 と 
な る 原則 を 強化 し て いき ます 。 


歩道 橋 建 設 に よる つなが り で 実現 し 
7 吉 近 だ 


36% 


の 賃金 上 昇 


75% 


の 農家 の 収益 性 向上 


60% 以上 


の 女性 の 就業 
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アフ リカ 農村 地域 で の 歩道 橋 建 設 


シス コ は 、 ア フリ カ 農 村 部 で の 歩道 橋 建設 に 重点 を 置い て 活動 し て いる 
Bridges to Prosperity と 提携 し て いま す 。 貧困 を 緩和 し 、 経 済 成長 の 恩恵 
を 十分 に 受け られ な い 地 域 間 の 格差 を 埋め る 支援 を する こと が 目的 で す 。 一 
見 シン プル な 取り 組み で す が 、 これ まで 手 の 届 か な か っ た 教育 、 医 療 、 市 場 
へ の アク セス を コミ ュ ニ ティ に 提供 する こと で 、 経 済 力 向 上 に 重要 な 役割 を 
果たし て いま す 。 Bridges to Prosperity は 、 現 地 の 労 働 者 、 建 設 業者 、 エ 
ンジ ニア に トレ ー ニ ング を 提供 し 、 現 地 の ス キル と 能力 の 開発 を 支援 し て い 
ます 。 シ スコ は 、 実 証 済 み の エ ビデ ンス に 基づく モデ ル を 基 に 、「Fika Map」 
と いう 最新 の イニ シア チ ブ に 投資 し まし た 。 テ クノ ロジ ー、 機 械 学習 、 デ ー 
タ の 力 を 活用 し て 、 政 府 機関 や 地域 コミ ュ ニ ティ と いっ た ステ ー ク ホル ダー 
が 輸送 の 障害 物 を 特定 し て 、 橋 の 建設 場所 に 優先 順位 を 付け られ る よう に 
する と いう 取り 組み で す 。 この ほか 、 低 中 所 得 国 で デー タ の 公平 性 に 関す る 
重要 な 問題 に も 取り 組み 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ で も デー タ に 基づく 意思 決定 が 
で きる よう に 支援 し て いま す 。 


シス コ の 経済 力 向上 と 社会 的 投資 戦略 の 詳細 を ご 覧 
くだ さい 。 


RILPI IP 
CISCO 


ESG 
レポ ー ト ハブ 


wi 私 た ち 
は じ め に の カカ 


スキ ルト レー ニン グ の 機会 の 推進 


Generation 社 は 、 あ ら ゆ る 年 齢 層 の 成人 が 経済 的 流動 性 を 実現 で きる よ 
うに 支援 し て いま す 。 学習 者 に トレ ー ニ ング を 実施 し 、 就 労 を 支援 し 、 他 の 
方 法 で は 手 の 届 か な い キ ャ リア を 築け る よう サポ ー ト し て いま す 。 18 か 国 に 
拠点 を 置き 、 失 業 の 影響 を 過度 に 受け て いる 多様 な 学習 者 グル ー プ を 対象 
に し て いま す 。 同社 の 学習 者 の 大 半 は 、 母 国 で 過小 評価 され て いる コミ ュ 

ニテ ィ に 属し て いま す 。 Cisco Foundation は 、Generation 社 の デジ タル ト 
SSR 同社 は 、 ネ ッ ト ワ ー 
ク 全 体 で 学習 者 、 修 了 生 、 ス タッ フ に 統一 され た 合理 的 な エク スペ リエ ンス 
を 提供 で きる よう に な り ま す 。 


O 
88% 
就労 後 180 日 経っ て も 仕事 
を 続け て いる Generation 
社 の 参加 者 


3 倍 
得 上 昇 の 
平均 


イン クル ーー 


未来 すべ て の 


シテ 人 に 


女性 が 率い る 企業 と イノ ベー ショ ン 
の 支援 


ベン チャ ー キ ャ ピタ ル へ の 資金 提供 の うち 、 女 性 が 率い る 企業 に 投資 され て 
いる 割合 は 3% 未満 で す 。 Astia は 、 女 性 が 率い る 企業 、 特 に 有色 人 種 の 

女性 が 率い る 企業 で この 格差 に 対処 し て いま す 。 シ スコ は 、 Astia Connect 
の 開発 に お いて アー リー ステ ー ジ で の 資金 提供 と その 後 の 投資 を 行っ て いま 
す 。 Astia Connect は 、 案 件 の 調達 、 審 査 、 投 資 の すべ て を テク ノロ ジー で 
実現 で きる プラ ッ ト フ ォ ー ム で す 。 シス コ の 資金 提供 に より 、 Astia は 女性 が 
率い る 1.300 を 超え る 企業 に 公平 な 投資 を 行う と いう 使命 を 毎年 果たし て 

きま し た 。 先ごろ の 資金 提供 で は 、 さ ら に 多様 な 投資 家 に リー チ し 、 女 性 が 
率い る 世界 中 の 非常 に 革新 的 な ベン チャ ー に より 充実 し た 支援 が で きる よう 
投資 し て いま す 。 


シス コ と イン ド の ソー シャ ル エン ター プラ イズ イン キュ ベー ター Villgro@ 

は 、 イ ンド を 拠点 と する スタ ー ト アッ プ アク セラ レー タ プロ グラ ム Tvaran 

を 共同 で 開始 し まし た 。 資金 を 受け た 7 社 は 、 す べ て 女性 起業 家 が 率い る 
スタ ー ト アッ プ 企 業 で 、Tvaran の 初 年 度 に 参加 し て 、 支 援 、 リ ソー ス 、 メ ン 

ター 制度 を 受け まし た 。 こ れ ら の スタ ー ト アッ プ 企 業 は 、 廃 棄 物 管理 、 持 続 
可能 な 農業 、 プ ラス チッ ク 廃 棄 物 の 削減 、 持 続 可能 な モビ リティ な ど 、 和 気候 
変動 対応 の さま ざま な 側面 に 取り 組ん で いま す 。 こ の プロ グラ ム の 詳細 に つ 
いて は 、 イ ン パ クト レポ ー ト を ご 覧 くだ さい 。 


Global Citizen Prize : 
Cisco Youth Leadership Award 


2018 年 以降 、 シ スコ と Global Citizen は 提携 し て 、 極 度 の 貧困 を な くす た め の 取 り 組 
み を 進め 、 Force for Good ( 世 の た め 人 の た め に な る 力 ) と し て テク ノロ ジー を 活用 し て 
農業 、 安全 な 水 、 医療 の 各 分 野 で の 解決 策 が 評価 


いる 若者 を 表彰 し て いま す 。 教育 、 
され 、 世 界 各地 か ら 5 名 の 非凡 な 若者 が 表彰 され まし た 。 


ジン バブ エ に お ける 問題 解決 人 材 
の トレ ー ニ ング 


Nkosana Butholenkosi Masuku 氏 は ジン バブ エ 出 身 の 28 歳 で す 。 学習 
プラ ッ ト フ ォ ー ム 「Sciency Learning」 創 設 と いう 優れ た 取り 組み が 認 
られ 、 第 5 回 2023 Global Citizen Prize : Cisco Youth Leadership 
Award を 受賞 し 、 25 万 米ドル の 助成 金 を 受け 取り まし た 。 Sciency 
Learning は 、 地 方 の 学校 で 教鞭 を と っ て いた 同氏 の 経験 に 着想 を 得 た も 
の で 、 ジ ン バ ブ エ の 学生 に 手頃 な 価格 で 利用 で きる STEM 教育 を 提供 し 
て いま す 。 これ まで に 65,000 人 を 超え る 学習 者 に 提供 され て お り 、 
Nkosana 氏 は 、 今 後 5 年 間 で アフ リカ 全体 で さら に 100 万 人 に 届け る 


こと を 目指 し て いま す 。 


Youth Leadership Award は 、18 一 30 歳 の 個人 を 対象 に 毎年 授与 され ます 。 受賞 


が イン パク ト の 拡大 と 強化 に 貢献 し て いる 組織 に は 25 万 米ドル の 賞金 が 支払 われ ます 。 
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イン クル ー 


は じ め に シブ 


私 た ち 
の カカ 


シス コ と NESsT が 持続 可能 な イン パク ト を 
も た ら す 道 を 切り 開く 


貧困 か ら 抜 け 出 す に は 、 安 定 し た 収入 が 得 ら れる 良い 仕事 に 就く こと が 不可 欠 で す 。 し か し 世界 
の 多く の 地域 で は 、 従 来 の 雇用 市 場 に 参入 で きま せん 。 こ の よう な 背景 の 下 、 地 域 に 根ざし た 社 
会 的 企業 が 登場 し まし た 。 これ ら の 企業 は 、 遠 隔 地 、 低 所 得 地域 、 環 境 に 恵まれ て いな い 地 域 
に 拠点 を 構え て いる こと が 多く 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ の ニー ズ と 最大 の 利益 を 念頭 に 置い て 活動 で き 
ます 。 


NESsT の 使命 は 、 こ うし た 社会 的 企業 に 投資 し 、 そ の 過程 で 起業 家 を 支援 する こと で す 。 そ れ を 
踏ま え 、 NESsT は 、 シ スコ お よび IKEA Social Entrepreneurship と 提携 し て 、 Refugee 
Employment Initiative を 立ち 上 げ ま し た 。 こ の プロ グラ ム は 、 ポ ー ラ ンド と ルー マニ ア の 難民 に 
選 用 機会 、 キ ャ リア トレ ー ニ ング 支援 サー ビス を 提供 し て 、 3,000 人 の 雇用 を 創出 し 、 5.000 人 
の 人 々 の 生活 を 改善 し て いる イン パク ト 重 視 の 企業 に 投資 し て いま す 。 


シス コ と NESsT は この ほか 、 NESsT Amazonia Initiative を 通じ て 、 急 速 に 進む 森林 伐採 に 対す 
る ブラ ジル 農家 の 取り 組み も 支援 し て いま す 。 NESsT Amazonia Initiative は 、 ア マゾ ン 川 流域 で 
漁師 を 支援 する 先住 民族 企業 か ら 、 気 候 変動 対策 を 提供 、 強 化し て いる アー リー ステ ー ジ の テク 
ノロ ジー 企業 まで 、 50 社 で 構成 され て いま す 。 支 援 を 受け て いる 企業 の 60% 近く が 先住 民 に 
よっ て 経営 され て いま す 。 


発足 以来 、 NESsT Amazonia Initiative は 750 社 を マッ ピン グ し 、 20 の バリ ュー チェ ー ン を 評価 、 

モニ タリ ング し て きま し た 。 その ポー ト フ ォ リ オ は 8,300 人 以上 の 雇用 を 支え て きま し た 。 た と え 

ば この イニ シア チ ブ を 通じ て 、 NESsT は 現地 の テク ノロ ジー 分 野 の 社会 的 企業 2 社 (ManejeBem 
社 と EIysios 社 ) を 支援 し て いま す 。 ManejeBem 社 は 、 持 続 可能 な 農業 を 推進 する デジ タル ツー 
ル で 小 規模 農家 の 能力 を 高め て いま す 。 Elysios 社 は 、 計 画策 定 、 文書 化 、 規 制 遵 守 を 最適 化 で 

きる Web アプ リ と モバ イル アプ リ を 農家 に 提供 し て 、 作 物 の 収穫 量 を 増やし 、 人 手 を 減ら し て い 

ます 。 


未来 


Refugee Employment Initiative 


1 年 


発足 か ら 1 年 、 NESsT Refugee 
Employment ポー ト フ ォ リ オ は 大 き な 影 響 
を 与え て いる 


2.000 人 以上 


スキ ルト レー ニン グ 、 語学 コー ス 、 法 的 支 
援 を 受け た の 難民 の 数 


3,800 


住宅 、 育 児 、 教 育 、 心 の ケア と いっ た 包 


括 的 な サー ビス を 受け た 難民 の 世帯 数 


450 以上 


難民 の た め に 創出 、 維 持 され た 雇用 数 


今後 の 展望 
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NESsT Amazonia Initiative 


100 万 以上 


ManejeBem 社 が 事業 を 展開 し 
て いる ブラ ジル 10 州 で 手 を 差 
し 伸 べ られ た 農家 の 数 


3.000 人 以上 


農業 活動 の 計画 策定 と 文書 化 の 
改善 に 役立つ Elysios 社 の Web 
アプ リ と モバ イル アプ リ の 提供 を 
受け た 農家 の 数 
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は じ め に VC VT 未来 NN 今後 の 展望 


学習 能力 と 
デジ タル スキ ル 


技術 分 野 の キャ リア で 成功 で きる だ け の 才能 と 意欲 が あり な 
が ら 、 雇 用 機会 の 追求 に 適し た スキ ル を 身 に 付け る た め の 支 
援 を 必要 と し て いる 人 が 少な く あ り ま せん 。 


シス コ を 代表 する 社会 貢献 プロ グラ ム の 1 つ で ある Cisco Networking 


Academy は 、 学 習 者 が 需要 の ある テク ノロ ジー スキ ル を 身 に 付け られ る Cisco Networking 
よう に し 、 教 育 と 雇用 の 分 断 を 埋め る こと を 目的 と し た も の で す 。 Academy 
IT スキ ル を 仕事 に つなげ る プロ グラ ム と し て 世界 で も 特に 長い 歴史 が あり 、 4| / 


堅 寂 な パー トナ ー エ コシ ステ ム を 通じ て 世界 有数 の ラー ニン グ 製 品 を 提供 
し て いま す 。 シ スコ は 、11,700 の 学術 機関 か ら な る 他 に 類 を 見 な い エ コシ 
ステ ム と 提携 し て 、 各 種 IT コー ス を 提供 し 、Web スケ ー ル の プラ ッ ト フ ォ ー 
ム を 運用 し て いま す 。 学習 者 は 、 高 校 、 専 門 学校 、 大 学 、 矯 正 施設 、 非 ノ / 

営利 団体 、 シ スコ の Skills for Al プラ ッ ト フ ォ ー ム に よる 独自 の 学習 な ど 、 か 国語 に 対応 
自分 が 今 いる 場所 で 学べ ます 。 重 点 を 置い て いる の は スキ ル だ け で は あり 

ませ ん 。 キャ リア を 積ん で いこ うと する 人 々 を サポ ー ト する リソー ス を 提供 O 
し 、 学 生 と 雇用 機会 を つなげ る こと に も 重点 を 置い て いま す 。 106.8 % 


2022 年 度 比 で 増加 し 


提供 し た コー ス の 数 


Cisco Certified Support Technician (CCST) Security, CCST 


Networking、 Cisco Certified Network Associate (CCNA)、 CyberOps た 学生 参加 者 

Associate、 DevNet Associate な ど 、 世 界 的 に 認め られ た 認定 に 合っ た 

需要 の 高い 中 核 と な る 技術 スキ ル が 最 優先 で て す が 、 デ ジタル を 取り 巻く 状 また 、 Al ベー ス の 機能 を 使用 し て 学習 体験 を 強化 し て いま す 。 た と えば シス コ 

況 で 変化 する 学習 者 の ニー ズ に も 対応 し ます 。 2023 年 度 は 、 起 業 家 精 神 、 の Skills for All プラットフォーム は 、 Al を 使用 し て コー ス の 開始 時 と 開講 中 に 。 

IT 英語 、 サ イ バ ー セ キュ リティ 、 デ ー タ サイ エン ス 、 プ ログ ラミ ング と いっ 学習 者 の 能力 を 評価 し ます 。「My Knowledge Check (理解 度 チェ ッ ク )」 と の 主 押 を 
た テー マ で 学習 ポー ト フ ォ リ オ を 継続 的 に 拡充 し まし た 。 Al に 関す る 業務 呼ば れる 機能 を 利用 する と 、 コース 全体 を 通し て スキ ル の 習熟 度 を 自分 で 評 の 8 に 

を サポ ー ト し 、 絶 え 間 な く 変 化す る デジ タル 世界 で 成長 する た め に 不可 欠 価 で きま す 。 適応 型 ア セス メン ト を 使用 し て 大 量 の コー ス 内 容 全体 で 習熟 度 ll 


な スキ ル を 身 に 付け られ る よう に な り ま す 。 を 効率 的 に 判断 する こと で 、 自 分 の 強み と 要 注 意 の 分 野 を 特定 で きま す 。 A 


は じ め に 


イン クル ー 


私 た ち 
の カカ シブ 


25 年 の 歴史 が ある Cisco Networking Academy 


Cisco Networking Academy は 2023 年 度 に 25 周年 を 迎え 、 1997 年 以降 190 か 国 で 
2,050 万 人 が 学ん で いま す 。 こう し た 実績 を 残し つつ 、 次 の フェ ー ズ に 向け た 意欲 的 な 目標 を 発 
表し まし た 。 Cisco Networking Academy を 通じ て 今後 10 年 間 で さら に 2,500 万 人 に デジ 
タル スキ ル と サイ バー セキ ュ リ ティ スキ ル の トレ ー ニ ング を 提供 する と いう も の で す 。 ' 


受講 者 数 を さら に 2,500 万 人 増やす シス コ の ロー ド マ ッ プ 


Cisco Networking Academy は 、 公 平 で イン クル ー シ ブ な 人 材 開発 プロ グラ ム を 世界 規模 で 提 
供し て いま す 。 シ スコ は 全 世 界 で 次 の 目標 を 掲げ て いま す 。 


南北 アメ リカ 

2025 年 まで に 米国 の 20 万 人 を 対象 に 
サイ バー セキ ュ リ ティ スキ ル の トレ ー ニ ン 
グ を 実施 する 。 * 

進捗 状況 : 2023 年 度 は 5 万 人 


労働 省 の 登録 見 習い プロ グラ ム に 沿っ た 
サイ バー セキ ュ リ ティ 見 習い プロ グラ ム を 
立ち 上 げ る 。 


完了 


ブラ ジル の National Industrial 
Apprenticeship Service と 提携 し て 、 
同国 で デジ タル トレ ー ニ ング と イノ ベー 
ショ ン を 推進 する 。 


完了 


ヨー ロッ パ 、 中 東 、 ア フリ カ 

今後 10 年 間 で 同 地域 全体 で 1.000 万 人 を 対象 に デジ タル 
スキ ル と サイ バー セキ ュ リ ティ スキ ル の トレ ー ニ ング を 実施 
する 。 

進捗 状況 : 2023 年 度 は 140 万 人 


2032 年 まで に アフ リカ の 300 万 人 を 対象 に デジ タル スキ 
ル と サイ バー セキ ュ リ ティ スキ ル の トレ ー ニ ング を 実施 する 
(これ は 推定 2 億 米ドル の 現物 出資 に 相当 )。 

進捗 状況 : 2023 年 度 は 605,000 人 (4,130 万 米ドル の 現 
物 出資 に 相当 ) 


2024 年 まで に ポー ラン ド に いる 1 万 人 の ウクライナ 難民 
を 対象 に Cisco4Ukraine を 通じ て トレ ー ニ ング を 実施 
する 。 * 

進捗 状況 : 2023 年 度 は 4,200 人 の ウクライナ 難民 が 受講 


2032 年 まで に 欧州 連合 の 260 万 人 を 対象 に デジ タル スキ 
ル と サイ バー セキ ュ リ ティ スキ ル の トレ ー ニ ング を 実施 する 。 
進捗 状況 : 2023 年 度 は 444,000 人 


未来 


の 1 電 
Networking 


Academy 


アジ ア 太 平 洋 地域 、 日 本 、 中 国 


2032 年 まで に 670 万 人 を 対象 に デジ タル 
スキ ル と サイ バー セキ ュ リ ティ スキ ル の ト 
レー ニン グ を 実施 する 。 

進捗 状況 : 2023 年 度 は 100 万 人 


2025 年 まで に イン ド の 50 万 人 を 対象 に サ 
イ バ ー セ キュ リティ スキ ル の トレ ー ニ ング を 
実施 する 。 * 

進捗 状況 : 2023 年 度 は 219,000 人 


ブル ネイ 、 フ ィ ジ ー、 イ ンド 、 イ ンド ネシア 、 
マレ ー シ ア フィ リピ ン 、 タ イ の 全域 で 、 
2032 年 まで に 年 間 5 万 人 の 女性 を 対象 に 
デジ タル スキ ル ア ッ プ の トレ ー ニ ング を 実施 
する 。 

進捗 状況 : 2023 年 度 は 133,000 人 の 女 
性 が 受講 


今後 の 展望 
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Cisco Networking Academy 


の 実績 

1997 年 以降 

2,050 万 人 
受講 者 数 (世界 累計 ) 
27% 
女性 の 受講 者 の 数 
95% 

就職 また は 教育 の 機会 を 得 
る の に Networking 


Academy が 役立っ た と 回 
答 し た 受講 者 の 割合 * 


188,000 人 


障がい が ある と 回 答 し た 
受講 者 の 数 


2023 年 度 
11.700 


学術 機関 の 数 


190 


か 国 


29.700 人 


イン スト ラク ター の 数 


22% 
イン スト ラク ター に 占め 
る 女性 の 割合 


94% 

Networking Academy 
の お か げ で 教育 者 と し て 
の 能力 を 高め られ た と 回 
答 し た イン スト ラク ター 
の 割合 * 


"特に 断り が な い 限 り 、 こ の 目標 の 対象 期間 は 2023 年 度 初め か ら 2032 年 度 末 


まで で す 。 


^ この 目標 の 対象 期間 は 2023 年 度 か ら 2025 年 度 末 まで で す 。 

* こ の 目標 の 対象 期間 は 2023 年 度 か ら 2024 年 度 未 ま で で す 。 

? 2005 年 度 (終了 時 アン ケー ト を 開始 し た 年 ) か ら 2023 年 度 ま で に シス コ 認 定 
コー ス の 受講 者 を 対象 に 実施 し た 成果 調査 に 基づい て いま す 。 

? シ スコ が この デー タ の 収集 を 開始 し た 2079 年 7 月 以降 。 回 答 は 自己 申告 で 任 


意 で す 。 


? 積 極 的 に 活動 し て いる 講師 を 対象 と し た 2023 年 度 の イン スト ラク ター 調査 を 基 


に し て いま す 。 


は じ め に ‘7 未来 今後 の 展望 の 


や リー へ 
さら に 安全 な 未来 へ 
Camilla Ngala Timfe 氏 は カメ ルー ン に いた 10 代 の 頃 、 ネ ッ ト カ フェ に 行っ て イ 
ンタ ーネット を 楽し ん で いま し た 。 数 年 後 、 2 人 の 幼い 子供 を 連れ て 米国 に 移住 し 
は 力 な り で す 。 今 まし た が 、 引 き 続 き テ クノ ロジ ー、 特 に オン ライ ン の 安全 性 に 関心 を 持ち 続け まし 
知 カ $ り で す ク 目 た 。 ま も な く 、 ボ ル チ モ ア 郡 コミ ュ ニ ティ カレ ッ ジ の Cisco Networking 


分 の し て いる こと が わ 
二 Academy プロ グラ ム に 登録 し まし た 。 
か れ ば 、 自 信 が つき 
ます 」 家族 を 養う た め に 夜間 の アル バイ ト を こなし つつ 、 こ の プロ グラ ム に 参加 し 、 ス キ 
ル を 磨き 、 自 信 を 持て る よう に な り ま し た 。 コー ス の トピ ッ ク が 簡潔 で 、 演 習 セ ッ シ ョ 
- Camilla Ngala Timfe 氏 ン が 管理 し や すい た め 、IT 業界 に 入る た め の ス キル を 学び 直す の に 特に 有益 で あ 


る と 感じ まし た 。 また 、 Cisco Packet Tracer な どの ツー ル の 実用 性 も 高く 評価 し 
て いま す 。 仮想 ネッ トワ ー ク の 構築 、 コ マン ド の 入力 、 接 続 の 確認 が 行え る ツー ル 
で す 。 


と り わ け 、 ネ ットワーク 周り の 知識 が 得 ら れ た こと は 有益 で し た 。「 ネ ットワーク の 
仕組 み を 知ら な けれ ば 、 デ ー タ を 保護 する 方 法 も わか り ま せん 」 と Camilla 氏 は 
述べ て いま す 。「 サ イ バ ー セ キュ リティ で は 、 ネッ トワ ー ク と ネッ トワ ー キ ング 自体 
の 知識 が 非常 に 重要 で す 」 


身 に 付け た ネッ トワ ー ク 基盤 の 知識 を 活か し て 卓越 し た キャ リア を 積ん だ 彼女 は 、 
金融 コン サル ティ ング 会 社 の イン ター ン か ら セ キュ リティ アナ リス ト へ と 成長 し まし 
た 。「Cisco Networking Academy は 、 私 の キャ リア アッ プ に 欠か せな いも の で 
し た 」 と 振り 返り ます 。「 こ の プロ グラ ム で 得 た ネッ トワ ー ク の 知識 が な けれ ば 、 今 
の よう に チー ム に 貢献 する こと は で き な か っ た で し ょ う 。 私 の キャ リア の 成長 は 、 
まっ た く 別 の も の に な っ て いた は ず で す 」 


に 


NNS べ 


KN ' 
N 3 NNN い 


Cisco Networking Academy 
は 米国 の 人 コミ ョ ティ イカレ ッ 
ジ の ほ ば ぼ 半 数 と 提携 し て いま す 。 


・ 私 た ち 
は じ め に の カカ 


幼稚 園 か ら 高校 まで の 教育 と 教師 
の 専門 能力 開発 の 向上 


シス コ と Cisco Foundation は 、 テ クノ ロジ ー に 対応 し た 反復 可能 で 拡張 可 
能 な アー リー ステ ー ジ の 教育 ソリ ュー ショ ン に 投資 し て いま す 。 こう し た ソ 
リュ ーション は 、 デジ タル イン クル ー ジ ョ ン を すべ て の 子供 に 拡大 し 、 出席 率 、 
行動 、 コ ー ス の 成績 に プラ ス の 影響 を 与え ます 。 シ スコ は 、 世 界 各 地 の 
NGO と 連携 し て 差し 迫っ た 問題 に 取り 組ん で いま す 。 コロ ナ 褐 に よる 学校 
閉鎖 に よっ て 生じ た 学生 の 学習 ギャ ッ プ を 埋め る 、 STEM 科目 へ の 女性 の 参 
加 を 増やす 、 低 所 得 国 で 教師 の 能力 開発 を 支援 する と いっ た こと で す 。 た と 
えば Cisco Foundation は 教育 テク ノロ ジー の スタ ー ト アッ プ 企 業 Darsel 社 
と 提携 し て 、 ヨ ル ダ ン の 数 学 教育 の 課題 に 取り 組み まし た 。 ヨ ル ダ ン の 学生 
の 10 人 中 6 人 は 、 数 学 の 習熟 度 が 不足 し て いま す 。 資格 の ある 数 学 教師 
が 足り ず 、 テ クノ ロジ ー に アク セス で き な い こと が 原因 で す 。 Al を 活用 し た 
パー ソナ ライ ズ が 特徴 の 学習 チャ ッ ト ボ ッ ト 「Darsel」 は 、 2,000 人 を 超え る 
7 年 生 の 数 学 教師 と 連携 し 、50.000 人 以上 の 学生 に 恩恵 を も た らし まし た 。 
これ が きっ か け で ヨル ダン 全国 に 導入 され 、 さ ら に イン ド や ナイ ジェ リア で も 
導入 の 動き が 広がっ て いま す 。 


シス コ は 、 Raspberry Pi Foundation と 提携 し て 、 9 歳 か ら 13 歳 まで の 子 

供 た ち が デ ジタル テク ノロ ジー を 使用 し て コー ディ ング と 創造 性 を 学べ る よう 
支援 する 無料 の オン ライ ンプ ラッ ト フ ォ ー ム Code Club World を サポ ー ト し 
て いま す 。 毎年 300 万 人 を 超え る 学生 に 利用 され 、 特 に 女性 の 参加 と ケニア 
南ア フリ カ 、 イ ンド 各国 の 参画 に 重点 を 置い こい ます 。 学 生 は Code Club 

World を 利用 し て 実践 的 な コー ディ ング プロ ジェ クト に 参加 し 、 バ ッ ジ を 和 獲 
得 で きる ほか 、 理 解 度 チェ ッ ク を 終え た 後 で デモ を 行っ て 学び を 強化 で きま 


イン クル ー 
シブ 本来 


す 。 Code Club World プラ ッ ト フ ォ ー ム で は 、 モデレータ ー が 管理 する 安 
全 で セキ ュ ア な 環境 で コー ド プ ロジ ェクト の 共有 や 再編 集 が 可能 で す 。 シ 
スコ が 投資 し た 結果 、2022 年 に は 406,000 人 の 若者 が コン ピュ ー タ サイ 
エン ス で の 学習 の 成果 を 実証 し まし た 。 


シス コ は この ほか 、 読 み 書き 能力 の 向上 に 焦点 を 当て た 非 営利 団体 
CommonLit と 協力 し て 、 無 料 の 読み 書き デジ タル 授業 へ の アク セス を 拡 
大 し 、 遠 隔 学習 リソー ス を 作成 し た ほか 、 低 所 得 層 の 学校 で 弱い 立場 に あ 
る 生徒 向け に ベス ト プ ラ クティ ス を 提供 で きる よう 教師 の トレ ー ニ ング を 実 
施し まし た 。 CommonLit の イン パク ト は 大 きく 、 米国 の ほか 195 の 国 と 地 
域 の 88,000 以上 の 学校 で 事業 活動 を 展開 し 、 英 語 と スペ イン 語 で 約 
700 万 人 の 学生 に 利用 され て いま す 。 


CommonLit の イン パク ト 


700 万 人 


プラ ス の 影響 を 受け た 学生 の 数 (米国 と 中 南米 
で 1 年 あたり ) 


学習 成果 が 学年 度 平均 で 最大 2 1 本 に 向上 
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プッ クン ロン ー グ の 野 に お 7 る 2 シェ ング クー キ ギ 
等 の 推進 


2014 年 に 始ま っ た Women Rock-IT プロ グラ ム で は 、 若 い 女 性 
が STEM 分 野 で キャ リア を 追求 する こと を 奨励 し 、 支 援 す る こと 
で 、 テ クノ ロジ ー 業 界 に お ける ジェ ンダ ー 格 差 に 対処 し て いま す 。 
2023 年 の 「 国 際 ICT ガー ルズ デー」 で は 、 テ クノ ロジ ー を 活用 


当て た Learn-A-Thon も 開催 され まし た 。 世界 中 で 200 人 を 超 
える シス コ の ボラ ンティア が ライ ブイ ベン ト と キャ リア トー ク を 手 助 
けし まし た 。 詳 細 に つい て は 、Women Rock-IT を ご 覧 くだ さい 。 


2014 年 以降 の Women Rock-IT の イン パク ト 


200 万 人 以上 91 

参加 者 の 数 ライ ブ ブ ロ ー ド キャ スト 数 
974000 人 156 人 
NE 講演 者 の 数 


コー ス の 登録 者 数 


・ 私 た ち 
は じ め に の カカ 


シス コ は 、 平 等 な 権利 と 機会 へ の 公平 な アク セス を 求め 、 不 


当 な 扱い に 立ち 向かう こと を 信条 と し て きま し た 。 


2020 年 、 シ スコ は 社会 正義 を 提唱 する 長年 の 活動 か ら 、 行 動 を 喚起 し 永 
続 的 な 変化 を 生み 出す グロ ー バ ル で 全社 的 な 取り 組み へ と シフ ト し まし た 。 


社会 正義 の 信念 に 基づい て 、 シ スコ の テク ノロ ジー、 人 材 、 エ コシ ステ ム を 
最大 限 に 活用 する た め に 、 社 会 正義 の た め の 12 の アク ショ ン を 策定 し まし 
た 。 こ れ は 、 構造 的 な 課題 に 対処 し 、 イ ンク ルー シブ な 未来 に 向け て コミ ュ 
ニテ ィ の 能力 を 向上 させ る 5 か 年 間 3 億 米ドル の 取り 組み で し た 。 シ スコ 

の 12 の アク ショ ン は 当初 、 AA/B コミ ュ ニ ティ が 直面 し て いる 不平 等 に 取り 


組む こと に 焦点 を 当て て いま し た 。 現在 は 、 あ ら ゆ る 多様 性 に 適応 し 調整 で 


きる 戦略 的 フレ ー ム ワー ク を 構築 し て いま す 。 


HBCU の 架け 橋 と な る 


2020 年 、 シ スコ は 米国 の HBCU の 戦略 的 復旧 と 持続 可能 性 に 5 年 間 で 
1 億 5.000 万 米ドル を 拠出 し まし た 。 その うち 1 億 米ドル は 、 NIST が 確立 
し た サイ バー セキ ュ リ ティ リス ク 基 準 を 大 学 が 遵守 で きる よう に テク ノロ ジー 
の 近代 化 に 充て られ ます 。 2023 年 度 示 まで に 、 シ スコ は サー ビス と ソフ ト 
ウェ ア に 6,600 万 米ドル を 投資 し 、Title IV の 資金 調達 に も 15 億 米ドル 以 
上 を 確保 し まし た 。 また 、 アフ リカ 系 アメ リカ 人 の シス コ パー トナ ー コミ ュ 
ニテ ィ (AACPC) に テク ノロ ジー 導入 に つい て 協力 を 求め て いま す 。 


シス コ が クラ ー ク アト ラン タ 大 学 (CAU) と 提携 し た こと は 、 社 会 正義 へ の 
取り 組み を 通じ て シス コ が 推進 し て いる イン パク ト が よく わか る 例 で す 。 ま ず 
170 万 米ドル 以上 を セキ ュ リ ティ 関連 の ソフ トウ ェ ア と サー ビス に 寄付 し まし 
た 。 CAU の IT チー ム と 、 シ スコ の AACPC の メン バー で ある Procellis 社 
は CAU の テク ノロ ジー イン フラ スト ラク チャ の 吊 新 JNIST の サイ バー セキ ュ 
リティ 基準 の 遵守 、Title IV Federal Student Aid の 資格 要件 の 達成 に 向け 
て 重要 な 導入 を 完了 し まし た 。 


イン クル ーー i 
シブ 未来 


また 、 Cisco Networking Academy の 各種 サー ビス を 寄付 し 、Certified 
Leasing and Finance Program Certification Scholarship トレ ー ニ ング 
を 学生 に 提供 し まし た 。 こ の ほか 、 Black Economic Alliance Endowment 
と いう 資金 100 万 米ドル の 寄付 基金 で CAU の 次 世代 起業 家 を 支援 し て い 
ます 。 


今後 の 展望 
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1 代 5( 


意 5,.000 万 米ドル 


5 | 念 < HBCU へ の 取り 組み 。 テク ノロ ジー の アッ 
プ グ レー ド に 1 億 米ドル 、 STEM 教育 を 受け る 学生 に 
5,000 万 米ドル を 提供 


6,600 万 米ドル 


ソフ トウ ェ ア の 寄贈 (2020 ~ 2023 年 度 ) 


46 件 の NIST 


評価 を 完了 (2020 ~ 2023 年 度 ) 


30 件 


の テク ノロ ジー 導入 を 完了 (2020 - 2023 年 度 ) 


5 億 米ドル 


で 確保 し た Title IV の 連邦 政府 補助 金 


ネッ トワ ー ク セキ ュ リ ティ の 強化 を 目的 に 
シス コ が クラ ー ク アト ラン タ 大 学 を どの よう に 
支援 し て いる か を ご 覧 くだ さい 。 


CAU の キャ ン パ ス を 学生 と 散策 する 教育 推 
進 担当 副 学 長 Jo/ene Butts Freeman 氏 。 


ia 私 た ち 
は じ め に の カカ 


ンス コ の 人 社会 正義 の 信 言 念 


すべ て の 人 の た め の 公 正 と 平等 は シス コ の 信念 で す 。 社会 正義 推進 に 対す る 
シス コ の 取り 組み は 、6 つの 中 核 と な る 信念 に 基づい て いま す 。 こ うし た 信念 
は 、 正 義 、 公 平 な 待遇 、 より イ ンク ルー シブ な 制度 に 変え て いく こと を 世界 中 
で 提唱 する シス コ の 原動力 (そし て 案内 役 ) と な っ て いま す . 


優れ た テク ノロ ジー の 活用 
テク ノロ ジー は 私 た ち を つなぎ 、 世 界 を より 良い も の に し ます 。 シ スコ は 人 々 
が 新た な 可能 性 を 切り 拓 け る よう な テク ノロ ジー を 構築 する よう 取り 組ん で い 


ます 。 そ し て 誰 に 対し て も 、 検 関 、 抑 圧 、 不 正 の た め に 私 た ちの テク ノロ ジー 
が 悪用 され な いよ うに し ます 。 


公平 性 
社会 正義 は 政治 的 な も の で は あり ませ ん 。 不 公平 に 対 央 し 、 誰 も が 成功 で き 
る 経済 、 文 化 、 コ ミュ ニテ ィ を 創造 する 公平 性 と 解決 策 を 求め て いま す 。 


イン クル ーー i 
シブ 本来 


触れ 合い 


シス コ は 、 あ り の まま の 自分 で ある と いう だ け て で 不当 な 扱い や 嫌悪 、 偏 見 、 
差別 を 受け な が ら 生 き て きた 人 々 に 寄り 添い 、 自 ら も 学ん で いま す 。 共感 と 
理解 こそ が 、 私 た ちの 果敢 な 行動 の 原動力 に な り ま す 。 


存在 の 安全 


シス コ は 偏見 、 ヘ イト 、 暴 力 の 対象 と な っ て いる 人 々 を 保護 する た め に 、 人 
権 の 最も 基本 的 な 部 分 で ある 「 存 在 の 安全 」 を 支持 し て いま す . 


連携 
シス コ は 、 従 業 員 、 サ プラ イヤ 、 コミュニ ティ 、 パ ー ト ナー が 連携 し て 行動 
を 起こ し 、 有 意義 な 変化 を 推進 する 文化 を 創造 し て いま す 。 


あら ゆる 多様 性 

シス コ は 、 性 自認 、 年 齢 、 人 種 、 民 族 、 性 的 指向 、 障 が い の 有 無 、 国 籍 、 
宗教 、 軍 歴 、 経 歴 、 文 化 、 経 験 、 長 所 、 考 え 方 な ど 、 あ ら ゆ る 多様 性 を 考 
慮 し て 取り 組む こと が 、 最 終 的 な 社会 正義 で ある と 考え て いま す 。 


今後 の 展望 


シス コ に お ける サプライ ヤ 
の 多様 性 


シス コ は 毎年 数 十 億 米ドル の 製品 や サー ビス を サプライ 
ヤ か ら 購 入 し て いま す が 、 シ スコ の サプライ ヤ 多 様 性 プロ 
グラ ム と 社会 正義 アク ショ ン 7 は 、 購 入 先 企業 の 所 有 者 
と 従業 員 に も 多様 性 全般 に 対す る シス コ の 取り 組み に 参 
画 し て も ら う こと を 目的 と し て いま す 。 今年 、 2023 年 まで 
に 多様 性 の ある サプライ ヤ へ の 支出 額 を 2 倍 に する と い 
う 目 標 を 上 回 り ま し た 。 シ スコ は 、 サ プラ イヤ コミ ュ ニ ティ 
の 経営 者 の 多様 性 だ け で な く 、 シス コ を 直接 サポ ー 

て いる 推奨 サプライ ヤ の 従業 員 の 多様 性 も 追跡 し て いま 
す 。 ま た 、 サ プラ イヤ が どう すれ ば 多様 性 を 推進 し 、 自 
社 の 従業 員 に 強固 な 文化 を 根付 か せる こと が で きる の か 、 
その 実現 に 向け て サプライ ヤ と リソー ス を 共有 し て いま す 。 
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・ 私 た ち 
は じ め に の カカ 


進捗 状況 の ハイ ライ ト 
2020 一 2023 年 度 。 
2020 年 度 は 指標 の 基準 年 度 と し て お り 、 前 年 比 は あり ませ ん 。 


2025 年 度 ま で に : 社会 正義 アク ショ ン 1、 コ ミュ ニテ ィ 
パ バ パートナー シップ ズ 立法 、 ア ド ボ カ シー 活動 を 支援 : 公 
平 と 正義 を 擁護 する AA/B の 非 営利 団体 に 500 万 米 ド 
ル を 寄付 する 。 


ー 400 万 米ドル を 寄付 (2020 一 2023 年 度 ) 


2023 年 度 ま で に : 社会 正義 アク ショ ン 2、 従 業 員 の 多 
様 性 促進 : 多様 性 の ある 人 材 パ イプ ライ ン を 拡大 する こ 
と で 、 ア フリ カ 系 アメ リカ 人 / 黒人 で ある こと を 自認 する 
従業 員 の 割合 を 増やす (新入 社員 か ら 管 理 職 し ベル の 従 
業 員 で 25% 増加 、 取 締 役 か ら バ イス プレ ジ デ ント 以上 
の 役職 で 75% 増加 )。 

目標 達成 。 

ー ラ 73% 増加 (新入 社員 か ら 管 理 職 レ ベル の 従業 員 ) 

ー ラ 103% 増加 (取締 役 ) 

ー ラ 240% 増加 (バイ スプ レジ デン ト 以 上 の 役職 ) 


' この 目標 の 対象 期間 は 2023 年 (暦年 ) で す 。 


インク ルー 
シブ 本来 


2024 年 度 ま で に : 社会 正義 アク ショ ン 7、 サ プラ イヤ 

の 参画 : 多様 性 の ある サプライ ヤ へ の 支出 を 倍増 する 

こと で 、 推奨 サプライ ヤ の 95% か ら 多 様 性 の 指標 に 

関す る 報告 を 受け る 。 ! 

ー ラ 108% 多様 性 の ある サプライ ヤ へ の 支出 が 増加 (2020 一 
2023 年 度 ) 

ー ラ 88% の 推奨 サプライ ヤ が 多様 性 に 関す る 指標 を 報告 
(2023 年 度 ) 


2025 年 度 ま で に : 社会 正義 アク ショ ン 8、HBCU へ の 
投資 : HBCU の レガ シー と サス テ ナ ビ リティ を 維持 する 
た め に 1 億 5,000 万 米ドル の 資金 を 提供 する 。 う ち 
5,000 万 米ドル は 科学 、 技 術 、 工 学 、 数 学 (STEM) 
教育 に 、1 億 米ドル は テク ノロ ジー の 近代 化 に 充当 する 。 


ー ラ 3,750 万 米ドル を STEM 教育 に 支出 
ー ラ 6,600 万 米ドル を テク ノロ ジー の アッ プ グ レー ド に 支出 


注 : 年 度 で 記述 され て いる 目標 の 進捗 状況 は 、 特 に 断り の な い 限 り 、 い ずれ も 会 計 年 度 示 まで に 測定 され た も の で す 。 


今後 の 展望 


2025 年 度 ま で に : 社会 正義 アク ショ ン 10、 パ ー ト ナー 

エコ シス テム の 多様 性 促進 : シス コ の バー トナ ー エ コシ 

ステ ム の 多様 性 を 高め る こと に 5,000 万 米ドル を 投資 

し 、 ア フリ カ 系 アメ リカ 人 / 黒人 が 所 有する テク ノロ ジー 

企業 の 数 を 増やし 、 ア フリ カ 系 アメ リカ 人 / 黒人 が 所 

有する バー トナ ー 組 織 の 財務 的 な 成長 を 促す 機会 を 拡 

大 する 。 

ー ラ アフ リカ 系 アメ リカ 人 / 黒人 が 所 有する 企業 が パー トナ ー 
エコ シス テム で 増加 

ー ラ 17 の アク セラ レー ショ ン パー トナ ー に 注力 


2025 年 度 ま で に : 社会 正義 アク ショ ン 11、 次 世代 の 

技術 革新 へ の 投資 : 多様 性 の ある リー ダー が 率い る ス 

ター ト ア ッ プ や ベン チャ ー フ ァ ン ド に 5,000 万 米ドル を 

投資 する 。 

ー ラ BIPOC の 経営 者 、 ラ テン 系 経営 者 、 女 性 経営 者 が 率い 
る スタ ー ト アッ プ や ベン チャ ー フ ァ ン ド に 継続 的 に 投資 。 


社会 正義 アク ショ ン の 詳細 
を ご 覧 くだ さい 。 


RIIPFIIP 
CISCO 


ESG 
レポ ー ト ハブ 


2023 年 度 パ ー パ スレ ポー ト | 60 


は じ め に 


私 た ち 
の カカ 


O O た 
ハー ハス の た め の 

O べ le) 
パー パス の た め の パ ー ト ナー シッ プ は 2022 年 11 月 の シス コパ ー ト ナー サミ ッ 
ト で 開始 され た 取り 組み で す 。 イン クル ー シ ブ な 未来 に 向け た シス コ の 取り 組 
み は 、 世 界 各地 の パー トナ ー、 お 客 様 、 サ プラ イヤ が シス コ と 簡単 に 協力 で き 


る よう に する こと で 、 共 同 で プラ ス の 影響 を 世界 中 に いち 早く 広め て いく と い 
う も の で す 。 


立ち 上 げ 以 来 、 こ の パー トナ ー シ ッ プ が ムー プ ブ メ ント に 成長 し て いく 様子 を 目 
の 当たり に し て きま し た 。 パ バ パート ナー と シス コ は ベス ト プ ラ クティ ス を 共有 し 、 
さま ざま お な 方 法 で 協力 し て この 取り 組み を 共に 広め 、 拡 大 させ て いま す 。 これ 
まで 、 次 の よう に 大 小さ ま ざ ま な 活動 が 行わ れ て お り 、 い ずれ も シス コ の パー 
パス の 推進 に 役立っ て いま す 。 


e ePlus 社 は シス コ や その お 客 様 と 協力 し て 、 300 人 を 超え る 女子 中 学生 
に デジ タル スキ ルト レー ニン グ を 提供 し 、Girls Re-Imagining Tomorrow 
(GRIT) プロ グラ ム を 成功 に 導き まし た 。 


優れ た 専門 性 を 通じ た サス テ ナ ビ リティ の 
推進 


シス コ と Ingram Micro 社 は 共同 で 、 オ ー ス トラ リア で 初 の Cisco 
Partnering for Purpose イニ シア チ ブ 「 よ り 良 い 未 来 に 向け た 
Blackbelt 認定 」 を 立ち 上 げ 、 Black Belt サス テ ナ ビ リティ 認定 を 取得 
付す る 


する た びに 、 オ ー ス トラ リア の 環境 非 営利 団体 Planet Ark に 寄 
取り 組み を 始め まし た 。 当初 の 目標 を 上 回 り 、 Black Belt サス テ ナ ビ リ 
ティ 認定 を 202 件 発行 し まし た 。 Cisco Environmental Sustainability 
スペ シャ ライ ゼー ショ ン パー トナ ー が 154% 増え 、 Planet Ark に 


40,000 豪 ド ル を 寄付 で きま し た 。 認 定 と スペ シャ ライ ゼー ショ ン が 増 
えた こと で 、 ス キル の 高い 人 材 が シス コ の お 客 様 の た め に 環境 に 配慮 し 
た ソリ ュー ショ ン を 設計 し て いま す 。 


イン ジン クルー 


シブ 未来 


@ 米国 、 カ ナダ 、 中 南米 の 複数 の パー トナ ー が 参加 し た 1 週間 の 社会 貢献 
活動 で 、 ボ ラン ティ ア 活 動 時 間 が 1.300 時 間 を 超え まし た 。 

@ シス コ の 新しい Allied Partner モデ ル に 多く の パー トナ ー が 参加 し 、 マ イ 
ノリ ティ が 所 有する 企業 に メン ター 制度 を 導入 し て 、 多 様 性 の ある 企業 と 
文化 の 構築 に 協力 し て 取り 組ん で いま す 。 


シス コ の パー トナ ー が イノ ベー ショ ン を 推進 する うえ で パー パス が 重要 な 役割 を 
果たし て いる こと に 満足 し て いま す 。 この こと は 、 2023 Global Partner 
Innovation Challenge に 新設 され た 「 パ バー パス の た め の パ ー ト ナー シッ プ 」 カ 
テ ゴ リ に パー パス に 基づく 投稿 が 数 多く 寄せ られ て いる こと か ら も 実証 され て い 
ます 。 


この カテ ゴリ の 受賞 者 は 次 の と お り で す 。 

@ カナ ダ の Long View Systems 社 と スペ イン の Kiw One 社 。 環 境 保 全 に 
取り 組む イノ ベー ショ ン を 提供 し て 、 顧 客 の ESG 目標 と ネッ ト ゼ ロ 目 標 の 
達成 を 支援 し た こと を 評価 

@ エジプト の Connect Professional Services 社 。 テ クノ ロジ ー を 利用 し 
て 遠隔 地 で の 医療 アク セス に 対処 し た イノ ベー ショ ン を 評価 

@ 米国 の LiteScape Technologies 社 。 弱 い 立 場 に あり 、 社 会 か ら 取り 残 
され た 人 々 が 家族 や 大 切な 人 た ちと 常時 つなが っ て いら れる よう に し た イ 
ノ ベ ー シ ョ ン を 評価 

いずれ の 取り 組み も 刺激 的 で あり 、 シス コ の パートナー の 創意 工夫 と 革新 的 な 
精神 を 際立た な せ て いる だ け で な く 、 良 い 行い が 良い ビジ ネス で ある こと も 示し て 
いま す 。 こ れ に より 、 私 た ち を 取り 巻く 世界 に 永続 的 に プラ ス の 影響 び も た ら 
され ます 。 


バー パス の た め の バ パー トナ ー シ ッ プ に ぜひ ご 
参加 くだ さい 。 


RIIRIIP 
に 


レポ ー ご ト ハブ 
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公共 政策 き と 提 人 唱 


シス コ は 、 テ クノ ロジ ー を 推進 する 立場 か ら 方 針 と 規則 
を 策定 し 、 提 唱 し て いま す 。 シ スコ は あら ゆる レベ ル で 
政府 と 協 働 し 、 当 社 、 パ ー ト ナー、 お 客 様 を 支援 する 
公共 政策 に 重点 を 置く と と も に 、 す べ て の 人 に イン ク 
ルー シブ な 未来 を 実現 する と いう パー パス を 達成 し ま 
す 。 シ スコ の 方 針 の 優先 事項 の 詳細 に つい て は 、 政 府 
関連 業務 の Web サイ ト を ご 覧 くだ さい 。 次 の よう な 方 
針 を 掲げ て いま す 。 


イン ター ネッ ト の 力 を 最大 限 に 活用 する 
サス テ ナ ビ リティ を 支援 する 


自由 貿易 と イン クル ー シ ブ 
人 と 知識 に 投資 する 
開か れ た イン ター ネッ ト を 維持 する 

イノ ベー ショ ン を 保護 する 

投資 を 促進 する 

進化 する 脅威 に 対す る セキ ュ リ ティ を 確保 する 
次 世代 ワイ ヤレ スネ ットワーク を 構築 する 


な 貿易 政策 を 進め る 


は じ め に 


今後 


展 主 


シス コ の パー パス は 単に 過去 を 振り 


返る だ け の も の で は な い 


シス コ は 毎年 、 業 績 と 世界 に も た らし た プラ ス の 影響 を 振り 
返っ て いま す が 、 そ れ だ け で は あり ませ ん 。 継続 的 に 持続 的 


な 変化 を 推進 する に は 、 先 を 見 据え て 変化 する 状況 を 考慮 し 、 


課題 と 傾向 を 特定 し て 、 機 会 を 認識 する こと も 必要 で す 。 シ 
スコ は 独自 の 強み を 活か し て 、 コ ミュ ニテ ィ 、 シ スコ の ビジ ネ 
ス 、 そ し て すべ て の 人 に 利益 を も た ら す こと を 目指 し て 前 進 し 
て いき ます 。 


今後 の 展望 
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k= 私 た ち 
は じ め に の カカ 


Fran Katsoudas 


か ら の メッ セー ジ 


人 材 / 方 針 / パー パス 担当 最高 責任 者 


イン クル ー 


すべ て の 
末 来 人 に 


シブ 


パー パス レポ ー ト の 目的 と は 何で し ょ うか ? シス コ で は これ まで パー パス レ 
ボ ポート を 利用 し て 、 1 年 間 の 取り 組み と 目標 の 達成 状況 を 振り 返る と と も に 、 


た 。 数 年 前 、 シ スコ の ビジ ネス 、 テ クノ ロジ ー、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を パー パス 
と 組み 合わ せる こと で 、 最 大 の イン パク ト を も た ら す 分 野 に 注力 で きる こと 
に 気づき まし た 。 ま た 、 パ ー パ ス を 慎重 に 設計 し て 運用 する こと で 、 ビ ジ ネ 
ス 成 果 を 高め る と と も に イン パク ト を 高め 、 永 続 的 で 現実 的 な も の を 創造 で 
きる こと が わか り ま し た 。 


企業 が ビジ ネス 戦略 を 成功 させ よう と する な ら 、 変 化す る 状況 を 考慮 し 、 今 
後 の 課題 と 傾向 を 特定 し 、 絶 え ず 進化 する 要件 に 最適 に 対応 する 方 法 を 考 
える 必要 が あり ます 。 パ ー パ ス に つい て も 同じ こと が 言え ます 。 


私 た ち が 抱 える 最大 の 課題 は 、 相 互 に 関連 し 
依存 し 合っ て いま す 。 


この 数 年 、 誰 も が 前 例 の な い 課 題 に 直面 し 、 二 極 化 が 進み や すく な り ま し た 。 
し か し 、 二 者 択 一 の 疑問 や 問題 で は な く 、 より 多 極 的 な 世界 が 出現 し て お り 、 
これ まで 以上 に 多く の ニュ アン ス と コン テキ スト に 基づい て 事業 活動 を 展開 
する 必要 が あり ます 。 この 点 で 明らか な こと が 1 つ あ り ま す 。 人 と 人 の つ な 
が り 、 そし て 依存 が これ まで 以上 に 強く な っ て いる こと で す 。 


地球 と その 環境 に 誰 も が 同じ よう に 依存 する こと で 、 私 た ちの 生活 と 未来 

は つなが っ て いま す 。 気候 変動 の 危機 を 共に 解決 する グロ ー バ ル な 責任 が 

あり ます 。 デ ジタル 化 と グロ ー バ ル 化 が ます ます 進む 経済 の 成長 が 見 られ 、 

私 た ち は 人 金融 の 相互 依存 と いう エコ シス テム で つなが り 続 ける よう に な り ま 

す 。 先 ご ころ の パン デミ ッ ク で 学ん だ よう に 、 集 団 的 健康 も 密接 に 結び 付い て 
いま す 。 


また 、 世 界 の さま ざま な 危機 が ます ます つなが り を 深め 、 そ の 影響 は 弱い 
立場 に ある コミ ュ ニ ティ に 偏っ て 及 ん で いま す 。 開発 途上 国 の 場合 、 気 候 変 
動 へ の 貢献 度 が 低い 国 が 多く 、 気 候 変動 の 影響 を 大 きく 受け て いま す 。 また 、 
イン フラ が 未 整備 で 、 技 術 の 進歩 が 後 れ て いる た め 、 自 然 災 害 に 対す る 態 
勢 が 整っ て な いこ と も 少な く あ り ま せん 。 デ ジタル 経済 が 成長 を 続け る 中 で 
も 、26 億 人 が いま だ に イン ター ネッ ト に 接続 で き な い まま で あり 、 機 会 や リ 


今後 の 展望 
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ソー ス を 利用 で き な い 状態 が 続い て いま す 。 こう し た 危機 の 結果 、 教 育 へ の 
アク セス の 混乱 、 女 性 や 女子 学生 の 社会 進出 の 遅れ 、 極 貧 率 の 上 昇 な ど 、 
事態 が さら に 悪化 し ます 。 


パー パス の 追求 こそ が 、 私 た ち を 結束 させ て この 瞬間 に 立ち 向かい 、 相 互 に 
関連 する 複雑 な 問題 に 対処 する た め の 接 着 剤 と な り 得 ま す 。 ま た 、 実 際 そ 
う で な けれ ば な り ま せん 。 将 来 を 見 据え な が ら 常 に 問い 続け る 必要 が あり ま 
す 。 そ の た め の 手 段 は 何で し ょ う 。 


こう し た 問題 は 危機 対応 で は 解決 し ませ ん 。 
回 復 力 の ある コミ ュ ニ ティ を 構築 する 必要 が あ 
り ま す 。 


深刻 化す る ショ ッ ク に 備え る に は 、 コミ ュ ニ ティ の あら ゆる 面 に 回 復 力 を 組 
み 込 む 必 要 が あり ます 。 回復 力 の ある コミ ュ ニ ティ と は 、 自 然 災害 、 経 済 的 
混乱 、 社 会 的 危機 な どの さま ざま な 課題 に 適応 し 、 立 ち 直 る た め に 必要 な 
ツー ル と リソー ス を 備え た コミ ュ ニ ティ の こと で す 。 私 た ち は こ の 数 年 、 世 界 
中 の 多く の コミ ュ ニ ティ が 現在 直面 し て いる 課題 や 今後 直面 する で あろ う 課 

題 に 立ち 向かい 、 対 応 し て 回 復 す る た め に 必要 な も の が 十分 に 揃っ て いな 

い 状 況 を 目の当たり に し て きま し た 。 


パー パス の 実現 に 向け た シス コ の 取り 組み は 、 回 復 力 の ある グロ ー バ ル な コ 
ミュ ニテ ィ の 構築 に 活用 で きま す 。「 す べ て の 人 に イン クル ー シ ブ な 未来 を 実 
現す る 」 と いう パー パス を 定義 し た 際 に 、 チ ー ム が 具体 的 に 取り 組む 内 容 を 
決め まし た 。 それ が 、 ネ ットワーク 接続 を 活用 し て パー トナ ー と 共同 で イノ 
ベー ショ ン を 進め る 、 デ ジタル スキ ル ギ ャ ッ プ に 対処 する 、 サス テ ナ ビ リティ 、 
イン クル ー ジ ョ ン 、 社 会 正義 を 推進 する 、 パ ー ト ナー シッ プ と 社会 貢献 の た 
め の 助 成金 に よっ て 新しい アイ デア を 支援 する こと で す 。 こう し た 取り 組み 
は すべ て 、 コミ ュ ニ ティ の 回 復 力 の 構築 に 役立っ て いま す 。 


は じ め に 


私 た ち 
の カカ 


これ は 、 シ スコ だ け で 実現 で きる こと で は あり 
に SE 


パー パス と ソー シャ ルイ ン パ クト の 観点 か ら 、 競 争 を 減ら すべ きだ と 私 は よ 
く 話し ます 。 この 取り 組み に 注力 し て いる 人 た ち は 、 何 か 問題 を 見 つけ る と 、 
すぐ に 駆け つけ て 会 社 の 役に立た うと し が ち で す 。 し か し 、 問 題 が 非常 に 複 
雑 な 場合 、1 社 だ け で は 解決 で きま せん 。 力 を 合わ せ て 取り 組め ば 、 も っ と 
多く の こと を 実現 で きま す 。 数 値 化 に 焦点 を 当て 、 シ スコ の 社会 貢献 を 紹介 
する 年 次 報告 書 で この よう な こと を 述べ る の は 皮肉 で ある こと は わか っ て い 
ます 。 将来 を 見 据え た 優れ た アプ ロー チ と は 、 パ ー ト ナー、 特 に 自社 の 強 
み を 補完 する 強み を 持つ 組織 と 連携 し て 解決 策 を 推進 する 方 法 を 検討 する 
こと で す 。 


単独 で 問題 に 取り 組 ち も うと する と 、 断 片 的 な 解決 策 に な っ て し まい が ち で す 。 
同じ コミ ュ ニ ティ で 多く の 企業 が それ ぞ れ 独自 の 解決 策 を 構築 すれ ば 、 そ の 
コミ ュ ニ ティ は 各 解 決 策 を 統合 し な けれ ば な り ま せん 。 お客様 と 同じ よう に 、 
コミ ュ ニ ティ に も 固有 の ニー ズ が あり 、 一 度 に いく つも の 解決 策 を 受け 入れ 
る こと は で きま せん 。 これ は すべ て の 企業 と すべ て の リー ダー に と っ て デリ 
ケー ト な 取り 組み で す が 、 民 間 部 門 で 今後 パー パス が 機能 する か どう か は 、 
協調 性 を 高め 、 独 立 性 を 低く し た アプ ロー チ を 取る こと に か か っ て いる と 私 
は 確信 し て いま す . 


コミ ュ ニ ティ に 投資 し て 回 復 力 を 構築 すれ ば 、 将 来 の ショ ッ ク か ら 身 を 守れ 
る だ け で な く 、 飛 躍 的 な 機会 と 成長 の 可能 性 を 開く こと に も な り ま す 。 


バー パス に は 和 柔軟 性 が あり 、 世 界 中 で 評価 され て 
いる レー ン に 沿っ て 機能 し ます 。 この 取り 組み に 携 
わる 私 た ち 全 員 に 、 創 造 し 反復 し 自ら の リズ ム を 


見 つけ て 方 向 転換 する た め の 空 間 が 与え られ て い 
ます 。 パー パス を 追求 する こと で 、 経済 的 イニ シア 
チ ブ へ の 扉 が 開か れ ま す 」 


イン クル ー 


記 来 すべ て の 


シ プ 人 に 


アフ リカ に は 、 回 復 力 と 機会 を 構築 で きる 強 下 
な 機会 が あり ます 


この 夏 、 私 は 8 週間 アフ リカ で 過ごし まし た 。 私 は 数 年 間 、 シ スコ の アフ リカ 
大 陸 の エグ ゼクティ ブス ポン サー を 務め て いま す 。 過去 何 度 も 訪れ て いま す が 、 
この 夏 は いつ も と は 違っ て いま し た 。 お 客 様 、 パ ー ト ナー、 コ ミュ ニテ ィ 組 織 
と の つなが り を 深め 、 そ れ ぞ れ が 抱え る 課題 や 機会 に 耳 を 傾け る 時 間 が あり 
まし た 。 


今日 、 ア フリ カ 大 陸 は 世界 的 に 大 き な 関 心 を 集め て いま す 。 そ の 理由 は 明 ら 
か で す 。 世界 で 最も 年 齢 層 が 若く 、 信 じ ら れ な い ほ どの イノ ベー ショ ン が あり 、 
都市 の 拡大 が 急速 に 進み 、 成 長 の 循環 が 生ま れ て いる た めで す 。 エ ネル ギー 
が 感じ られ ます 。 た だ 、 同 時 に 課題 も あり ます 。 政治 的 混乱 と それ が コミ ュ ニ 
ティ に 与え る 影響 、 不 安定 な 電力 供給 、 気 候 変動 に よる 脅威 、 イ ンタ ーネット 
と それ が 提供 する サー ビス や 機会 へ の アク セス の 制限 な ど で す 。 


アフ リカ で 時 間 を 過ごし た こと で 、 コミ ュ ニ ティ が 直面 し て いる 現地 特有 の 微 
妙 な 問題 や 、 ど の よう に 効果 的 に 協力 すれ ば イン パク ト を 高め られ る か を 学び 
まし た 。 シ スコ は 、 イ ン フ ラス トラ クチ ャ 、 分 野 横断 的 な コラ ボレー ショ ン 、 
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イノ ベー ショ ン の 支援 、 パ ー ト ナー シッ プ の 新た な アプ ロー チ に 投資 し て いま 
す 。 私 は 、 こ うし た 投資 に よ に り 、 多 く の ア フリ カ 諸 国 が 技術 的 に 「 一 足 飛び 」 
を し て 、 新 た な ダイ ナミ クス を 生み 出す 可能 性 が ある と 信じ て いま す 。 


民間 部 門 、 政 府 機関 、 非 営利 団体 、 コ ミュ ニテ ィ メ ン バ ー と と も に 新た な 手 
段 で コミ ュ ニ ティ に アプ ロー チ し 、 シ スコ の 取り 組み を 進め る こと が で きま す . 
密接 に 関わ る すべ て の 組織 の 強み と 専門 知識 を 活か せ ば 、 コミ ュ ニ ティ の 課 
題 を 解決 で きま す . 


競争 で は な く パ ー ト ナー と 提携 し 、 協 力 し て 支持 する と いう アプ ロー チ に 変え 
る こと が で きれ ば 、 ア フリ カ 全 体 に 成長 性 と 回 復 力 の ある コミ ュ ニ ティ を 構築 
で きる だ け で な く 、 シ スコ 独自 の サー ビス が 上 魅力 を 発揮 し 、 さ ら に 大 き な 成 功 
を 収め られ る と 信じ て いま す 。 
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シ プ 人 に 


これ か ら の 目標 


シス コ の パー パス は 、 単 に 過去 を 振り 返る だ け で な く 、 先 を 見 据え た も の で な けれ ば な 
り ま せん 。 


多極化 する 世界 で ビジ ネス の 進む べき 道 が それ ほど 明確 で な いこ と は 疑い よう が あり ま 
せん 。 サ プラ イチ ェ ー ン と 製造 業 が 抱え る リス ク と 、 変 化す る 地政 学 的 な 状況 を どう 乗 
り 切 る の が 最善 か と いう 複雑 な 問題 に 先手 を 打っ て 対処 する こと が 重要 で す 。 し か し 、 
こう し た 課題 と 不 確 実 作 は パー パス に も 当て は まる の で し ょ うか ? 私 は そう 思い ませ 

ん 。 実 際 、 グ ロー バル な マイ ンド セッ ト や アプ ロー チ に 尻込み し て いる 人 が 多い 今 、 シ 
スコ の パー パス へ の 取り 組み は 、 ロ ー カ ルレ ベル か グロ ー バ ルレ ベル か に 関係 な く 、 最 
も 有意 義 な も の を 追求 する こと か ら 始 まり ます 。 パー パス に は 和 柔軟 性 が あり 、 世 界 中 

で 評価 され て いる レー ン に 沿っ て 機能 し ます 。 この 取り 組み に 携わる 私 た ち 全員 に 、 創 
造 し 反復 し 自ら の リズ ム を 見 つけ て 方 向 転換 する た め の 空 間 が 与え られ て いま す 。 パ ー 
パス を 追求 する こと で 、 経 済 的 イニ シア チ ブ へ の 扉 が 開か れ ま す 。 


10 億 人 に プラ ス の 影響 を 与え る と いう 目標 を 達成 し た この 1 年 を 締め くく る に あたり 、 
私 た ち 自身 の た め に 先 を 見 据え て 次 の 目標 を 設定 し た いと 思い ます 。 過去 の 教訓 を ま 
と め 、 こ の 先 数 日 数 年 の うち に 新しい アプ ロー チ を 採用 する こと で 、 プ ラス の 影響 を 与 
え 続 ける こと が で きま す 。 パ ー ト ナー の エコ シス テム を 構築 し 、 そ れ ぞ れ が 独自 の 強み 
を 活か し て 問題 に 取り 組め ば 、 コ ミュ ニテ ィ や ビジ ネス 、 そ し て すべ て の 人 に 利益 を も 
た ら す こと が で きま す 。 
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将来 の 見 通し を 示す 記述 


この レポ ー ト に は 、 適 宜 修 正 さ れる 1933 年 証券 法 お よび 1934 年 証券 取引 所 法 に 基づい て 定め られ た セー フ ハ ー バ ー の 対象 と な る 将来 の 見 通し を 示す 記述 が 含ま れ て い 

ます 。 史実 の 記述 を 除く すべ て の 記述 は 、 将 来 の 見 通し を 示す 記述 と みな され る 可能 性 が ある 記述 で す 。 そ れ ら の 記述 は 、 シ スコ が ビジ ネス を 行っ て いる 業界 に 関す る 現 

在 の 期待 、 予 想 、 予 測 、 推 定 、 お よび シス コ 経 営 陣 の 信念 と 想定 に 基づい て いま す 。「 期 待 さ れる 」、「 予 期 さ れる 」、「 目 指す 」、 「 目 標 と する 」、「 推 定 さ れる 」、 「 意 図 する 」、 「 計 
画す る 」、「 信 じ る 」、「 向 か っ て いる 」、「 追 求 す る 」、「 予 想 さ れる 」、「 継 続 する 」、「 努 め る 」、「 取 り 組 む 」、「 可 能 性 が ある 」、 お よび それ ら の バリ エー ショ ン や 類似 表現 は 、 そ 
の よう な 将来 の 見 通し を 示す 記述 を 示す こと を 目的 と し て いま す 。 さら に 、 次 の も の に 言及 する あら ゆる 記述 も 、 将 来 の 見 通し を 示す 記述 に 該当 し ます 。(1) シス コ の 目標 、 
公約 、 プ ログ ラム 、(2) シス コ の 事業 計画 、 取 り 組み 、 目 的 、(3) シス コ の 想定 と 期待 、(4) シス コ の 企業 責任 の リス ク と 機会 の 範囲 お よび 影響 、(5) 第 三 者 の 基準 お よ 

び 期 待 。 将来 の 見 通し を 示す それ ら の 記述 は 予測 に 過ぎ ず 、 予測 困難 な リス ク 、 不 確実 性 、 想 定 (Form 10-K お よび Form 10-Q で 証券 取引 委員 会 に 提出 し た 最新 の 書 

類 に 記載 され て いる も の を 含む ) の 影響 を 受け る こと に ご 注意 くだ さい 。 将来 の 見 通し を 示す 記述 は その 記述 を 行っ た 時 点 で の も の で あり 、 シ スコ は 将来 の 見 通し を 示す 記 
述 を 更新 する いか な る 義務 も 負い ませ ん 。 


シス コ は 、 今後 も ESG の イニ シア チ ブ 、 目標 、 進 捗 状況 に つい て 包み 隠さ ず 報 告 し て まい り ま す 。 意欲 的 な 目標 を 策定 し た た め 、 完 全 に 達成 する の は 難し いか も し れ ま せ 
ん が 、 そ れ で も 定め た 期間 内 に 達成 で きる よう 取り 組ん で いま す 。 他社 を 買収 し た 場合 に は 、 ESG 目標 へ の 進捗 状況 に 影響 が 出る 可能 性 が あり ます 。 進捗 状況 に つい て は 、 
買収 に よる 影響 を 含め 包み 隠さ ず 報 告 し ます 。 


